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《 はじめに 》 

RIKKYO ECHOのルーツを探ると 1915年に、立教学院創設の地、築地にあった立教大学で

発行された英字新聞にさかのぼる。数えて 2015年は創刊 100年目にあたるが、残念ながら

時代の変化は学生達の情報伝達の手段を活字から電子媒体へと移行させ、RIKKYO ECHOは

1993年をもってその役割を終えている。この間、多くの紙面が発行され、数多くの学生が

その編集に携わった。この機会に立教大学に学生が発行する英字新聞が存在していたこと

を記録に残し、後世、再び学内に英字新聞が復活する機会があれば、その継続として歴史

を積み重ねて頂くことを希望したい。 

現存する紙面は永久に保存が可能なよう、立教大学図書館殿のご尽力により、既に電子

媒体に変換され、立教大学図書館のデジタルライブラリーにも取り上げられて、図書館の

ホームページからインターネットで閲覧することができる。そこで、100周年を機会に

RIKKYO ECHOに携わり、そこで繰り広げられた学生たちの活動を振返り、その一端を 100

年誌として編纂することにした。更に一部の皆さまには往時の想い出をコメントして頂い

た。連絡が取れずコメントをお願いできなかった方々には、後日、追加が可能なように配

慮しておきたい。 

RIKKYO ECHOはご承知のように、戦後は立教大学英語会（ESS）のひとつの部門であるプ

レスセクションから発行されており、その時の模様は 1998年に発行された「立教大学英語

会百年史」に詳しく記述されている。本誌では立英会のご協力を頂き立教エコーに関する

記述をそのまま転載させて頂いた。しかし、「英語会百年史」には独立後の立教エコーの

様子は載っていない。RIKKYO ECHO100年誌では ESSから独立後、学生団体「英字新聞学会

立教エコー」の 40年以上に亘る活動の模様を明らかにしていきたい。 

今回の 100年誌編集を通じて、図書館に保存されていなかった 1972年から 1975年の間

の 5つの紙面が発見された。聞けば実家のお母さんがご子息の学生生活の記念に保管して

おいてくれた貴重な資料も含まれている。早速、寄贈頂き図書館に保管をお願いすること

とした。このように 100年誌をきっかけに、現在消息のわからないバックナンバーが発見

されることを密かに期待している。 

もうひとつは卒業後、それぞれの道を歩み、なかなか再会する機会がない立教エコーの

仲間との交流を、100年誌により取り戻すことができればその意義は大きい。山小屋に集

い、学生生活の大半を委ねた立教エコーには沢山の想い出が凝縮されている。暫し、往時

を偲び、青春時代に思いをはせて頂ければ幸いである。 
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RIKKYO ECHO の起源 

＜1915～1945年＞ 

1915 年（大正 4 年）、立教大学で学生に

よって英字新聞が発行された。これは日本

における学生が発行する初めての英字新聞

（定期刊行物）といわれている。1874 年（明

治 7 年）私塾立教学校として発足した立教

学院は所在地をいくつか移したのち、築地

居留地内に居を構え 1899 年（明治 32 年）

には六角塔で有名な新校舎を建設し、1907

年（明治 40 年）に専門学校令による立教大

学が認可された。 

英字新聞は”The Rikkyo Times”と命名さ

れ学内のホットニュース等を掲載している。

発行された紙面の初代 Managing Editor に

は Prof.Blum の名が記されている。当時学

内には大勢の外国人教授がいて、キリスト

教の布教や英語教育に力を注いでいた。そ

うした教授の力を借りつつ、学生の書いた

記事は教授の指導を得て新聞として発行さ

れたことが窺がえる。因みに歴代 Editor は

外国人教授がその任にあたっており、現存

する数少ない紙面から Editor を努めた次の

教授の名前を知ることができる。 

1922 年 Alexander R.McKenchnie 

1923 年 Louis E.Durr 

1924～25 年 G.H.Moule 

こうしたことからも The Rikkyo Times は

学生と教授が一体となって、立教学院の組

織のひとつとなり、学院業務の役割を担っ

ていたようで、外部への情報発信の手段で

もあった。 

 The Rikkyo Timesのその後を辿ると決し

て順風満帆というわけではなかった。1922

年 3月 13日号の編集ノート欄には１年間休

刊して久方ぶりの発行であったことが記さ

れている。理由は新聞発行に携わる人材が

不足していたということである。また、1923

年には発行予定日から３ケ月遅れとなった

が、これは Prof.Mckechnie が Editor を退

任したためであり、更に 1923 年 9 月 1 日に

は関東大震災に見舞われて、再び３ケ月遅

れの発行を余儀なくされている。幾多の困

難を克服しつつも、新聞の発行は続けられ

た。学生にとっては自身の意見を発表する

場であり、当時としてはキャンパスで起こ

ったニュースを伝えることが出来る数少な

いツールであった。学生と教授陣は一丸と

なって新聞づくりに情熱をもやしていた様

子が窺がえる。 

 The Rikkyo Timesは日本の教育制度への

関心もひときわ高く、主張を展開している。

紙面に掲載された ”On Estimate of the 

Japanese Educational System”の記事は

RIKKYO ECHO の歴史 
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Phi Beta Kappa Society of Japan のエッセ

イコンテストで第１位を獲得した。 

 関東大震災の時点では立教学院はキャン

パスを現在の池袋に移しているが、完成間

もない校舎が甚大な被害を蒙った。1924 年

3 月 17 日号では立教学院の震災の被害状況

を写真で報道している。本館の４本のタワ

ーのうち１本が陥没して低くなっている姿

が掲載されており、その姿はその状態で修

復がなされ、現在もその名残を留めている。

チャペルではパイプオルガンのパイプが破

損し、図書館（現・史資料センターの建物）

も倒壊し、多くの貴重な書籍が屋根を失っ

た瓦礫のなかに放り出され、雨に濡れて台

無しになってしまったことを伝えている。

また、約 200 冊の書籍が教授や学生に貸し

出されていて、彼らの家とともにこれらも

焼失してしまった。 

 英語学校の色彩をもつ立教学院には英語

に関心を示す学生が多く、古くから文化サ

ークルとして英語会が存在している。その

起源は定かでないが、「立教大学英語会百年

史」では、1898 年（明治 31 年）の文武会規

則（現在の文化会、体育会）に課外活動とし

て文芸科英語部が制定されていることを受

けて、この年を英語会(ESS)の起点としてい

る。そして The Rikkyo Times も英語サーク

ルのメンバーが主体となって発行されるよ

うになっていく。但し、いつの時点から英語

部が携わったかは明確でなく、第２次世界

大戦が勃発する 1941 年（昭和 16 年）まで

新聞の発行は続けられた。その間、1935 年

にタイトルを”RIKKYO ECHO”と変えたこ

とが当時を知る先輩から伝えられているが、

これについてもバックナンバーが存在せず、

検証することはできない。 

 第２次世界大戦中の中断を経て立教大学

に英字新聞が復活するのは 1948 年にな

る。”The Rikkio Bulletin”のタイトルのもと、

英語会(ESS)の Press Section として英字新

聞発行は再開されることになる。ESS 時代

の活動の詳細は「立教大学英語会百年史」に

詳しく記録されている。立英会のご厚意に

より、その全文を次項『ESS時代のRIKKYO 

ECHO』に引用させて頂きます。 
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ESS 時代の RIKKYO ECHO 

＜1945～1958年＞ 

「立教大学英語会百年史」では ESS のひと

つの部門である Press Sectionが、RIKKYO  

ECHO を発行していた当時の様子を次の通

り記述している。 

この項は立英会のご了解を頂き「立教大

学英語会百年史」＜P142～148＞を原文のま

ま、転載させて頂きます。 
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RIKKYO ECHO 独立 

＜1958～1959.5＞ 

立教大学英語会(ESS)は第２次世界大戦

後の英会話ブームに時を得て沢山の部員を

集める大文化サークルへと発展していった。

勿論、活動もドラマ（英語劇）、スピーチ、

ディベートと多岐にわたり、戦時中、抑圧さ

れてきた英語への思いが堰を切ったように

高まっていった。1948 年（昭 23 年）には第

９回日米学生会議が立教大学で行われ、英

語会もスタッフとして貢献した。特筆され

るのは４大学ドラマコンテストにおいて

1952年から 57年までの６連覇達成であり、

その活躍は目覚ましい。 

そうした中で、華やかな英語会で黙々と

地味に活動を続けていたのが、プレスセク

ションの RIKKYO ECHO 編集スタッフで

あった。英語を話す力は多分に個人の努力

に依存する。英語を書くことも各人の研鑽

は当然だが、新聞づくりは共同作業でない

とできないことが多い。取材もチームプレ

イだし、原稿を書いて相互にチェックする、

そして印刷屋への『放り込み』（立教エコー

ではいつの頃からか、この言葉がよく使わ

れていた）、校正、印刷屋での出張作業。加

えて広告集めでは先輩、後輩がコンビを組

んでのアタックは一層連帯感を醸成してい

った。当時を振り返って鈴木（石田）みね（昭

和 36 年英卒）は「ESS の華やかな面に相容

れないこともあって書くことをやっていき

たかった。」岩澤（能戸）和子（昭和 36 英

卒）も言う。「プレスはスピーキングが不得

手な人、内気な人、ジワッと書くことが好き

な人が集まっていた。それに加えて原稿の

締め切り、印刷スケジュール、広告集めの外

出と多忙だったので、ESS の仲間からディ

ベートや詩の暗誦などに、誘われるが時間

がとれないことが多かった。いつの間にか

疎遠になり、何となく居心地が悪くなって

いったのかもしれない。それにもまして、み

んな新聞づくりが楽しかったのだと思いま

す。広告取りにも全員が参加していました。」 

プレスセクションでの一番の難題は新聞

発行を賄う費用だった。ESS の予算からは

新聞を発行するに必要で十分な費用はもら

えず、いつしかプレスは金ばっかりかかる

困った集団となり、ESS のコミッティも頭

を悩ましていたことが推測できる。新聞発

行に足りない費用は広告収入に頼るのだが、

学生の英字新聞にはお付合い程度の広告代

を頂けるのが関の山だった。それでも

NEWSWEEK 、 TIME-LIFE 、 ASAHI 

EVENINNGNEWS、JAPAN TIMES 等に

定期的にご協力を頂き、加えて地元のスミ

タ帽子店、千野時計店や卒業生のご紹介な

どを頼りに懸命に広告を集めて、RIKKYO 

ECHO は発行を続けていった。 

この局面を打開する方策として考えつい

たのが学校買上の陳情だった。この辺の経

緯を中新井大二郎（S33 経済卒）は次のよう

に語っている。キーマンは立教大学秦二郎

経理部長だろうと狙いをつけ、直接経理部
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長に会う作戦を練った。当時文学部 4 年に

秦経理部長のお嬢さんが在学していること

がわかり、その線で面会の機会を作って頂

いたらどうかという案が浮上し、文学部の

連中がアタックすることになった。幸い経

理部長からの回答は「いつでもいらして下

さい」という朗報であった。学校買上の陳情

に対し秦経理部長の回答は前向きだった。

立教大学は当時一般的な評価としてのカレ

ッジからユニバーシティーへの飛躍を命題

としており、社会学部や法学部の開設を実

現し、地方からの受験生の確保に注力して

いた。RIKKYO ECHO からのお願いはそう

した大学のニーズにマッチして、広報活動

の一環として全国の高校に、学生が発行し

ている英字新聞を送る方針が決定された。

学校買上は S33 年度の第 2 号から実施され

た。時は将に、野球部が東京六大学で四連覇

を成し遂げた年であり、ECHO の紙面は神

宮球場の興奮を余すことなく伝えた。当時

の立教大学は野球部だけでなくバスケット

ボール、バレーボール、サッカー、アメリカ

ンフットボール等々スポーツ全盛時代で、

これら体育会の活躍等、溌溂とした立教キ

ャンパスを伝える英字新聞は全国の高校に

発信されていった。 

学校買上によって財政基盤が確立できた

プレスセクションは立教エコー独立へと大

きく舵をきることになる。1958 年度（昭 33

年）エディターの勝見文彦（S35 経済卒）は

立教エコー独立の道筋をつけて次のコミッ

ティにバトンを渡した。 

1959 年度（昭 34 年）の Editor-in-chief

を任命された赤川征紀（昭 36 年経卒）は立

教エコー独立の既定方針のもと、独立実現

の体制を整えていった。赤川ら首脳陣は第

一学食の片隅で何度も内部の協議を重ねた

と聞いている。メンバーは高垣正光（昭和 36

年経済卒）、森松（後藤）映子（昭和 36 年英

卒）、岩澤（能戸）和子、鈴木（石田）みね

などの面々である。独立によって起こるで

あろう問題を憂慮して慎重な意見も多々あ

った。しかし、高揚した気持ちは自然な流れ

として独立へと向けられていった。立教エ

コー独立は秦二郎経理部長の英断なくして

成しえなかったことを忘れてはならない。 

RIKKYO ECHO 独立について、1957 年

度（昭 32 年）の Editor-in-chief であった河

合哲夫（昭和 34 年経済卒）は「現役時代も

卒業後も ESS の一部門の Press であり PR 

of ESS の担い手だったから、独立しような

どとは全く考えていなかった。」と言ってい

る。不思議なことに当時のコミッティであ

った森松（後藤）映子も「独立というとてつ

もないことをしでかしたことになりました

が、当時、ESS の方から何の反論もなく、

先輩方に相談することもなく、するりと独

立してしまったような気がする。」鈴木（石

田）みねも同様に「ESS のメンバーやプレ

スの先輩方には賛成、反対の意見があった

はずですが、大した議論にもならず決まっ

てしまったことが、今でもとても不思議で

す。ESS の方は ECHO が独立することを歓

迎していたように思えます。いざ、独立して
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みて部室もないし、タイプライターもなく、

経済的にも厳しいことを知り、自分たちの

ことを責めたりもしましたが、多くの人た

ちの無関心がこうした流れをつくっていっ

たと思います。」 

立教エコー独立は 1959 年（昭 34 年）5 月

25 日、166 教室で行われた文化会のキャプ・

マネ会議で決定された。立教エコー独立は

文化会34団体の代表者によって審議された。

冒頭、立教エコー赤川征紀 Editor-in-chief

が ESS からの独立の要望書を説明し、それ

に対して鈴木雄三文化会委員長から次の条

件のもとで、立教エコーの独立を承認する

提案がされた。 

1. 立教エコーはクラス委員会、文化会、体

育会の３団体いずれにも加わらない。 

2. 立教エコーは予算の申請をすることは

出来ない。 

これに基づき、各部代表と文化会本部、ESS、

立教エコーの間で白熱した質疑が行われ、

投票の結果独立賛成３０票、反対２票で立

教大学学生団体「英字新聞学会立教エコー」

が誕生した。最終的には、６月１６日にクラ

ス委員会、体育会、文化会の３団体から正式

に承認がされた。当時、立教大学新聞学会が

同様の立場にあり、新聞という報道機関は

どの会派にも属さず中立性を保つという理

念も独立を支えたひとつの理由であった。 

英字新聞学会 

「立教エコー」の幕開け 

＜1959～1960＞ 

 独立を果たした立教エコーは、極めてス

ムーズに活動を開始した。1959年（昭 34年）

6 月には独立後第 1 号の新聞を発行してい

る。そして，何ごともなかったように年間 4

回の発行を成し遂げている。独立時、部員は

約 30 名と記録されている。1 年生部員 8 名

も入部している。新聞の印刷は従来に引き

続き JAPAN TIMES の関連会社であった聨

合プレスに依頼している。夏休みにはエコ

ーとして初めての合宿を長野県木崎湖で行

い、ESS プレスの先輩も参加して立教エコ

ーファミリーの誕生を喜んだ。ここで登場

したのが、松本忠栄（昭 37 年社卒）による

余興の『バナナの叩き売り』であった。この

出し物は代々後輩に受け継がれ、立教エコ

ーに無くてはならない宴会芸となった。 

 しかし、独立に伴う苦労も多く、部員が集

まれる部室はないので、マネージャーはミ

ィーティングのたびに、学生部に教室を借

りる手続きを行った。おのずから 4 丁目の

芝生や第一学食が打合せの場所となること

が多かった。何より困ったことは英字新聞

づくりにとって必需品のタイプライターが

ないことで、やむなく森松（後藤）映子や鈴

木（石田）みねは家のタイプライターを使っ

（昭和 36 年卒業生追い出しコンパ） 
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て印刷所に出す原稿を清書していた。マネ

ージャーの高垣正光がヘーレー教授にタイ

プライターを使わせて欲しいと申し入れた

ところ「タイプライターは歯ブラシのよう

なもの、人に貸せるものですか！」と一蹴さ 

れたそうである。 

この年立教エコーを悲しい出来事が襲う

ことになった。Faculty staff として原稿の

添削指導をして頂いていたチャールス・Ｅ・

ペリー教授が大東文化大学の空手部学生に

暴行を受け、非業の死を遂げられたことで

ある。構内の職員住宅（現在の太刀川記念館

の場所）に住んでおられた先生は石を投げ

て家の窓ガラスを壊した学生に注意するた

め、表に出たところ、学生がペリー先生を抱

え上げて道路に頭から投げつけた。先生は

病院に運ばれるなかで、「学生を許してあげ

てほしい」という言葉を残して亡くなった。

この夜、森松（後藤）映子は翌日ペリー先生

に原稿を見て頂くため、タイプライターを

叩いていた。電話で先生の死を知り、こんな

悲しいことはなかったと回想している。 

 部室の誕生は 1960 年（昭 35 年）1 月で

あった。Editor-in-chief は次の学年の阪本明

夫（昭和 37 年英卒）に代わっているが、赤

川、高垣、阪本の執拗な学生部との折衝によ

り、山小屋１階に部室を獲得することがで

きた。階段の上り口という何とも人通りの

多い場所だったか、狭いながらも待望の部

室誕生に大いに士気は高まった。机、長椅子

とそして中古ではあったがタイプライター

１台も学生部の好意により用意して頂くこ

とができた。新生立教エコーはこうしてひ

とつの学生団体として順調な第一歩を踏み

出した。1960 年には新入生部員も 20 名を

超え、特に 6 名の女子学生を迎え入れるこ

とができて、部室の雰囲気は大いに華やか

さを増していった。春の新入生歓迎ハイキ

ング、前年同様木崎湖で行った夏の合宿と

行事も定着していった。ハイキングなどで

はみんなで歌声喫茶さながら声を合わせて

唄うことが多かった。水原弘の「黒い花び

ら」、森繁久彌の「銀座の雀」等が愛唱歌だ

った。 

六大学野球全盛の時代で本学野球部は常

に優勝争いをしていた。立教エコーの記者

は応援団の最前列に席を設けて頂き、立教

大学新聞、放送研究会と並んで神宮の興奮

を紙面で伝えた。 

阪本明夫と木原祐輔（昭和37年物理卒）、

茂木伸夫（昭 37 年経営卒）、西村（相沢）斐

佐代（昭 37 年英卒）等を中心となるコミッ

ティは少数ながらも結束して、財政的にも

問題なく４回の発行を遂げている。 

（昭和 37 年卒業生追い出しコンパ） 
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 この年 1960 年はいわゆる 60 年安保で学

内はデモへの参加、学内集会と大いに揺れ

動いた。RIKKYO ECHO の紙面でも 6 月号

トップで 2000 人の学生と 70 名の教授陣が

タッカーホールでの学内集会に集まったこ

とを報じている。 

立教エコーの記者も 6月 15日夜の全学連デ

モ隊国会突入の取材に際し、デモ隊と機動

隊の衝突に巻き込まれて背中を負傷してい

る。この夜、東大生樺美智子さんが混乱の下

敷きとなり死亡した。但し、エコーの紙面は

極めて冷静に学内の動きを事実として伝え

ることにとどまり、英文の指導をお願いし

ていた外人教授陣との大きな摩擦は生じな

かった。 

RIKKYO ECHO 成熟の時期 

＜1961～1965＞ 

1961 年（昭 36 年）から 1965 年（昭 40

年）は RIKKYO ECHO 成熟の時といえる

かもしれない。発行は年６回を数え、特に

1964 年は東京オリンピックもあり、７回の

発行を実現している。これがエコーの歴史

上、年間最大の発行回数となった。しかも、

1961 年 12 月号以降の紙面はすべて８ペー

ジ建てとなり、その充実ぶりが窺がえる。８

ページ建て紙面の発行は1957年（昭32年）

にも３回経験している。これは長嶋、杉浦、

本屋敷を擁した野球部全盛時代で「８ペー

ジのうち４ページがスポーツ面で、スポー

ツ新聞といわれた」とスポーツエディター

筒井俊忠（昭和35年英卒）は回顧している。

この時期を第１期黄金時代というならば、

1961～1965年はRIKKYO ECHO第２期黄

金時代ということができる。 

1961 年（昭 36 年）Editor-in-chief 藤本

達（昭和 38 年経済卒）はオーソドックスな

新聞づくりをして、新聞学会としての基盤

を確立した。そうしたなかで学生の主張と

して「核のない世界の実現」を強く打ち出し、

当時の松下正寿総長の反核活動とも呼応し

て、10 月号では 4 面、5 面見開きの核問題

の特集記事を掲載している。 

Editorial は従来から筧光顕教授の添削を

受けることになっているが、原稿の作成が

遅れると先生の自宅があった安房小湊まで

（昭和 38 年卒業生追い出しコンパ） 
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夜分原稿を持って添削をお願いに伺うこと

もあった。この年には念願のタイプライタ

ーを２台購入する余裕もできた。ところが

１台は購入早々部室が盗難にあって、折角

のタイプライターが盗まれてしまった。サ

ークル活動として新聞発行以外にも部員相

互の親睦をはかる行事が色々取り込まれた。

中でもソフトボールは、当時神学院跡のグ

ランドを比較的自由に使えたため、多くの

部員が楽しんだ。文化会のソフトボール大

会にも特別に参加している。この年、第１回

立教エコーOB・OG 会が開催され、ESS 時

代の先輩達も多数参加頂きエコーファミリ

ーの親交を深めた。 

1962 年（昭 37 年）Editor-in-chief 小池

栄樹（昭和 39 年経卒）は紙面の刷新をはか

り１面に左右ぶち抜きの大きい写真を置く

手法をとった。夕刊紙「フジ」のイメージを 

参考としたかは定かでないが、時機を伝え

るトップの写真で読者へのアピールを図っ

た。更に、Reader’s Opinions の欄を設けて

読者の投稿を掲載した。 

この学年でもうひとつ特筆すべきは販売

価格を¥10から¥15に改定したことである。

一般読者への売上は殆どゼロに近いが、学

校買い上げの単価がアップすることで、財

源確保に有効な手段であった。 

この年にECHOの文集第１号が発行され

ている。日本語の文集だったが、部員相互の

理解、親睦に役立ったうえ、その年の出来事

や OB・OG の消息も掲載されている。この

編集に活躍したのが劉（東郷）佐地子（昭和

39 年社卒）であった。 

 

（昭和 39 年卒業生追い出しコンパ） 

(第１回立教エコーOB 会 昭和 37年 12月 8日 ) 

（立教エコー文集第 1 号） 
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1963 年（昭 38 年）Editor-in-chief は河

野博光（昭和 40 年営卒）が選任された。こ

の年、立教エコーの会則が初めて制定され

た。各学年２名の会則草案委員会が発足し、

久保泰昭（昭和 40 英卒）が委員長として取

り纏め 5 月 1 日付で施行された。この年の

大きな出来事として「ヘーレー事件」が勃発

した。6 月号発行に際し添削をお願いした時

点で、ヘーレー教授から「原子力潜水艦の日

本寄港の記事は反米主義を扇動する内容だ

から掲載まかりならぬ」とのクレームがつ

いた。削除しなければ Friends of Rikkyo の

買い上げを拒否するという強硬な意向が示

された。当時立教エコーの部長をお願いし

ていた小川徳治教授に記事の真意を十分に

説明し、最終的には松下総長のご意向も伺

って収拾をはかり記事は原案どおり掲載し、

1500 部の買い上げも予定通り実施された。

ヘーレー教授は米国関係への配布には、原

潜記事の載ったページを切り取って発送し

たと聞いている。もうひとつのトピックス

は秋の立教祭に参加して、公開講演会を開

催したことである。勿論、初めての試みであ

り、新聞学会として会則にも掲げた学内で

の文化活動推進の一環でもあった。講師に

は朝日新聞論説委員の秦正流氏をお願いし

て、「変わりゆくソビエト」をテーマに講演

頂いた。100 名を超える聴衆が集まり質問も

数多く出されて、予定の時間を大幅に超え

る大成功のイベントとなった。 

1964 年（昭 39 年）Editor-in-chief には

市川均（昭和 41 年経卒）が選任された。こ

の年から新会則に基づきエディター選挙が

行われ３名が立候補し、立会演説会、応援演

説なども行われた。前にも触れたとおりこ

の年は 8 ページ建て紙面を年間７回発行し

た。部員数も編集に携わる 1 年～3 年生で

50 名を超えている。対外的活動として、従

来から全日本学生英字新聞連盟(SENA)に

加盟しているが、立教エコーの代表委員で

あった飯干美邦（昭和 41 年法卒）が SENA

の副委員長に選任された。SENAのGeneral 

Meeting を立教大学で開催し、ACC のレオ

ン・ピアン氏の「アメリカの学生生活」と羽

仁五郎氏の「現代ジャーナリズム批判」とい

う講演会を開催した。羽仁五郎氏の講演の

冒頭に「立教大学の立教＝教えを立てると

いうのはいい言葉ですね」と言われたのが

印象的だった。この後、SENA 活動で他校

の動きが悪く、立教の負担ばかりが多くな

ったこともあり、立教からの SENA 委員 2

名は辞退することになった。 

このコミッティでは方針として、取材範

囲を立教生の問題、大学生共通の問題、さら

に会則にもあるように国際社会のなかの日

（文集第 1 号目次） 
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本と世界の問題を取り扱おうという主旨か

ら、オリンピック特集号を出すことになっ

た。５月から、オリンピック特集号の取材を

開始、東龍太郎都知事へのコメント依頼か

ら各担当に分かれて会場写真の撮影、選手

へのインタビューなど多忙を極めたがジャ

ーナリストの一端を垣間見る貴重な経験だ

った。本学からも何人かの日本代表を輩出

し、エコー記者はプレスとして、IOC 本部

がおかれた旧赤坂離宮（現迎賓館）や選手村

への出入り、国立競技場等での観戦ができ

た。奥田（野村）和代（昭和 43 年英卒）は

「選手村近くを歩いていた選手（多分名も

ない選手）につたない英語で話したり、選手

村のキャフェテリアで食事をしたりしたこ

とが思い出される。」９月発行のオリンピッ

ク特集号は 4000 部を印刷し、完売の成果を

あげた。広告収入も多く黒字を達成するこ

とができた。 

前年に引

き続き 11

月の立教祭

で講演会を

開催した。

講師は松岡

洋 子 氏 で

「激動する

ベトナム情

勢について」

というテー

マで、一番

大きい 151

番教室が満員の聴衆で埋まった。 

学内の問題としては12月に大学当局から

授業料値上げが発表された。学生側は白紙

撤回を求めたが理事会は値上げを決定した。 

この年にヘーレー問題が再燃している。

コミッティとしてはヘーレー先生とは関係

が改善されたと考え添削をお願いしたとこ

ろ、先生が自分の原稿を持ってきてこれを

載せてほしいとの申し入れを受けた。原稿

内容が紙面に載せるには適切でなかったの

で、お断りしたところ、再び昨年と同じ状態

に陥りコミッティはその対応に追われるこ

とになった。ヘーレー先生とは良きにつけ、

悪しきにつけ、多くの思い出が残っている。 

国際的な視野としてこの年の 4 月号のエ

ディトリアルで、ケネディ大統領暗殺事件

の追悼文を載せたが、この紙面をケネディ

夫人宛に送付したところお礼状が届き、更

に第２信でケネディライブラリーに永久保

存するという連絡があった。この年は財政

的には余裕をもって次の学年に引き継ぐこ

とができた。 

1965 年（昭 40 年）Editor-in-chief には

榎本憲二（昭和 42 年営卒）が選任された。

この年には二つの大きな問題が発生してい

る。ひとつは部長問題で、学生団体は部長に

現職教職員の就任が必要とされている。立

教エコー部長は小川徳治教授にお願いして

いたが小川教授は多忙を理由に、前年 10 月

に学生部にエコー部長の退任を申し出て、

エコー側に知らされることなく了承されて

いた。そうとは知らず春の合宿開催のため、
（昭和 39 年文化祭での立売り） 
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小川部長に書類の判を頂きにいったところ、

このことが発覚し、小川教授に留任をお願

いするか、新しい部長を決めて頂くか、エコ

ー、学生部、小川教授のそれぞれの意向が分

かれて折衝は長期に及んだ。結局、11 月に

大江三郎先生に部長をお引き受け頂くまで、

約一年間部長不在の状態が続き、また、この

間、交渉に多くの時間と労力を費やしてし

まった。 

もうひとつの問題は財政問題で、6 月に突

然、学校経理部からこの年の第３号より学

校買上げを中止するとの通告を受けた。今

回はFriends of Rikkyoの時とは違い記事の

内容ではなく、大学の財政が非常に苦しい

ためと説明された。大学の広報誌として当

時他に４誌があり、英文のイヤーブックも

発行されていた。従って RIKKYO ECHO の

役割は終わっていたので、@15 円 2000 部の

支出は出来かねるということであった。こ

こでもまた、学生部にお願いをして、突然の

不買通知は学生団体の活動に著しい支障を

来すとのご理解を頂き、翌年１月経理部に

漸く買上げの継続を了承頂いた。部室に保

管されていた 3 号～6 号が買上げられ、滞っ

ていた聨合プレスへの支払いが可能となっ

た。榎本憲二は「買上げが再開されなければ

莫大な借金を後輩に残すことになった。部

長問題と財源確保に苦労したが、8 ページ建

て年間 6 回の発行を維持できたことが一番

の思い出。企画倒れとなった、立教祭の展示

参加、沖縄の子供たちの招待は未だ、力不足

だった」と回顧している。 

RIKKYO ECHO 自立への起点 

＜1966～1968＞ 

1966 年（昭 41 年）Editor-in-chief に佐

藤秀夫（昭和 43 年法卒）が選任された。前

年より懸案の RIKKYO ECHO の大学買い

上げはついに年度当初から中止され、広告

収入のみでの運営に追い込まれた。従来通

りの発行は、財源不足から聯合プレスへの

支払いはもとより少額の経費の支払いも滞

ることが目に見えていた。そこでこの難局

を乗り越えるため、過去７～８年前まで遡

り、歴代の先輩諸氏に池袋の一平食堂にお

集まり頂き、窮状を訴え対応を相談した。結

果、即効薬は見出せなかったが、地道に次を

対策とすることにした。 

① 年間発行回数：6 回から 4 回に縮小。 

② 広告収入の増加：先輩諸氏の対象を広

げて更に働きかける。 

③ 学生部と再度交渉して財源確保の道

を探る。 

財源逼迫の心細い船出であったが、自立

した RIKKYO ECHO の初年度として部員

（特に３年生）に緊張感は伝わった。出来る

（昭和 42 年卒 追いだしコンパ） 
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ことは何でもやろうということで、今まで

タブー（❓）として実施してこなかった立教

祭での模擬店出店、相談に乗って頂いた学

生部甲藤課長から入学試験時の警備、案内

アルバイトの斡旋を受け、それら収益を新

聞発行の財源に充当して、この窮状を乗り

越えることが出来た。因みにこの二つ（模擬

店出店、学生部のアルバイト）は後輩にも受

け継がれ、以降何年かは RIKKYO ECHO 

財源獲得のルーティンとなった。立ち売り

による拡販を意図して価格を¥15 から¥10

に値下げし、年間購読割引も試みたが成果

は得られなかった。 

この時期、各デスクの記事の特徴は 

ニュース：社会福祉。 

スポーツ：立教スポーツの活躍、 

スポーツと健康。 

アート：「時の人」とのインタビュー。 

各デスクは財政上大きな問題を抱えた部

の運営にも関わらず、デスクエディターと

３年生が力を合わせて立派な紙面をつくり

あげている。１年入学時に東京オリンピッ

クが開催され、グローバルな大会で、右も左

も分からないまま、英語を駆使した取材、記

事・編集に携わり、先輩諸氏に厳しく鍛えら

れた賜物だったと佐藤秀夫は回顧している。

そしてこの年が完全独立採算、立教エコー

自立の元年ということが出来る。 

1967 年（昭 42 年）の Editor-in-chief は

2 名の立候補者に対し、選挙により川地昌夫

（昭和 44 年経卒）が選任された。財政逼迫

は厳しい状況にあり、前年同様に立教祭の

出店（おでん販売）、学生部より委託された

入試の案内・警備アルバイトの実施、また新

規広告獲得には、積極的に部員の縁故、知人

を訪問した。また新たな試みとして新聞拡

販を意図としたキャンバス内の人通りの多

い場所数か所に売店設置をして拡販を試み

た。部員の努力は多とするものの期待する

ほどの効果は得られなかった。 

この年の 8 月には、学生スポーツの祭典

“第 5 回ユニバーシアード東京大会”が開

催され、スポーツデスクを中心に代々木選

手村での外国人を含めた選手とのインタビ

ューや試合の取材をして、同世代のスポー

ツ人のグローバルな状況を紙面に反映させ

た。一方では、他大学での学園民主化を求め

る学生運動の波は立教大学にも押し寄せた。

学内問題では学生会館の運営等のあり方、

国内問題では沖縄返還に関する問題をニュ

ースデスクで取り上げ、アートデスクでは、

時の人のインタビューを通じて時代の風潮

を反映するような記事が紙面を飾った。こ

のように紙面の材料は豊富であったが、発

行に関わる財源の捻出にはマネージャー

共々苦労したと川地昌夫は回顧している。

（昭和 43 年卒追い出しコンパ） 
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しかし、この年度は８ページ版、５回の発行

を達成している。 

1968 年（昭 43 年）Editor-in-chief に柳

市三郎（昭和 45 年法卒）が選任された。こ

の年は 5 回の発行を遂げているが、紙面は

全学連機動隊と衝突、成田闘争市役所占拠、

安保を考える、沖縄返還ならず、ベトナム戦

争日本への影響等、世相を反映した記事が

目立っている。但し、ニュース、アート、ス

ポーツのデスクの紙面持ち分はしっかり区

分けされており、アートは映画評や著名人

インタビュー、スポーツはメキシコ五輪、サ

ッカー部の活躍等の記事を載せている。イ

ンタビューでは、女優松原智恵子さん、俳優

宇野重吉さん、海外旅行の兼高かおるさん、

イラストレーター久里洋二さん、音楽評論

家・本学講師皆川達夫さん等が登場してい

る。また、立教スポーツには陰りがみえはじ

めたのか、12 月号では「運動部全般に不調」

という見出しを打っている。 

学園紛争と RIKKYO ECHO 

＜1969～1977＞ 

1969 年（昭 44 年）になると学内は文学

部仏文科の人事問題に端を発した紛争が勃

発し教授団と学生との団体交渉へと拡大し

た。更に時の政府が成立を目指した大学立

法への反対運動が拡がり、全学的な学園紛

争に発展していく。全学学生大会、抗議集会

には二千名を超える学生が集結している。

そうした中、9 月 28 日に警視庁機動隊が学

内に入り、学内強制捜査が行われ、10 月 20

日にも再度強制捜索が行われた。大学当局

は学内封鎖、ロックアウトという手段をも

って機動隊の学内立ち入りの収拾を図った。

これにより大学の講義は休講となり学生は

レポートの提出をもって単位取得となった。 

1968 年(S44)、Editor-in-chief は、立候補

者がいなかったため先輩より推薦された河

村喜裕（昭和 46 経卒）が信任投票で就任し

た。過年度より続いている財政難は、発行資

金に大変な不安を残していた。その為、前年

に引き続き立教祭での模擬店（焼きそば）の

出店、新たに小田急百貨店のオンワード売

り場でのアルバイト等を全員で行った。 

マネージャーも編集の頑張りに応えて新

規広告取りに邁進し、数軒の新規クライア

ントを開拓し、発行資金確保に奔走した。こ

れらの苦労にも関わらず、発行回数は３回

が精一杯であった。このような状況でも、恒

例の合宿、編集会議、取材、部員間のコミュ

ニケーションは、先輩諸氏の時代と比べて

も劣ることはなかったと河村喜裕は回顧し

ている。 

（昭和 45 年立教祭での焼きそば模擬店） 
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1970 年（昭 45 年）Editor-in-chief に伊

勢真一（昭和 47 年法卒）が選任された。独

立採算による発行は 7年目を迎えているが、

財源的には厳しい状況は続き、広告取りに

全員が奔走していた。紙面から¥10 の料金

表示が無くなっている。立ち売りの期待は

なく、紙面は無料配布で多くのひとに読ん

でもらうことに重点をおき、発行費用は広

告と、その他収入で賄われた。立教祭での模

擬店出店も継続されて、売上は新聞発行の

資金に回された。この年の紙面から奥付に

記載する students staff には chief といった

役職の記載がない。そしてニュース、アート、

スポーツの３つのデスクの区分もなくなっ

て、記事はジャンルを決めずに書き、広告取

りも全員参加となっていた。無期限の全学

スト、70 年安保の喧騒のなか、この年 4 回

の発行を成し遂げている。 

しかしながら、この期の面々が、キャンパ

スでの混乱の影響を受けたであろうことは、

言うまでもない。在学中から、海外を放浪し、

本にまとめた者もいれば、伊勢はテレビ制

作プロダクションに入り、多くの人気番組

を手がけている。そして影響は、次の期の

面々にも大きく影を落としていた。 

1971 年（昭 46 年）Editor-in-chief には

小山修司（昭和 48 年社卒）が選任された。

71 年には学生運動は急速に平静さを取り戻

し、本館の脇や、4 丁目で時折 10～20 人規

模の集会が行われる程度となっていた。連

合赤軍事件が明らかになり、左翼的活動＝

死を伴う暴力行為とみなされるようになり、

社会や体制がいかに理不尽であっても、そ

うした考えや行動に学生が背を向けるのは

無理のない事だった。すべての若者たちと

同じように、立教エコーでもサロン的なム

ードが支配し、社会・政治が話題になること

も少なくなっていた。小山は、社会学科とい

う、言ってみれば、混乱の一番激しかった場

所で 1、2 年生を過ごした。彼の明るい人柄

が部屋を和やかな和気あいあいとした雰囲

気を醸成した。夕方の山小屋の部室はいつ

も小山の笑い声が絶えなかった。 

しかし、彼の編集会議に臨むスタンスは

真摯そのものだった。落ち着いていた。下級

生が書いてくる記事を間に、彼はまっすぐ

彼らと向き合った。明らかに、苦渋の大学生

活前半で得たものがあったのであろう。編

会（編集会議）になると、まるでゼミのよう

な雰囲気へと一変した。編会を経て、いくつ

もの良い記事がたくさん紙面に載った。マ

ネージャーの岡本誠一（昭 48 英卒）との二

人三脚は実にうまくいっていた。そんな中、

立教エコーからもセクトの集会に参加する

女性が出てきた。彼女はいつしかエコーか

ら姿を消した。その言動は『二十歳の原点』

を思い起こすようであった。そんな純粋だ

った彼女の同期の石坂幸夫は誰にでも優し

く相対し、どんなことがあっても個人的に

対峙することはなく皆から好かれていた。

彼女がエコーを離れたということを、いつ

までも悩んでいた。この年の発行は学内情

勢を反映してか２回に止まった。 

1972（昭 47 年）Editor-in-chief には石坂
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幸夫（昭和 49 年経卒）が選任された。とは

いえ、この期のやり方は小山の代とは全く

違っていた。石坂が中心になって、全体をま

とめるというよりも、運営手段や編集会議

に悩む石坂を周囲にいる同期が見事に支え

ていた。この期の全ての人間が、編集サイド

にも、広告取りにも参加していた。実に完璧

な、そして生き生きとした集団運営であっ

た。その見返りとして、山小屋の中には、い

い意味の緊張感は少なく、ノンポリ具合が

加速した。部内で 69 年～70 年の紛争の事

が話題になっても、論議されることはなく、

記事の傾向はどちらかと言うと文化中心と

なっていった。言ってみればエッセイのよ

うな記事が多出した。この期のほとんどの

者は手堅い職種に就いている。 

石坂の一期下に、1 年生の入部時から、当

時悪化の一途をたどっていたベトナム戦争

や、社会的なテーマを記事や写真にしてい

た山本清貴（昭和 50 年社卒）がいた。その

頃、早稲田大学を中心に、学生同士が殴り合

い、殺しあうといういわゆる内ゲバの時代

に入っていた。そんな動きに嫌気を差し、世

の中の反体制の運動は反戦・反ベトナム戦

争に向かっていた。「国家の名のもとに人と

人が殺し合う許された暴力（戦争）に違和感

を覚え、サイモンとガーファンクルの『きよ

しこの夜』の意味分析、米軍相模原補給廠、

米原子力潜水艦のルポなどを記事にした。」

と山本は回顧している。 

1973 年（昭 48 年）Editor-in-chief に山

本清貴が選任された。山本の同期は、前の期

に比べて人数が少なかった。そして彼も含

めてエコーだけにキャンパス・ライフを求

めるというよりも学部の授業や学外の活動

にも情熱を傾ける者が多かった。事実、入学

以前からジャーナリスト、それも海外特派

員志望だった山本は 2 年次に受験した某大

学の新聞研究所の試験に合格し、3 年次の 4

月からはどちらかと言うと多くの時間を研

究所で過ごし、週に 6 日間、午前中は語学

学校に通っていた。「英文科の連中よりも英

語を使えるようになるぞ」と言うのが口癖

だった。山本は、「エコー以外の活動が多い

ため、下級生たちと和気あいあいと付き合

うのは不可能。編集会議の責任、つまり「紙

面作りの責任はすべて自分で持つので、当

時苦難していた広告集めや立教祭などは他

のみんなでやってほしい」と頼んだ。気のい

い仲間たちはその願いを聞き入れた。 

言ってみれば、エコーの責任者でもある

山本は、滅多に山小屋の部室に来ることは

なかった。社会学科の特殊性から 2 年次ま

でに、7 割がたの単位を取得していた。立教

のキャンパスに来る意味があまりなかった

のだ。しかし、編会では、約束通りすべての

原稿に深くコミットした。山本は＜個＞と

＜社会＞の関連性を重視した。今でいうサ

ブカルチャーや文学の原稿にも＜個＝自己

＞と＜社会＞の関係性を意識するように求

めた。この編会のあり方は、かなりのストレ

スを下級生に与えた。40 年後 2 年下だった

2 人の女子部員は「山本さんは怖かった。山

本さんがドアを開けて入ってくると身が凍
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った」と口を揃える。編会だけに来る強面の

Editor-in-chief という顔が前面に出てしま

っていた。それでも山本の期待に応え、山本

のいない穴を見事に埋めた同期の友人たち

の支えは大きく、加えて和やかな雰囲気も

あって部員は増加していった。発行回数も

前年１回だったものを３回に伸ばした。 

1974 年（昭 49 年）Editor-in-chief には

仁科正儀（昭和 51 年産卒）が選任された。

紙面に学内の紛争を伝える記事は見られな

いが、広島、狭山事件などの社会性に富んだ

記事が１面を飾る一方、学園紛争によって

弱体化した体育会の活躍は紙面から消えて

いる。4 ページ建て紙面を３回発行しており、

3 年生部員が少ないなか、下級生を纏めて前

年同様の活動を維持している。 

1975 年（昭 50 年）Editor-in-chief に福

田和夫（昭和 52 年経卒）が選任された。同

期に法学部神島ゼミから 5 名のメンバーが

入部して部員も多く、活動は順調に見えた。

しかし、途中、Editor 福田とのチームワー

クに乱れが生じ、数名のメンバーがエコー

を離れる結果となった。勢い活動は停滞し

ていった。紙面も 2 ページ建てとなり、3 回

の発行は行ったがこの年度の終わりには部

員が数名にまで減少している。その結果、次

の Editor の選出を行うことが出来ず、翌

1976 年（昭 51 年）はやむなく RIKKYO 

ECHO は休刊を余儀なくされている。福田

と同期の島崎敏彦（昭和 52 年法卒）は自分

もBSAの活動を優先してエコーを一時休ん

だが、同期が分裂して多くの部員がエコー

を離れてしまったことが残念でならないと

回顧している。 

1975 年 11 月の発行から 1 年 4 か月を経

た 1977 年 3 月、RIKKYO ECHO は 2 ペー

ジ建てではあるが復活を遂げている。その

紙面にはエコーに復帰した島崎敏彦、中山

（佐藤）よし子（昭和 52 年英卒）、川里洋郷

（昭和 52 年法卒）、浅子藤郎（昭和 52 年法

卒）、佐藤孝栄（昭和 54 年法卒）、宮内浩司

（昭和 54 年法卒）の名前が students staff

として記載されている。加えて OB 山本清

貴、中山英明（昭和 50 年英卒）、堀 博司

（昭和 50 年英卒）の名前がアドバイザーと

して載っている。想像するに山本ら OB か

らの助言があり、４年生の島崎、佐藤、川里、

浅子らが卒業を控えた 3 月に、何とか 1 年

4 か月ぶりの発行に漕ぎ着けたことが窺が

える。島崎の記憶では「内容はともかく発行

することに意義あり、ということで新聞づ

くりに取り組んだ。当時 TBS 勤務の山本さ

んを訪ねて指導を頂くこともあった」と回

顧している。ところで、この号は今回 100 年

誌編纂を契機に島崎の実家で母親が保管し

てくれていた紙面が、奇跡的に発見されそ

の存在が明らかとなった。しかし、RIKKYO 

ECHO 復興の道は険しく次の発行までには

再び 1 年半の時間を要することになった。 

RIKKYO ECHO の復興 

＜1978～1982＞                   

この頃になると大学も落ち着きを取り戻
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していた。時折、ヘルメットとマスクをした

中核派の学生たち数人が、いきなり教室に

やってきてはメッセージを叫びながら、ビ

ラをまくも学生の賛同は得られず、トボト

ボ帰って行く光景が見られた。 

1978 年は、若者を中心に人気を集めてい

たキャンディーズが解散し、オフィスと商

業施設一体型の池袋の新名所となるサンシ

ャイン６０が開業した年でもあった。 

1978 年（昭 53 年）Editor-in-chief に斉藤

邦昭(昭和 55 年法卒)が選任された。島崎が

最後にエコーを発行して 1 年半が経過した

が、高田晃宏(昭和 57 年営卒)が入部し、戦

力も出来たことによって久しぶりの発行に

漕ぎつけることができた。何せ部員は 3 年

の斎藤と 4年の宮内、堀の 3名しかおらず、

宮内、堀は就職活動を控え、財政的にも体力

的にも新聞発行は難しかった。そんな折山

小屋にある立教エコーのドアを叩き、新聞

発行を希望する新入生が現れたとは驚きで

あった。高田によると高校時代の友人が上

智の英字新聞部 Sophia Gazette に入部して

充実した学生生活を送っているようだった

ため、立教でも英字新聞をやりたかったと

述べている。 

1978年9月号は、3人の部員だけでなく、

斎藤の友人である岡田氏にも紙面作成に参

画してもらい、広告収入と OB からの寄付

金をもとに何とか 4ページ版を発行できた。

まさに新聞の質はさて置き、久しぶりに発

行することを意義にした号であった。 

1979 年（昭 54 年）は、イギリスの首相に

サッチャー女史が選ばれ、アメリカはカー

ター大統領、日本は、アーウー宰相と呼ばれ

た大平首相だった。ソ連がアフガニスタン

に侵攻し、デタントの時代から新冷戦の時

代に入った年でもあった。 

S54 年の Editor-in-chief に高田が選任さ

れた。 高田は組織を継続させるためには、

部員の確保が重要と考え、4 月、5 月と積極

的に新入部員を勧誘した。友人が友人を呼

ぶ効果もあり、1 年生 10 名が新たに入部し

た。4 年生となりご意見番として適切なアド

バイスをしてくれた斎藤はうまくリードし、

Editorial Advisor の役割も担った。長年エ

コーの面倒をみて頂いた平木典子先生に代

わってエコーの顧問であるFaculty Advisor

には、一般教養の英会話講師である F. 

Ediger、H. Stobbe、C. Lawson の 3 氏にご

尽力頂いた。中でも杉並・方南町でメナノイ

ト協会の牧師でもあった Ediger 先生は、英

文の添削だけでなく、「Echo は他の英語関

連サークルである ESS や IAA とも連携し

て記事を増やしてはどうか」など親身なア

ドバイスを頂き、エコーを温かく見守って

（昭和 54年 かつて部室のあった山小屋前にて） 
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くれた。後に NHK TV 英会話 3 の人気講師

だった K. Macdonald 氏も Faculty Advisor

として参画して頂いた。 

Macdonald 先生は、東京アメリカンクラ

ブの会員であり、そこで催される演劇の役

者でもあった。エコーからも何名か演劇に

招待され、おまけにご馳走もしてもらい、公

私共々お世話になった恩人である。

Macdonald 先生からアメリカンクラブで彼

の知人に紹介されると英語によるコミュニ

ケーションをせざるを得なくなり、英語を

駆使し、真の国際人を目指したいという学

生も増えた。エコーにとって、復興を遂げて

充実した数年を迎える飛躍台となっていっ

た。 

高田が Editor になってから、同学年の鉢

村健(昭和 57 年営卒)、鉢村（坂本）美幸(昭

和 57 年英卒)も入部し、さらに陣容が充実

した。編集方針として、 

1. 芸能人インタビューなど軟らかいも

のも取り入れ、英字新聞をもっと身

近に感じてもらう 

2. 記事を通して立教の学生であること

に自信と誇りをもってもらう 

3. 年 2 回の発行 

とした。それは、前年度、新聞を久しぶりに

発行したものの、読者の手ごたえを十分掴

みきれなかったことへの反省でもあった。 

1 回の発行に 6 万円ほど印刷費（築地の

Asahi Evening News に委託し日刊スポー

ツ社で印刷）がかかり、OB からの寄付金も

ほぼ底をついたため、広告主獲得に積極的

に取り組んだ。配布数は 2,000 部で無料で

ある。従来からのクライアントである「東京

コンタクトレンズ」や「立教学院」はもちろ

ん、池袋にできたばかりの「ビックカメラ」

や「シャープ事務機」なども新規に獲得する

ことができた。結果、なんとか 6 万円を確

保し、以降クライアントと良好な関係を保

ちながら、安定的に新聞を発行できるよう

になった。 

読者の興味を引くためにインタビュー記

事を掲載した。第 1 回の芸能人インタビュ

ーは、「スター誕生」にも出て歌手になった

大橋恵里子さん。売り出し中だったので、事

務所もすんなり OK してくれた。 また SF

の巨匠 星新一氏から激賞され、奇想天外

SF新人賞の佳作となった当時の現役立教生 

新井素子さんのインタビューを記事にした。

新井さんはその後、1999 年に日本 SF 大賞

を受賞され、SF 作家として確固たる地位を

築かれている。 

立教生に誇りと自信をもってもらうため

に当時とても華やかだったチアリーダの写

真を TOP に掲載した。Caption には「練習

の賜物であるこれら素晴らしいパフォーマ

（昭和 57 年卒業生追い出しコンパ） 
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ンスを見ながら、神宮に行って立教を応援

しよう」と結んだ。当時、立教は六大学野球

において早稲田、慶応、明治、法政に歯がた

たず、なんとか東大に勝って 5 位に安堵す

る状況であった。しかし、遠目に見える相手

側スタンドのチアリーダを比較すると十分

立教は優位に立っていると思えた。にもか

かわらず、神宮球場に足を運ぶ学生は少な

く、冷ややかな学生が多かった。当時から立

教生が指摘されていた覇気がない、元気が

ない、などの外部評価も尤もと思えた。         

奇しくも新聞を発行した翌シーズンより、

米子東高校から入学した快速左腕 野口裕

美の活躍によって優勝争いを演じるまでに

なり、1980 年は春、秋連続して 2 位となる

活躍を見せた。同時に神宮球場の立教応援

席は大いに盛り上がりを見せた。立教エコ

ーも新聞発行を通して学生や教職員からの

認知度が上がった。 

エコーの部室は賑やかになり、新聞発行

のない期間は、週に一度英字新聞を持ち込

んで有志による勉強会が行われ、竹内まり

や、ABBA の曲を聴きながら、政治談議を

するグループも現れた。部員間の話題では、

当時閉塞感のあった社会党を割って出て、

江田五月率いる少数政党の社民連の人気が

高かった。そのメンバーで若手論客だった

菅直人はその大胆で的確な発言から大物に

なるなという予感はあったが、まさかその

後、日本の総理大臣になるとは誰も思って

いなかったであろう。 

高田が 2 年間 Editor-in-chief を務めた後、

1981 年（昭 56 年）新しい Editor-in-chief

に玉置直司〈昭和 58 年法卒)が選任された。  

玉置はジャーナリズム志向が強く、その発

言力と行動力には周囲が一目置いていた。

玉置は 1981 年 9 月よりアメリカバージニ

ア州にある Washington and Lee University

に留学したため、Editor-in-chief としての新

聞発行は 1981 年 6 月の 1 回だけであった。 

玉置は紙面を従来の 4 面から 6 面にし、

この号を立教の卒業生特集とした。インタ

ビューには本学 OB である TV 司会者 関

口宏氏、立大文学部教授 林英夫氏に登場

して頂いた。紙面を増やした結果、新聞印刷

費用もかさむため、これまで以上に広告取

りに奔走した。池袋界隈の喫茶店やレスト

ランもこちらからの広告掲載依頼に応じて

くれた。 

1981 年 11 月号は小島春生(昭和 58 年経

卒)が、玉置の後を引き継ぎ Editor-in-chief

となった。玉置からは、Washington and Lee 

University での学生生活近況をリポートし

てもらい本号に掲載した。 

当時の広告チーフは久保直敏（昭和 58 年

英卒）が担当し、同僚として広告作成にあた

った麻生祥明（昭和 58 年英卒）は、次のよ

うに回想している。 

「依頼主からそのままの広告原稿を渡さ

れるのではなく、「こういうのを作って」

とイメージだけ言われただけのものもあ

り、こちらで原稿を作る場合がありまし

た。パソコンどころか日本語ワープロもま

だ普及してなかった頃です。新聞や雑誌の
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活字を１文字ずつ切り抜いて、単語を一列

につないで作りました。製図用の精密なカ

ッターナイフみたいなものと、細かい線が

書けるペンを部費で買ってもらって、ひた

すら切り貼りするのですが、「焼肉ジュー

ジューおいしそうな広告をお願い！」と言

われた時はめまいがしました。それはそれ

で楽しかったですけどね。エコー紙面の本

文以外のところで、活字がそろってないと

ころはその苦労の跡です。それから

RIKKYO ECHO（題字）の右または左に

ある丸いマークは、部室の隣の食堂からも

らってきた紫色のマッチの箱の柄を丸く切

り抜いたものです。」 

順調に新入生も入部してきて、そのころ

の部員数は約 30 名にも達し、全員が部室

に入ることは不可能となっていた。 

1982 年（昭 57 年）Editor-in-chief に井

崎宏(昭和 59 年法卒)が選任された。1982

年の学年は男性 5 名、女性 4 名計 9 名の体

制だった。 

 編集方針としては、①これまでの流れを

継続しつつ、②質的な向上も目指していく

というものであった。発行予算は、広告収入

に頼っていたため、発行回数、ページ数とも

に多くを求めず、確実に年 2 回の発行を目

指した。 Chief translator として活躍され

ていた英語の堪能な白木茂（昭和 58年英卒）

が卒業し、英訳の労とともに英語の質を確

保することは大きなテーマであった。   

学内では、野球部の活躍と共にスポーツ

紙「立教スポーツ」が圧倒的な存在感となる

なか同紙との差別化を図る意味でも国際派

人気 DJ の小林克也氏、当時熊本大学を休学

しながら芸能界で活躍していた才媛タレン

ト斉藤慶子さんなど読者である学生の関心

を引き付けることも意識して、著名人・芸能

人のインタビューを継続した。まさにこの

当時は、2015 年に亡くなった故川島なお美

さんが人気 DJ として活躍していた頃であ

る。 

 一方、ESS や放送研究会など英語系、マ

スコミ系の団体との交流を意識し始めたこ

ともあった。他大学の英字新聞を発行して

いる学生と集まって情報交換会を行ったこ

ともあった。また、他大学の授業レポートと

して、エコーのスタッフが早稲田、上智、中

央などの授業をいわゆる「もぐり」で受講し

て、それらの体験レポートを新聞に掲載し

た。 

日常的には、部会や編集会議、紙面の編集

作業、勉強会などすべて当時の「山小屋」の

1 階にある部室で活動を行った。狭くて、老

朽化したスペースながら、愛着を感じさせ

る部室で、学内外の様々な情報交換の場で

もあり、主要メンバーは授業のため教室で

過ごす時間よりも山小屋で過ごす時間の方

が長かったかもしれない。日々の活動とし

ては、時事英語を中心とした勉強会や広告

取りの活動といったあたりが中心であった。

また、夏・冬には合宿を行い部員間の親睦を

深めるとともに勉強会も実施した。 
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英語サークル RIKKYO ECHO 

＜1983～1993＞ 

1981 年（昭 56 年）以降は年 2 回、6 月

と 12 月に 6 面か 8 面の紙面をきちんと発

行した立教エコーの活動は 1993 年（平 5

年）の 6 月まで順調に受継がれている。但

し、活動の目的は報道、新聞という概念は

薄らぎ、英語が好きで、外国に関心を持

ち、グローバルな文化を勉強しようとする

学生のサークルへと変貌していった。 

1983 年(昭 58 年)の Editor-in-chief は古

城真（昭 60 年法卒）、さらに 1984 年(昭

59 年)は加藤洋（昭和 61 年法卒）、1985 年

（昭 60 年）は鈴木正宗（昭和 62 年経卒）

がそれぞれ選任されている。記事の傾向は

著名人のインタビューが目玉として掲載さ

れ、ニュースものより文化面が多く編集さ

れている。1983 年 6 月号の斉藤慶子さ

ん、1984 年 6 月号は立教ＯＢのアナウン

サー土居まさるさん、1985 年 12 月号では

女優竹下景子さんのインタビューを掲載し

ている。竹下さんは当時既に大物女優とな

っていたが、学生の英字新聞ということで

興味を持って頂き、破格のギャラ（た

だ？）でお引受け頂いた。 

1985 年にはひとつ珍事件が発生してい

る。6 月号は 7 ページ版の新聞が発行され

ている。新聞で奇数ページはありえないの

だが、理由は 6 面の女性シンガーグループ

「少女隊」のインタビュー記事に表現の訂

正があり、7 面に訂正版を追加して発行し

ている。多分印刷後に誤りが発見され、急

遽７面を追加して発行したものと推測され

る。鈴木は当時を思い返して部員数はある

程度いたが、他のサークルとの掛け持ち部

員が多く、活発に活動していたとは言いが

たい。財源は広告収入に頼っていたので、

みんなで広告取りに歩いた。開店前の飲食

店に飛び込み、仕込みの忙しい時に何しに

来たと一喝されたことは今でも忘れられな

いと回想している。 

1986 年(昭 61 年)は Editor-in-chief に山

本亮(昭和 63 年経卒)が選任された。しかし

この年の３年生は実質、山本と三品孝文(昭

和 63 年経卒)の 2 名であり、二人とも他の

サークルとの掛け持ちだったので、何とか

年２回の発行を成し遂げることが精一杯だ

った。それでも休刊や廃刊という選択肢は

選ばず、新聞が刷り上がった時の達成感は

何物にも代えがたいものだったと三品は回

顧している。 

1987 年(昭 62 年)には今村純(平成元年日

文卒)が Editor-in-chief に選任されてい

る。この時期のことを今村は次のように回

想している。「我々の時代には学生運動は

ありませんでした。サークルの位置付けは

報道というより、むしろ「英語」「ミニコ

ミ誌」という軸で、新人部員獲得では英語

会(ESS)とセントポールズキャンパスがラ

イバルでした。テニスサークルとの掛け持

ちも多かった。部員数の傾向には隔年現象
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があって、1985 年（昭 60 年）入学組は大

量入部の年だった。逆に 1984 年（昭 59

年）と 1986 年（昭 61 年）はどちらも 3～

4 人の部員しかいなかったようだ。 

新聞発行の費用は従来どおり全て広告収

入で賄われていた。パブ・エリート、芳林

堂、東明大飯店は毎号お世話になったクラ

イアントで、今でも広告版下のデザインが

目に浮かぶ。」 

他大学の英字新聞部との交流も盛んに行

われ早稲田(Waseda Guardian)、慶応

(Mita Campus)、青学(Aoyama Trojan)、

上智(Sophia Gazette)、明治(Meiji 

Bulletin)、成城、中央(Hakumon Herald)

等と紙面の作り方、運営の仕方などを話し

合い、お互いの学食訪問なども行った。 

今村が入学した年の編集会議で、当時の

3 年生が中心になって過去の紙面で文章と

写真や図の占める割合を分析し、その結果

読み易い紙面作りのためには写真や図の割

合を増やしていこうという方針が決定され

た。また記事の内容も、過去の紙面は学生

運動の記事が多かったが、この時代にはす

っかりノンポリ傾向となり留学関連、学外

での資格取得、六大学野球、他大学の学食

比較、芸能人インタビュー等が主流となっ

ていた。 

従来あったニュース、アート、スポーツ

のデスクは廃止され「広告班」「写真班」

が誕生している。英文の添削をお願いした

顧問の先生はマクドナルド先生が中心だっ

た。多くの同期の仲間と一緒に記事を考

え、取材して、紙面を作る。発行に必要な

費用を稼ぎ、配布するという手作りの活動

だったが、日本人が日本語で考え、英語で

書いて日本人に読んでもらう。何とも不思

議な活動だったが、紙面づくりには一生懸

命打ち込んだ。何より苦労したのは、印刷

をお願いしていた築地の Asahi Evening 

News（日刊スポーツ印刷所）から上がっ

てくるゲラ刷りを二人一組でチェックする

のだが、いくら繰り返してもスペルミスが

発見されて、夜遅くまで築地で過ごしたこ

とが思い出されると今村は回想している。 

著名人インタビューでは、1986 年山本

亮の時代に今井美樹さんを取上げている。

彼女自身もデビューしたてで、お味噌なら

「ハナマルキ」の CM に出ているだけの新

人だったが、その後の活躍をみるに、そこ

に目をつけたエコー編集スタッフの先見の

明が光るヒットだった。 

1988 年(昭 63 年)の Editor-in-chief に青

木大(平成 2 年産卒)が選任された。残念な

がら青木は卒業後亡くなっている。同期の

吉田（安養）千恵(平成 2 年英卒)は、当時

を振り返り英文の添削はストービー先生に

お願いしていたが、赤入れの多さにへこん

だと回想している。この学年は部員数が少

ないが、編集会議では激論を交わしつつ、

従来の方針を踏襲して、6 月 12 月の 2

回、8 ページ版を発行している。著名人イ

ンタビューではユーミンこと松任谷由実さ

ん、ニュースキャスター渡辺みなみさん、
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NHK アナ畑恵さん、作家の村上龍さんが

登場した。 

1989 年（平元年）Editor-in-chief には

嶋田哲也(平成 3 年経卒)が選任された。こ

の年は世界的に激動の年といわれている

が、日本では昭和天皇が崩御され、欧州で

は東西冷戦構造の象徴、ベルリンの壁が崩

壊して世界は大きく動き始めた。エコーの

紙面に見る限り社会の動きは見えてこない

が、時代のトレンド、若者の志向には敏感

に反応している。記事の傾向に見えるよう

に、読者が如何に関心を示す内容の紙面作

りが出来るかに工夫が窺がえる。イコール

それは部員の関心事であり、ある意味学校

の中では経験できない課題を見つけては、

楽しみながら取材し、それを英語で表現す

ることに苦楽を感じていたといえる。著名

人インタビューでは Jazz のジョージ川口

さん、プロレスのジャイアント馬場さん、

ニュースキャスター幸田シャーミンさん、

NHK 朝ドラ「青春家族」の清水美砂さん

等が取り上げられた。 

1990 年(平 2 年)Editor-in-chief には初め

て女性の北村（吉川）栄子(平成 4 年産卒)

が選任されている。立教大学に女子学生が

増えたことと、1988 年の男女雇用均等法

施行に見えるように、世の中に男女の区別

なく適任者を要職につける文化が芽生えて

きていた。立教エコーは時代の先駆けとし

て、いち早く女性 Editor を誕生させてい

る。紙面はますます文化面の色彩を強めて

おり、昔でいうならアートデスクの記事で

全面が構成されている。著名人インタビュ

ーは立教卒業の日本テレビアナウンサー徳

光和夫さんと鈴木君枝さんにお話しを伺っ

ている。徳光さんを取材した今野（鈴木）

敦子(平成 5 年英卒)は、30 分の予定を 2 時

間もお話し頂き立教大学への熱い思いや、

ジャーナリストとしての真摯な姿勢に感動

した。自分たちのような学生にも謙虚に接

してくれる「よい大人」のお手本を学んだ

と回想している。鈴木君枝さんはご記憶の

方も多いと思うが、その後結婚されたが、

2007 年に自ら命を絶ってしまうことにな

り、記者にとっては忘れられないインタビ

ューとなってしまった。女優紺野美沙子さ

ん、NHK フランス語講座のフランソワー

ズ・モレシャンさんも登場する。1991 年

(平 3 年)は再び女性 Editor 田村（久保田）

響子(平成 5 年英卒)が選任され、1992 年

(平 4 年)にも杉島麻里香(平成 6 年英卒)が

選任されて、三代続けての女帝誕生となっ

た。前出の今野（鈴木）敦子は次のように

回想している。「入部した 1989 年は 4 年生

まで含めると常時 30 人位がアクティブに

活動していて活気があった。3 年生の

Editor はじめ先輩方は温かい雰囲気の方ば

かりで、フラットな交流ができていた。編

集会議だけでなく世間話をするなかにも常

に記事のネタ探しをしたり、意見交換をし

たり仲良く、風通しのいい印象だった。女

性が多く新聞づくりでも男性をリードして

いた。新聞発行の財源は紙面の広告収入だ
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ったので、池袋界隈の飲食店や立教卒の先

輩が勤める企業を訪問したりした。やりた

いことをやるために苦労を厭わぬ地道な活

動をみんなで体験して、大変勉強になっ

た。完成した新聞は無料配布していたの

で、正門や四丁目などで配布したが、受取

ってくれないと心が折れそうになった。新

聞づくりが自己満足だけで終わってはいけ

ないことを確認する場でもあり、みんなで

声を掛け合って頑張りました。英字新聞に

挑戦しているからには、プライドを持って

正しく適切な英語にこだわるということ

で、編集会議では何時間もかけて表現につ

いて議論して、みんなの志は高かったと思

いました。記事の内容は読者の関心が高い

著名人のインタビューや、大学内の普段何

気なく利用している学食の歴史や、鈴懸の

並木道の秘話など読んでもらえる記事をつ

くることに気を配った。新聞という媒体が

あるお陰で取材という大義名分を持つこと

ができて、普段接することのない色々な分

野の方々とお会いする機会が生まれた。そ

れがいっぱしのジャーナリスト気分を味わ

える醍醐味だった。」 

印刷所は引き続き Asahi Evening News

にお願いしていたが、この時期印刷所への

原稿はパソコンデータでの入稿を要求さ

れ、どうしてもパソコンを購入しなくては

ならなくなった。購入費用を稼ぐため、文

化祭でのアイスクリーム販売を行い、また

立教エコー80 周年記念パーティーを企画し

て先輩からの寄付を募った。その甲斐あっ

て何とかパソコンを手に入れて支障をきた

すことなく新聞発行は継続されている。 

著名人インタビューでは、1991 年（平 3

年）にタレントの Kent Derricott さん、

CNN ヘッドラインの小牧ユカさん、アナ

ウンサー古舘伊知郎さん、1992 年（平 4

年）は同じくアナウンサー川端健嗣さん、

立教大学 OB で作家の伊集院静さんが登場

している。 1992 年の紙面に注目する

と、外国紀行、映画評論、日本文化紹介等

の記事で埋まり、ニュース系の記事は見当

たらない。 

この年、永年活動の拠点であった山小屋

の部室は取り壊され、新築されたウイリア

ムホールに引っ越している。 

321 号室が立教エコーの新居であった。

立教エコーは山小屋に部室を持っていたの

で、優先的に部室を確保することが出来

た。新築のコンクリートで出来た独立した

居住空間は快適であったが、周りとの関係

が希薄となり、自分たちだけの人間関係

は、ややもすると不協和音を生み出してし

まう場でもあった。山小屋で隣の「あひる

（部室棟、ウイリアムスホール） 
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会」の賑わいが懐かしく、２階の床の足音

は孤独感から解放できるリズムでもあっ

た。皮肉なことに、こうした満ち足りた環

境が仲間の団結に水を差し、人間関係を壊

してしまった一因であったかもしれないと

当時の部員は回想している。 

そして立教エコー終焉の時、1993 年

（平 5 年）を迎えることになる。 

1993 年(平 5 年)Editor-in-chief に中村哲

(平成 7 年観光卒)が選任された。7 月に 4

ページの RIKKYO ECHO が発行された。

Student Staff として Editor 以下 23 名の

名前が掲載されており、部員の数は決して

少ないものではない。記事の内容は「ウイ

リアムスホール紹介」「エッセイ 美味し

い紅茶」「八景島シーパラダイス探訪」「イ

ンタビュー 横山紘一立教大学教授、本学

4 年ラクロス今野選手」等であり、従来の

趣味を深掘りした記事はなく、著名人イン

タビューも手近な取材で纏めるなど、少し

あっさりした内容となっている。そしてこ

の号を最後に RIKKYO ECHO の発行は途

絶えている。何故発行されなくなったの

か、大きな障害となる出来事があったよう

にはみえない。最後の号でも、エコーのス

タッフ募集の広告が掲載されており、新聞

発行を継続していく意志が窺がえる。しか

し関係者によるとエコーが最後に発行され

た年は、実質的に 3 年生部員 3 名、2 年生

部員 2 名となり、全員が、テニスサーク

ル、法学研究会などとの掛け持ちであっ

た。後輩の勧誘も積極的に行えず、部員の

間には徐々に英字新聞を発行するといった

使命感や情熱が失せていった。翌年は 3 年

生が 2 名だけとなり新聞の発行は物理的に

不可能となった。金銭面、精神面で OB が

組織立って現役部員をサポートすれば休刊

の事態は回避できたかもしれない。 

1915 年から 78 年間にわたり発行し続け

てきた立教大学における英字新聞が、こう

した形で休刊、休部となってしまったこと

は、大変な寂しさを感じる。ひとつには、

情報の伝達手段が活字からインターネット

へと変わっていった時代の趨勢であり、あ

る意味 RIKKYO ECHO は役目を終えて、

当時の部員が継続の必要性を感じなかった

ことも一因であったと大内（馬場）明日香

（平成 7 年法卒）は回顧している。 

（元立教エコー部室 321 号室） 
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過去の先輩達が新聞というメディアを背

景にして、取材という大義名分のもと、貴

重な経験や体験を得ることができた英字新

聞 RIKKYO ECHO を学生が手放してしま

ったことは、立教エコーに携わってきた多

くの部員、関係者にとっては極めて残念で

ある。同時にいつの日か後輩達の手によっ

て RIKKYO ECHO を復活させる日がある

ことを待望し、その夢を次世代に託した

い。 
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《ＥＳＳ時代の方々》 

この欄は「立教大学英語会百年史」から転載 

稲田 雅己（昭和 28 年経卒） 

戦後間もない学生の私には ESSが唯―の遊び

場息抜きの場であつた。英語劇、スピー チ、

英詩朗詠 etc.とにかく英語を中心にその回

りを踊り跳ねていた。いつの間にか英語は生

き甲斐……退職後の今また教えたり教わっ

たり、我が青春の ESS は未だ健在である。 

田中 勘―（昭和28年化卒） 

当時は、理学部でESSに所属していた学生は

異色でした。実験室にいるよりは部室にいた

方が長く 部活動が終わってから夜実験に取

りかかるという毎日でした。4大学英語劇、

スピーチコンテスト、英字新聞エコーの発

行、そして土日のアルバイトと忙しい学生生

活でした。100年を迎えるに当たり 先輩後輩

の築いた足跡は大きい。この大切な礎を守リ

ボーダレスの時代にESS卒業生の活躍を祈り

ます。 

足立 猛（昭和30年営卒） 

373番教室? 立教エコーの仲間と毎日通った

池袋西口の喫茶店「ミナミ」、夕鶴で共演した

「おつう」さん、合宿前には女子部員に頼まれ、

参加の許可を得るためにお会いした御両親の

顔々……エトセトラ。英語会での想い出はつ

きない。ビバESS。 

熊谷 ― 昭（昭和30年経卒） 

何気なく入部したESS。途端にはまつてしま

つた4年間。喫茶店「ミナミ」に集合し半日

の語らい。夏の合宿での大さわぎ。4大学対

抗英語劇の裏方。何もかも夢中になった4年

間であつた。英語はうまくならなかつたが、 

エネルギーを爆発させたESSに乾杯! 

手塚 重明（昭和30年経卒） 

復興の槌音高い戦後の混迷期、教室で講義を

聞いている時間よりも薄暗いバラックの一隅

の部室にいる時間の方が長かつた。ドラマ・

立教エコー・スピーチ何でも貪欲に取組める

自由があつた。鋳型に嵌らない人間形成の場

だった。多芸多趣味の友人達よ、ESSよ有難

う。 

富田 宏（昭和30年経卒） 

1分間50ワーズにチャレンジした英文タイプ

の技術が、急速に拡大したワープロ パソコ

ンに生きて、10本指を使い全く拒絶反応はな

い。近年ブームとなっている社交ダンスのフ

ットワークも英語で理解し易く、わが青春の

ESSに改めて感謝したい。 

近藤 義徳（昭和31年経卒） 

懐昔の情が湧くのは年寄の証拠とか。エコー

発行資金調達の為、授業をサポつて心当たり

を訪ねてもなかなか集らなかつたリ、一面の

見出しでメッセージをマッサージと間違った

まま新間が刷り上がって来た時の驚き。とも

あれ今では 学生時代の楽しくもあリ、ホロ

苦い思い出てもある。 

杉山(坂西)田鶴子（昭和32年英卒） 

学生時代の想い出は セピア色に変色した写

真の中で活き活きと飛び出して来そうです。

キャンパスの芝生でのN00N TIMEMEETING、部

室で月1回のHELL WEEK、西武線グループの

HOME MEETING、合宿でのトランプゲームなど

RIKKYO ECHO とわたし 
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など。エコーに属して池袋の街を広告取りに

歩いた事など、今は楽しい想い出になりまし

た。 

堀(遠藤)炒子（昭和32年社卒） 

「ESS」って 何と懐かしい言葉でしょう。

「立教エコー」=青春。私は岡マネージャー

ともっぱら企業訪問して広告を取る仕事をし

ました。英語は一字も書かなかつたけれど 

卒業後広告業界に入ったのです。不思議！ 

鈴木 英二（昭和33年経卒） 

英語の勉強は将来役に立つと考え、誘われる

ままに入部したESS。英会話は素より英語力

は残念ながらたいして進歩しなかつたが、満

喫した部生活を通じて柔軟な発想と心にゆと

りを持つことを学ぶと共に、多くの得難い仲

間に出会えたことが何よりの収穫であつた。 

平川 明雄（昭和33年経卒） 

小生の呼び名は「半ちゃん」。 1年のサマ 

－キヤンプの余興で 「月さま雨が・・・」

と月形半平太をきめこんだことに由来。その

お蔭か、4大学ドラマコンテストに2年間参

加。「修禅寺物語」では野際陽子、東海林範

子さんらと、更に「絵姿女房」での仲間とか

いた汗が青春。 

吉川 和雄（昭和33年経卒） 

何と言つても皆勤した野尻湖。卒業して20年

位たって一度野尻湖へ行きましたが、懐かし

さで胸が熱くなりました。弁天島や当時の野

田屋がそのままありました。 ミーティング

の後、弁天島まで泳いだことが懐かしく思い

出されます。いつかまた行きたいと思ってい

ます。 

皆川 猛（昭和34年英卒） 

「淋しい機関紙の廃刊」ESSの機関紙RIKKYO 

ECHO、タブロイド版のこの新聞は妙にチャー

ミングで感触が良かつた。編集長に河合、デ

スクの荒川ら積極的な面々がおり 小生はマ

ネージャーを務めた。六大学野球や英語劇な

ど華やかな活躍を記事にしたが今は無い。 

淋しい限りだ。 

五十嵐 芳治（昭和34年経卒） 

私はプレスに所属し、「立教エコー」の編集

に参加しました。ボリショイバレー団の記事

を憶い出します。昭和32年に 学内に「東南

アジア友好会」を作り、外部の青年アジア協

会にも参加し、今のアジア研究会の前身で、 

忙しい学生生活を送りました。 

河合 哲夫（昭和34年経卒） 

伝統ある「RIKKYO ECHO」が廃刊になってい

るのは非常に残念である。「ECHO」はESSの

活動をPRするのみでなく 立教大学を世界に

PRする重要な機関紙でした。ESSにプレス部

門を再建し「RIKY0 ECHO」の復刊を是非実現

したい。現役の諸君の奮起をお願いする。 

我々OBも援助に吝かでない。 

住田 阜美（昭和34年経卒） 

「立教エコー」スポーツデスクに所属。長

嶋、 杉浦、本屋敷を擁した黄金時代、神宮

球場中心に取材した。ドラマ、 ディベート

の手伝いもさせて貰った。回りには魅力溢れ

る友人が何人もいた。専ら彼らの真似をして

いるうちにキャンパスライフの4年は瞬く間

に過ぎ去っていった。 

谷川 俊章（昭和34年経卒） 

プレスグループの一員として「ECHO」の発行

に携わった。年に4回発行だから原稿の締切

りまでたっぷりとあり 毎回、洒落た記事を

書きたいと思って何日も苦渋したが、 結

局、締切に追われて適当なものになり、その

上、編集段階でスパッと切り落とされる始末

でした。 
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鈴木(木原)文子（昭和34年英卒） 

友人の誘いで何となくESSに入つたが一緒に

入部した友人達は1年生の終わりに退部。気

がつけば卒業までプレスのメンバーの端くれ

に名を連ね、学生生活をエンジョイし、多く

を学んだ。その時の仲間は一生付き合える私

の大切な財産となっている。 

荒川 正三（昭和34年経卒） 

大学英字新聞連盟の旗揚げダンスパーティ 

ーを大手町産経ホールで主催。会場は超満 

員、むんむんする人いきれの中で、気鋭の 

ジャズマン八城―夫の軽やかなリズムに酔 

つた。相当の水揚げがあつたはずだが は 

て何に使ったのか全ては遠く、あとはお 

ぼろ・・・。 

伊藤(三田)英子（昭和35年英卒） 

まずは先輩方に感謝。 ドラマやプレスでご 

指導いただけた事、クラブの良さを満喫させ

ていただけた事、幸せでした。神宮球場プレ

ス席での、立教野球部黄金時代の観戦や、ス

ター選手達へのインタビューの思い出も、セ

ピア色の写真と共に大切にしています。 

諏訪守(田村)寿代 （昭和35年英卒） 

夏の野尻湖での合宿、4大学英語劇でやった

「絵姿女房」が優勝したときの喜び、プレス

で木崎湖へ行った思い出。今よりのんびりし

た希望のあつた時代で、上級生下級生と和気

あいあいと過ごした日々。一日―日がかけが

えのない青春の思い出となっています。 

筒井 俊忠 （昭和35年英卒） 

2年生早々取材活動が始まり、自信の記事原

稿を提出すると、デスクの(故)藤田直さんか

ら「君のはまずい英作文ネ。今後は英借文に

努力！」とぶ厚い新聞作りの洋書を渡され

た。強い野球部、卒論、海外勤務9年、現在 

みんなエコーの腕章と英借文のお陰です。 

中川(金子)悠紀子 （昭和35年英卒） 

ESSと言いますと、懐かしく楽しく有意義だ

ったの言葉につきます。37年のアメリカ生活

の中でも、ESSが土台になって、其の上に英

語の力を積み重ねた事は確かです。100年祭

にあたり、ESSが益々大きく発展する事を願

っています。 

勝見 文彦（昭和35年経卒） 

「石焼き～いも～」を頬ばりつつ、 皆で発 

行した「立教エコー」。刷り上がりのイン 

クの香りが苦労を全て忘れさせてくれた。 

時々英字新間を手にすると、アドバイスを 

受けた教授陣、先輩、同僚そして後輩の一 

挙手―投足を想い出す。 

志田 武敏（昭和35年経卒） 

ESSでは「立教エコー」の発行に微力ながら

携わりました。社会に出てすでに37年有余 

「英語」はものになりませんでしたが、今で

も多少のこだわりは有り、今も時々テレビの

衛星放送で、CNNやBBC等の番組を楽しんでお

ります。「ぼけ防止にも多少役に立つので

は、と願いながら……。」 

清水 繁夫 （昭和35年経卒） 

ここしばらく('97年秋)日本経済新間の日曜

朝刊に、アメリカ文学の名翻訳家でもある作

家の常盤新平氏が、自分の青春時代について

想い出を連載している。これを読むと我々の

時代のアメリカに対する憧れを思い出し、共

感胸打つものがある。ESSのメンバーも皆そ

んな雰囲気で集まっていたと記憶する。 
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《英字新聞学会立教エコー時代》 

中新井大二郎（昭和 35 年経卒） 

S33 年度コミッティでビジネスマネージャ

ーをしていました。新聞発行の費用の捻出に

苦労しました。打開策として学校に買上げて

もらえないかという案が出て、どうやってお

願いしようかと作戦を練りました。文学部の 4

年に秦経理部長のお嬢さんが在学しているこ

とがわかり、面談のアポをお嬢さんからお願

いして頂くことにしました。同期の筒井君だ

ったか先輩の皆川猛さん(S34 文卒)だったか、

文学部の連中がアタックすることになり、首

尾よく経理部長との面談が実現しました。折

衝の結果、全国の高等学校に RIKKYO ECHO

を発送するため、学校が 2000 部以上を買上げ

ていただけることになりました。 

SENA(Students English Newspaper 

Association)の立ち上げも想い出のひとつで

す。荒川正三さん（S34 経済卒）を中心に関

東の各大学に働きかけて学生英字新聞連盟を

立ち上げました。初めは早稲田、慶応、青山

学院、立教の４校でスタートし荒川さんが会

長に就任しました。その後、明治、中央、上

智、日本女子大等が加盟しました。当初、東

京六大学での結成を目指していたので、東大

にも声をかけたのですがナシのつぶてでし

た。荒川さんはその後、学内でＥＳＳの会長

に選出されたため身を引くことになりまし

た。 

ヘーレーさんとの想い出はエコーのメンバ

ーがボーイに駆り出されたことです。ヘーレ

ーさんは休日に自宅にゲストを招いてパーテ

ィーを開くことがたびたびありました。そん

な時、料理はメイドさんがつくるのですが、サ

ーブするボーイさんがいないので我々が徴用

されました。欧米の習慣に触れる機会でもあ

り、苦しくもあり楽しいひと時でした。 

当時、総長は松下正寿先生でしたが米国聖

公会が日本の原子力平和利用の研究を支援す

る目的で基金を集め、立教大学に原子炉を寄

贈する話がもちあがりました。立教大学には

原子力に精通した教授陣が多く、取材のため

中川理学部長、田島教授、服部助教授などの先

生方にお話を伺った記憶があります。当初、原

子炉が紳学院跡グランドに設置されるという

話も飛び交いましたが、実態はもっと広大な

土地が必要ということで、横須賀の武山に設

置されました。紳学院グランドに原子炉が建

設されていたらどんなことになっていただろ

うと思うと少しぞっとする話です。 

桑原 徹（昭和 36 年営卒） 

 就職試験の時、英訳の問題があったのです

が、それがたまたま Japan Times の社説がま

るまる出題されていました。驚いたことにエ

コーの仲間と和訳検討で勉強したものでした。

多分、満点の回答だったと思いますが、お陰様

で合格できました。私の社会人としてのスタ

ートはそんなわけで、運命を決めたのは立教

エコーでした。 

木原 祐輔（昭和 37 年物卒） 

入学が昭和３３年で、あの長島茂雄選手と

入れ替わりでした。そんな事もありエコーで

は｢スポーツデスク｣を選択しました。担当の

筒井忠俊先輩の指導で、六大学野球の応援に

行くようになり、以後２年間はほとんどの試

合を応援にゆきました。なにしろ強かったの

で楽しい思い出です。２年になると、応援席の

前の方の席を頂けたので、写真も撮りました

が紙面に採用されたのは、１枚だけと記憶し

ています。 

 入部当時に、理学部の学生はすぐ止めてし

まう人が多いと言われましたが、高校の先輩

の阪本明夫さんと親しくなり、４年間在部す

ることができました。３年で｢ニュース｣を担

当しましたが、安保関連の記事を載せた時に
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は、ヘーレー先生のお宅に呼ばれ、激しく怒ら

れたのを思い出します。 

 クラブの皆様が好人物で、楽しい活動がで

き、感謝しております。 

大塚 尚夫（昭和37年営卒） 

RIKKYO ECHO 紙が発刊されて１００年

目と聞きました。卒業以来忘れていた英字新

聞を作るという一連の作業が思い浮かんでき

て懐かしく感じます。そういえば、入部したの

は 1959 年の秋頃 ESS から分離したときだっ

たな、記事を書くより写真ばかり撮っていた

な、とか。Business Manager として広告を取

ることに苦労したこと、新聞社に印刷を頼む

ときに英文の活字を作る作業を見せて貰って

びっくりしたことなどなどが思い出されてき

ました。仲間内でも、あまり大きな所帯ではな

かったせいか、先輩、後輩とも和気藹々として、

私などは大人の世界に入れて貰ったような気

持ちにさせられ、社会人になった時に、学生時

代に良い経験をしたものだと感慨深い思いが

したものです。残念ながら、現在は新聞を作る

時代は過ぎ去ってしまったようですね。本と

か新聞は「紙に限る」というのは古いのでしょ

うか。 

鹿内 勇（昭和 37 年経卒） 

私が立教大学に入学した年は今から五十数

年前の昭和 33 年 4 月、1958 年でした。当時

は東京オリンピックを背景としてスポーツ諸

施設建設、高速道路建設、新幹線着工、自動車

ブーム到来始動、テレビ、冷蔵庫、洗濯機時代

始動等、経済活動が躍動し始め、世の中は活気

づいてきた頃でした。 

卒業年度は昭和 37 年 3 月で就職も割と楽

に進めることが出来ました。その二年後の昭

和39年10月に東京オリンピックが開催され、

忘れもしない私事ですが、私の結婚式がその

真っ最中の昭和 39 年 10 月 18 日でありまし

た。今、当時を振返ってみてもあまりにも年月

が過ぎ去っており、想い出すことは殆ど断片

的で難しい限りです。 

大学時代の四年間の中で、僅か記憶にある

事は「クラブ活動」「ゼミナール」「六大学野球

応援」「安保改定阻止国会議事堂前への学生デ

モ参加」それから授業の合間の「マージャンゲ

ーム」夏休み等の「アルバイト」程度です。 

当時のエピソードというか話題は長嶋選手

が巨人に入って活躍し始めたこと、例の安保

デモで樺美智子さんが死去したこと、当時の

皇太子、美智子さんご成婚（今の天皇陛下）パ

レードをアルバイト先のデパートのテレビで

拝見したことを想い出します。 

その中のひとつである「クラブ活動」につい

て想い出す範囲で触れてみたいと思います。

クラブ名は「立教エコー」という英字新聞を作

成・発行する活動を行うクラブです。 

入学当初、校内キャンパスを歩いている時

クラブへの入会勧誘があり、私も語学が好き

で、向学心に燃えていたせいもあり、入部を決

めたのを覚えています。 

大学内の問題、学生達の関心事、学内スポー

ツクラブの活動状況、時には社会の出来事、若

者の関心事等、学内外の響き（ECHO）を取上

げ、記述、作成したと思います。年に四、五回

程度の発行でした。 

各部員は２０人強居たと思いますが、各自

の好き好きで、ニュース部門、スポーツ部門、

アート部門、論説部門等いずれかの部門に所

属して活動していたと思います。 

私は何故か解りませんがアート部門だった

と思います。具体的には部門ごとに協議しテ

ーマを決めた後、原稿を起案作成し、作成後は

クラブ顧問の教授による点検、指導を受け、ゲ

ラ刷りのため、新橋近辺にあった印刷屋に持

参します。ゲラ刷りが出来上がったら持ち帰

りその校正を行います。 

校正が終了したら、次に新聞紙面を想定し

て記事の割り付けを行って、その後、再度印刷
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屋へ依頼し、出来上がったら完成となります。

ワイワイ、ガヤガヤの連続でやっと出来上が

った時には全員で喜び合ったものです。とに

かく、どこまで、心行くまで出来上がったかは

疑問です。中味は程々でとにかく発行するこ

とが目的のような感じでした。 

クラブ活動の中で、一番楽しかったことは

夏休みシーズンに長野の木崎湖に夏季合宿キ

ャンプに行ったことでした。昼間のミーティ

ング勉強会もそれなりに有意義で素晴らしい

ものでしたが、何といっても夜のキャンプフ

ァイアーを囲みみんなで歌を歌ったことです。 

晴れ上がり澄み切った夜空の星も都会の空

と違い、大変きれいで素晴らしいキャンプと

なりました。 

今、振返ってみれば、楽しかった想い出はそ

れなりに多々ありましたが、最も記憶にとど

まって、楽しかったのはこのキャンプではな

かろうかと思います。 

語学力もその頃が一番良かったような気が

します。 

相沢（西村）斐佐代 （昭和37年英卒） 

アートデスク所属でしたがスポーツデスク

の人にくっついて神宮の報道席で六大学野球

の取材（？）をしました。でも、私の友達が

応援団にいて繋ぎ役として貢献しました。タ

イプライターを使っていたので、今でもパソ

コンの入力に楽をしています。 

藤本 達 （昭和38年経卒） 

今振り返れば、1960 年の初頭は米ソ冷戦構

造、また、国内的には日米安保改定反対運動

という緊迫した政治情勢に衆目の関心が高揚

した時代であった。折しも、1961 年の春から

3 年生としての実質的な活動が始まり、私の

初仕事は論説を書くことであった。それは 5

月発行のもので、その内容を簡単に言えば、

米ソの宇宙開発競争をテーマに米ソ双方に対

して平和利用を提唱するものであった。 

こうした論評が許されたのも指導顧問の先

生方の理解と協力の賜物だと感謝している。

特に、筧先生には大変お世話になった。ある

時、先生が退任されるという情報があり、先

生に慰留を試みたが断固として聞き入れて頂

くことは無かった。後日、時期は覚えていな

いが、岡田君と南房総の安房小湊の先生のご

自宅を訪問し、最後のお願いをした。残念な

がら、予想されたとおり、先生の意志が変わ

ることは無かった。当時の房総線は両国が始

発駅で現地まで片道２時間以上要したと記憶

している。あの時の苦い思い出も今では懐か

しい青春の一ページとして私の心の片隅に残

っている。 

山村（大城）修 （昭和 38 年物卒） 

入学してどのクラブに所属しようか迷って

いた頃、当時 ECHO の編集長だった赤川先輩

に誘われ、同期・同級の多田さんと入部した

ことを思いだします。ニュースデスクに所属

し、同じく物理学科の木原先輩にご指導を頂

きました。60 年安保の余波で大学紛争も激し

かった頃、そんな状況を若干自分なりに纏め

英作文に四苦八苦し、理学部のレーマン先生

に助けて頂いた懐かしい想い出があります。 

本稿の執筆を機に、ECHO の復刻版にご苦

労された同期の岡田さんに教わり立大図書館

の digital library に所蔵されている、当時担当

の Vol.15No.5 等に巡りあい、偶然松下総長以

下所属する理学部の豊田・道家・村地教授等

が平和な軍縮を祈念していた記事や写真を眼

にし、懐かしくその後の進路に大きく影響し

たかと実感しました。 

この時、英文記事を通し事象を伝える難し

さを痛感しました。デスクを担当してから

も、後輩の方々と一緒に紙面構成の討議、英

文科の川口教授に添削のご指導頂いたのが貴

重な経験でした。新橋の聯合プレスに持ち込

んだ完成原稿がゲラのタブロイド版で出現し
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た時のワクワク感は忘れられません。夢中に

なり、締め切り時間を気にしながら校正に皆

で手分けして当たり、大いに連帯感を共有し

たものでした。この同期・先輩・後輩諸氏等

ECHO クルーとの出会いは、その後の社会生

活にも大いに役立ちました。 

立教を卒業し早や半世紀を過ぎ、世の中の

動きも当時とは全く異なる展開の今日この頃

ですが、立教 ECHO の果たした役割は極めて

重要だと思います。青春の真只中、寸暇を惜

しんで慣れない英文で、意志を伝えるあのエ

ネルギーは貴重な体験でした。残念ながら、

諸事情から廃刊は止むを得ない選択でした

が、少なくとも 70 数余年に亘り英字新聞を

発刊し続けた背景に多くの若者の貴重な意志

のこもった集約結果が海外を含めた世の中に

発信できたことに繋がり何にも替えがたい成

果と考えます。 

多田 靖幸 （昭和 38年物卒） 

RIKKYO ECHO と言えば、アンティークな

機械式のタイプライターのことが思い浮かぶ。 

多分、教授のどなたかが寄贈してくれたもの

であろう、部室に置いてあった。入学したばか

りの私にとって文字を書くツールはペンか筆

であり、キーを押下して文書を書くなど経験

したことが無かった。部室で直接タイプライ

ターを手で触り、キーを押した時の新鮮な感

覚が今でも甦ってくる。印字する紙をセット

するローラー、梃子の原理で動くアーム、黒と

赤のインクリボン、印字が右側に近づいた時

に鳴るチーンという音、大文字と小文字を切

り換えるシフトキー等々、どこを見ても実に

よくできていると感心したものだ。ただ、使い

こなすには相当のトレーニングが必要で、な

かなか思うように利用できなかった。 

卒業したのちに私はコンピュータの仕事に

つくことになる。コンピュータでのタイプラ

イターは、アームなどはついていないキーボ

ードとして電子式に作り変えられ、データを

入力するためのマシンと人間の間のユーザイ

ンターフェースを実現する装置として主要な

位置を占めている。キーボードからのデータ

を入力するためのソフトウェアを開発したこ

ともあるし、もっと大きな情報システムとし

て銀行におけるデータエントリシステムの開

発も経験した。元来キーを用いる入力方式は、

アルファベットを使う英語という言語に最適

化されたものだろうが、現在ではＩＴ機器に

おける日本語入力にも当たり前のように使用

されている。情報を伝える文章を手で書くよ

り早く作成できコンピュータで処理できるの

で、まさにスピードが要求される時代にマッ

チしたツールである。 

さらに、最近利用者数が膨大になったスマ

ホなどの携帯端末のユーザインターフェース

では、入力が指によるタッチ式となり、何かを

選択する場合などの簡単な操作には文字で指

定するのではなく、言語の壁を取り除いてわ

かりやすくしたアイコンという絵柄が使われ

るようになっている。このような、様々なユー

ザインターフェースに関する技術に興味を持

つ自分の中には、その原点とも言うべきタイ

プライターがずっと生き続けているように思

（卒業を前に S38年組の面々） 
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う。 

そのきっかけを与えてくれたのが

RIKKYO ECHO にあったタイプライターで

あり、感慨深いものがある。 

加藤 鉦三（昭和 38 年経卒） 

当時、都内で英字新聞を発行していた学校

は早稲田大学（Waseda Guardian)、慶応義塾

大学（Mita Campus)、青山学院大学(Aoyama 

Trojan)、上智大学(Sophia)、明治大学

(Meiji Bulletin)、日本女子大学（？）、立

教大学（Rikkyo Echo)の 7校（？）で定期的

に情報交換をしていました。その後、どうな

ったか分かりませんが、一年間 SENA Officer

として活動しました。 

岡田 倫政（昭和 38 年経卒） 

立教エコー、それは学生生活における現住

所でした。山小屋の部室は居間のような場

所、家族がそろう場所でした。私は高校の時

に新聞作りを経験していましたので、立教エ

コーに飛び込みました。エディターの赤川さ

んとは新聞記事の構成、少ないスペースでの

伝えたい内容の優先順位は何か、読者に訴え

たい力点は何かなど、新聞記事のあるべき姿

を話し合い教えて頂きました。 

大学生は半分子供で半分大人というところ

がありますが、エコーは社会との接点の多

い、大学生なりの社会体験ができる場でもあ

りました。広告収入に頼る財源の確保は小さ

な経済活動であり、稼げばみんなで吉田屋の

トンカツを食べられる成果も享受することが

できました。今考えてもこんなに居心地のよ

い場所はないと思っています。 

小池 栄樹（昭和 39 年経卒） 

安保闘争の前だったので学内は概ね平穏で

した。一部の学生は政治運動もしていました

が、エコーはノンポリ系がほとんどでした。 

何よりも学内の生徒に読んでもらえるよう

な紙面を作るようにしました。その一環とし

て１面に大きな写真を掲載して、目をひくよ

うに工夫しました。エディトリアル担当だっ

たのでテーマ選びに苦労し、内容についても

ヘーレーさんと議論したことを覚えています。 

好きだった英語とジャーナリズムの両方を

勉強できたのは大収穫でした。英語を書く技

術は、その後の仕事に不可欠となり、就職して

５０代になっても映画の字幕や吹き替えの夜

学に通い、それがいまでも大いに役立ってい

ます。エコーのおかげです。 

広告とりには立教の先輩を訪ねて会社廻り

をしたものです。あまり嫌な顔をせずに協力

をいただいた記憶があります。いい社会勉強

でした。 

金沢 紘征（昭和 39 年経卒） 

立教エコー本紙には、外人の先生たちに一

杯直してもらった文章が何回か載った程度の

働きでしたが、３年生の時に「SENA」

(Student English Newspaper Association）

の担当になりました。 

立教、早稲田、明治、中央、日本女子大、上

智、の各大学の英字新聞部から担当者が集ま

りスタートしました。親睦だけでなく英字新

聞を発行して海外の大学に送ろうという話に

なっていきました。各大学とも真剣で熱気が

ありました。 

ミーティング会場は上智の担当が日本山岳

会のツテで、幡ヶ谷にセットしてくれたお陰

で毎週集まることが出来ました。どんな内容

を編集するか議論が延々と続きましたが、学

生の目で「日本」を正しく外国に紹介するには

どうしたらよいかを焦点にしようと考えまし

た。例えば２年後に迫った「東京オリンピッ

ク」、唯一の被爆国である日本からの「原水爆

禁止」の提案、「日本の伝統と文化」等々、そ

して発行部数も問題でした。ただ、発行するた

めの資金が大問題でした。私がマネージャー
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役にさせられました。２年生の担当者が多い

中で私が３年生だったことも影響したのかも

しれません。 

私は東証の一部上場企業のリストをもとに、

各大学に業種別割り当表をつくり広告を取っ

てきて欲しいと要請を出しました。今考えれ

ばとんでもない話でしたが、皆頑張ってくれ

ました。 それに各大学の OB が役員をしてい

るリストも出してもらいアタックしました。 

苦戦を強いられた企業の場合、日本女子大の

担当者に同行を依頼すると取れた例も何軒か

ありました。資金が出来て、いよいよ紙面づく

りに入ることになりました。原水爆禁止は早

稲田、東京オリンピックは立教、というように

担当も決まっていきました。 

ジャパンタイムスの岡田さんにも随分お世

話になりました。岡田さんは青学大の OBでし

たので「青学は入っていないのか？」と何回か

言われました。年末の入稿でしたので出来上

がりはクリスマスでしたが、各校大変に感激

しました。関西の大学にも SENA を拡大しよう

と早稲田の中田さんと一緒に出張したりもし

ましたがタイミングが合いませんでした。 

今考えると、当時の企業各社の学生に対す

る姿勢はとても紳士的だったと思いますし、

得難い経験をさせていただきました。 

興津 修司（昭和 39 年経卒） 

スポーツデスクで取材記事を書いたりした

が、合評会でデータ先生から、見出しの意味が

わからないと指摘されて、ない自信をますま

す失くした。それにしても、地方出のぼくにと

って、丸山正次くんや諸先輩・後輩とのふれあ

い、学びの場であった山小屋は、まさにオアシ

スでもあった。ふと、本稿をつくりながら想う、

ぼくはいまだに漂泊してるんじゃないか、と。 

小平 郁雄（昭和 39 年経卒） 

１～２年の時は、ニュースデスクで、木原、

山村（大城）さんの指導を受けましたが、３年

にマネージャー役となり、広告取り等で謂わ

ば経営部門の担当でした。当時は学校買い上

げもあり、年６回発行でしたので、年間予算５

０万円位でした。 ラーメン１杯５０円時代

でしたから、その後の緊縮予算でのアルバイ

ト時代から見ると、夢のような時代だったと

思います。 

エコーでの英語と新聞の学習で、会社時代は

海外勤務に役立ち、今は町内会の広報担当と

して、毎月１回新聞を発行しており、５Ｗ１Ｈ

の活用をしています。 

古谷（中村）芙佐子（昭和 39 年英卒） 

先輩の皆さんが優しく、素晴らしい方々で

した。甲斐先輩に大野さん（死去）と一緒に何

回も神宮球場に連れて行って頂き、野球部の

応援をしたのが思いだされます。外人顧問の

ヘーレー先生のレッスンをお昼休みに先生の

お宅で受けましたし、山小屋は楽しい集合場

所でした。 

斉藤 亨（昭和 40 年経卒） 

＜トピックス＞ 

1963 年初頭の米政府による原子力潜水艦の寄

港要請によって始まった反対気運の盛り上が

り。しかし結果は翌 1964 年に原潜の入港を認

めたことにより、同年 11 月には「シ―ドラゴ

ン」が佐世保に、1966 年には「スヌーク」が

横須賀に寄港することになりました。 

(昭和 38年春の懇親旅行〈小田原城〉） 
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＜顧問の先生の想い出＞ 

卒業数年後に、仕事上の御縁でヘーレー先生

をお尋ねする機会がありました。実は外国人、

特に伝説の人と云われる先生と話をするのは

この時が初めてでした。以後 30数年を「国際」

とか「外国」とかの名がつく部門で過ごしまし

たが、エコーにいたお陰で、特に英語アレルギ

ーに悩むこともなく過ごすことができたと思

っています。 

＜その他のエピソード＞ 

幽霊部員のようなもので活動は不十分でした

が、ある時「ＯＢ訪問」の記事取材で赤坂プリ

ンスホテルを訪ねたことがありました。しか

も美しい、同学年のＡさんと・・・ 

５０年も前のことで、記憶も少し怪しくなっ

ていますが、その際、確か同ホテルの支配人を

はじめとする幹部の諸先輩から、「今度は、お

二人で式場の方にいらっしゃい」といわれま

した。「・・・‘そんな筈ないだろう’って？・・・、

いや絶対間違いない記憶です。Ａさん本当だ

よね！」お世辞とは思って見てもうれしかっ

たなあ！あの頃は若かった。 

瀬越（清水）綾子（昭和 40年英卒） 

＜記憶に残る取材相手＞ 

私はアートデスクに所属しておりました。３

年生の時、世の中で活躍している立大生（在

学生・卒業生）にインタビューして記事にす

るという企画が決まり、私たちは「なかにし

礼さん」を虎ノ門のイイノホールに訪ねまし

た。彼は当時もうすでにシャンソン歌手の深

緑夏代さんの歌を訳詞していて、深緑さんの

舞台の作り手のお一人でした。なかにしさん

は私の１・２年の時のクラスメートで、図書

館わきの１７号館２階の固定教室でともに勉

強した仲間です。その後３年生に時、仏文科

ができ、そちらへ移って行かれました。その

後の活躍はご存じの通りです。その他にも卒

業生の野際陽子さんをＴＢＳにお訪ねして取

材させていただきました。私は父のカメラを

借りて、野際さんが話されているお姿を写し

たことが思い出されます。 

＜顧問の先生の想い出＞ 

ミセスヘーレイは私のクラスの英語の先生で

もありましたが、厳しい方でエコーの皆様が

たとキャンパス内のお宅に伺った時もとても

緊張しました。 

＜その他の想い出＞ 

私はマネージ部門でサブマネージャーもやら

せていただきましたが、広告取りはやはり大

変な仕事でした。ある時初めての会社（印刷

会社さんでした）に勇気を出して行き、お願

いしたところ、その場で5,000円の広告をい

ただき本当にうれしかったことを憶えており

ます。 

奥村 紘士（昭和40年社卒） 

部活動は２年生秋ごろまでの参加でした。

所属デスク○○○と記せないのは残念です。

しかし、この時期に出会えた皆様との交流は

立教大学での学生生活を“色があり、味わい

深い、今に至るもその時代に彩りを添えてく

れる大切な意義のある出会いと交流でし

た。”感謝しております。 

河野 博光（昭和40年経卒） 

＜トピックス＞ 

我々の年代の一番のトピックスは何と言って

もヘーレーさん事件です。1963年の第３号に

載った「原子力潜水艦の日本寄港」に関する

記事に対してヘーレーさんが難癖をつけたの

です。我々としては、この問題に関しての記

事はあくまでも公平性を保ちつつ、賛否両論

を載せたつもりだったのだが、へーレーさん

は「赤の手先」だとか「反米主義を扇動する

記事」等と言って、記事を削除しなければ、

買い取りを拒否するとまで言ってきました。

我々としては全くのいいがかりとしか思えま
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せんでしたが、財源の重要な部分を占めるヘ

ーレーさんの買い取りを中止してまでも、あ

くまでエコー部員の努力の結晶である記事を

載せるべきか否かで、部長の小川先生や記事

を書いてくれた理学部の小川教授、さらには

総長の意見まで聴いて、結局そのまま記事を

載せることにして発行しました。 

するとあれほどすごい剣幕だったヘーレー

さんのほうが困ったと見えて、結局、買い上

げに同意してくれましたが、さすがに３面だ

けは気に障るらしく、約1,500部は３面を切

り取って発送したということです。我々とし

ては３面はむしろアメリカの人たちに読んで

もらいたかったのに残念に思ったことを記憶

しています。結局この事件は買い上げという

形で元に戻りましたが、外部の意見ではエコ

ーの記事は変えられないこと、記事の公正さ

と新聞づくりに従事するものの自主性という

点について改めて考えさせてくれた出来事で

した。 

＜その他の想い出＞ 

立教祭の行事として、講演会を企画しまし

た。当時朝日新聞の論説委員で５年間モスク

ワ支局長を勤めておられた秦正流氏に「変わ

りゆくソビエト、その社会と人間」と題して

講演していただきました。心配された聴衆の

ほうもスタッフの呼び込み戦術の甲斐があっ

て百人以上の人たちが聴いてくれました。当

初２時間の予定が学生の熱心な質問もあって

３０分もオーバーしたくらいでした。このエ

コー初めての試みは一応の成功を収めまし

た。ただ、エコー部員は全員聴いてもらいた

かったのに、欠席した人がいたのが残念だっ

たと記憶しています。 

河原 肇（昭和 40年経卒） 

立教エコーは私の大学生活の記憶の大部分

を占めていますし、貴重な経験ができた場所

でした。偉大な先輩方、個性あふれる同輩の

人たち、本当に楽しい時間が過ごせました。

新聞発行の時は、学校に来ていても、１週間

まるまる授業には出ず、エコーの部室にいる

か、印刷所通いしていた時期もありました。

その印刷所「聯合プレス」での想い出はなん

といっても我々が書いた記事が大ゲラになっ

て、手回しの印刷機から初めて上がってきた

時の感動です。我々にとっては１個の芸術品

を手にとって見るような感覚でした。ですか

ら、私は「聯合プレス」に詰めて、何度も大

ゲラ校正をやるのが大好きでした。 

エコー時代の想い出は新聞製作だけではな

く、部員の皆様との交流、合宿、飲み会（コ

ンパ）などで騒いだことです。その中で印象

に残ったのが、いわゆる宴会芸で、先輩から

の伝承芸としては、「バナナの叩き売り」（昭

和 41年卒池田正樹さん詳述）が有名です

が、我々の同期では、小永光隆一さんが得意

としていた落語家柳亭痴楽の「山手線巡り」

（正しくは「恋の山手線」というらしい）が

人気でした。小永光さんは現在病気療養中で

すので、私が代わりにその全口上を下記に記

したいと思います。現在その内容はネット上

でも見ることが出来ます。ちょっと違うとこ

ろがありますが、ここでは「小永光版」で行

きたいと思います。 

痴楽綴方狂室より「山手線巡り」 

 上野をあとに池袋、走る電車は内回り、私

の頭は外回り、彼女は奇麗なうぐいす芸者

（鴬谷）にっぽり（日暮里）笑ったそのえく

ぼ、いと彼女のためならば、田畑（田端）を

売ってもいとやせぬ。心のうちこまごめ（駒

込）と愛のすがも（巣鴨）へ伝えたい。おお

つか（大塚）なビックリ、彼女のもとへ行け

ぶくろ（池袋）、行けば親父（男）がめじろ

（目白）押し。高田のばばあ（高田馬場）や

新大久保のじいさんの意見もしんじゅく（新

宿）聞いてはいられません。夜々（代々木）
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になったら家を出て、腹じゅく（原宿）減っ

たら、渋や（渋谷）顔。彼女に会えばエビス

（恵比寿）顔。親父の目黒い（目黒）うちは

私もいささか豪胆だ（五反田）、おお先（大

崎）真っ暗恋の鳥。彼女へのプレゼントどん

な品がわ（品川）良いのやら、魂ちい（田

町）も踊るよな、色よい返事をはま待つちょ

う（浜松町）、そのことばかりが心ばし（新

橋）で、誰に悩みを言うらくちょう（有楽

町）、そんな私は素っ頓狂（東京）。何だかん

だ（神田）の行き違い、彼女はとうに飽きは

ばら（秋葉原）、ホントにおかち（御徒町）

な話です。やまて（山手）は消えゆく恋でし

た。 

お後がよろしいようで。 

小貫（中村）淑子（昭和 40年英卒） 

立教エコーの活動にはあまり積極的には

かかわっていなかったので、想い出があまり

ありませんが、記憶に残る取材相手として、

野際陽子さんとなかにし礼さんが印象に残っ

ています。野際さんには活躍されていたＴＢ

Ｓでインタビューしました。理知的で美し

く、きびきびした態度に圧倒されました。な

かにしさんは当時学生でありながら、深緑夏

代さんのシャンソンの歌詞を翻訳したり、

「小粒のじゃがいも」というバーで働いてい

て同学年（年上でしたが）とは思えない大人

の世界にいる人でした。 

油井（鈴木）芙美子（昭和 40 年英卒） 

エコーに在籍していながら、クリスチャン

になり、大学の聖書研究会(Rikkyo Gospel 

League立教大学福音キリスト者聖研会)の活

動に加わっておりました。在学中の不忠実な

部員であったことに加え、卒業後２年の教員

生活後米国大学院に留学しました。米国滞在

中に結婚し、６年後帰国いたしました。この

ような状況のため、エコーでの良き想い出は

一つ一つ詳しく記憶に残っているというより

全体としてエコーの居心地の良い楽しい部と

しての記憶の方が強いと思います。 

市川 均（昭和 41年経卒） 

立教エコーに入った動機は、何だったんだ

ろうか。今では自分でもはっきり分からない

が、今でも編集の仕事をしており、私は編集と

いうことが好きなようだし、「英語」を通して

何か異文化に興味があったのではと思ってい

る。入学式の時に配られたエコーのビラを読

んで、山小屋の部室に向かったのだ。 

 そして昼休みには部室に通うようになり、1

年生の時モニターから、新聞記事の書き方を

教わったこと。このことが今の編集の仕事で

も役に立っている。 

エコーの腕章で神宮球場に入ると、一番前

の席で観戦ができたこと。ジャパンタイム

ス 、レンゴープレスへ通ったことなどが思

い出される。 

1年生の合宿は、志賀高原の石の湯ロッジで

行われた。私にとって志賀高原は、この時初め

てで、今では、長野電鉄長野線と名称の変わっ

た列車に乗り、湯田中へ。そこから川沿いをバ

スで宿舎の石の湯ロッジへむかった。合宿で

は討論、スタンツなど色々思い出があるが、ロ

ッジからいったん下って、小川を渡り、崖のよ

うなところを登り切るとそこはふわふわの絨

毯を敷き詰の詰めたたようなような草原にな

っており、そこでソフトボールをやったこと。

そのふわふわの絨毯を敷き詰めたような草原

の感触が、何か別世界のような記憶が残って

いる。それと志賀高原の池巡り。丸池、木戸池、

蓮池などを巡り、スキー場のジャイアントリ

フトで降りた思い出は、都会の喧騒しか知ら

なかった私にとってカルチャーショックだっ

た。 

 ２年生の時は裏磐梯。アートデスクは福島

県の石川町で山村調査を行い、その後、裏磐へ。

裏磐梯のハイキングでは、さまざまに変化す
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る五色沼が綺麗だった。 

私たちが３年生の時は長野県青木湖へ。こ

こは学生村ともよばれ、学生が合宿や勉強に

利用している村と聞いていたが、食事の寂し

かったこと。初めて出された食事は、どんぶり

の上にはエビ天が一匹のみのっていた記憶が

ある。八方尾根の第一ケルンまでのハイキン

グ 改憲問題・リップマンの論文討論。ボート

レース中に大雨が降って、一時ボートのゆく

えが分からなくなった。 

３年生になって私たちが、コミッティとな

った、その時の新聞発行時の状況を列記して

みる。 

コミッティを開こうと思っても人が集まら

ず、何度も裏の雀荘に呼びに行ったこと。 

先輩が、ケネディ大統領が暗殺されたこと

に関する記事を、Editorialに掲載。この号を

ケネディ夫人宛に送付したところ、２度にわ

たって手紙をもらったこと。一度目は礼状、２

度目は、ケネデイライブラリーに永久保存す

るという案内であった。 

英字新聞はなかなか読まれない、少しでも

興味の引く記事を、そして守備範囲を学内に

とどめず、広く世界へ、との思いから 

Personal Interview の企画を考え、有名人に

インタビューを試みたこと。坂本九 加山雄

三などとのインタビュー記事が出来上がった。 

「米原子力潜水艦寄港反対」などの記事で、

ヘーレーさんとは良好な関係ではなかったこ

とをきちんと理解しておらず、校正の依頼を

したところ、ヘーレーさんからエコーに記事

掲載の依頼があった。その原稿が、エコーに不

適切ということでお断りをした。へーレーさ

ん宅の玄関で色々やり取りをして、結局喧嘩

別れのような状態になった。１年生の時には

クリームソーダをご馳走になり、新聞の発送

をしたヘーレーさん宅には、この時以来、二度

とお伺いすることはなかった。 

５月からオリンピック特集号の取材開始、

全員で広告取り。オリンピック特集号を出し、

年 7 回発行できたこと。特集号は、上質紙で

４０００部印刷、全部売り切れたこと。 

立教祭には、松岡洋子さんの講演会として

参加。また SENAの講演会を立教大学で行い羽

仁五郎さんに講演をしてもらったことなど、

断片的だが様々な思い出がある。 

何年か前に、同期の飯干君のお姉さんから、

彼が亡くなったことの連絡を頂いた。彼とは、

４丁目付近の芝生で話をしていた時、意見が

分かれ取っ組み合いの喧嘩をした記憶がある。

そして彼の結婚式には福岡県飯塚まで夜行列

車で行って、夜行列車で帰ってきた思い出も

ある。式の前日、彼に飯塚の街を案内してもら

い、ボタ山の頂上から見た夕陽の綺麗だった

こと。街の中心部の飲み屋街のスナックに入

り、東京からのお客さんということでもてた

こと、披露宴では、エコーで習い覚えた、バナ

ナのたたき売りをやったこと。そんなことを

思い出しながら、彼の墓参りに行った。お姉さ

んの車で空港から飯塚まで行き、墓参りをし

て結婚式の時と同じように市内を案内しても

らった。その１週間後、飯塚の飲み屋街が火事

で焼落ちたことを知った時、私の青春の思い

出が、炎と共に大空高く飛んで行ってしまっ

たような気がした。 

大学時代 ゼミには入ったがあまり勉強は

しなかった。バイトも夏休みに、少しやった

程度だった。蔦の絡まるチャペルにも２．３

回入った程度だった。女性にも縁がなかっ

た。つまり私の大学生活は、立教エコーで始

まり、立教エコーで終わったような気がす

る。 

後藤（天野）八千代（昭和41年英卒） 

記事がうまく纏まらず、短い記事なのに気

が付けば徹夜をしていたこともありました。

論旨がしっかりしてないと良い記事は書けな

いと思い知りました。SENA委員をしていた
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時、夏休み中に関西のいくつかの大学との交

流会があり、生まれて初めて夜行列車で大阪

に行きました。聨合プレスは待ち時間がなが

く居場所がなくて、それがつらかった気がし

ますが、植字工の方たちはみんないい人でし

た。Heley先生のアメリカ人ぶりが懐かしく

思い出されます。生真面目で頑固でプライド

が高く、とっつきにくい気がしましたが、意

外とやさしい親切な面もありました。書いた

記事での想い出は「シェークスピアの生誕

400周年」です。一生懸命書きました。 

取材相手は鈴木大拙氏、カメラマンとして

同行しましたが、写真は真っ黒でした。岡本

太郎氏、ご自宅で取材OKとしたのは断るのが

面倒だったからと言われた。野際陽子氏、女

性ばかり４人でTBSのスタジオにいきまし

た。華やかで大人っぽい雰囲気に見とれてし

まいました。 

紺野（笹倉）浩子（昭和41年英卒） 

学生の中ではRIKKYO ECHOの知名度は

イマイチで、コーラス部と間違われたりした

ことがありました。発行の費用は、広告費と

大学の買い上げでした。そのため、発刊のた

びに全国の高校への発送が待っていました。

それもひと苦労でしたが、学生への立ち売り

はあまり売れませんでした。1964年の東京オ

リンピックが開催され取材しました。5年後

に再びオリンピックがくるとは、往時が思い

出されます。元気でいなくちゃ。ニュースデ

スクでしたので、原子力潜水艦の横須賀寄港

が話題でした。ヘーレー先生が時々部室に見

えられて文句（？）を言って帰られました。

川口先生はとても真面目で親切にご指導下さ

いました。廃部は寂しいことですが、大学の

情報はパソコン、スマホなど氾濫する情報伝

達手段でまかなわれ、新聞を取っていない若

者が多い時代ですから……。今の学生たちは

留学や海外体験で英語が身近になり、より高

いqualityを求めるのでしょうね。 

竹内 康起（昭和41年営卒） 

ケネディ大統領暗殺後の翌年 1964 年１月

に現地ダラスでその様子を取材し、立教エコ

ーに掲載した。市内至る所で記念品が売られ

ていた。暗殺事件翌日の新聞や故大統領の就

任演説のレコード盤は今も大切に保管してい

る。 

51 年前の 1964 年 10 月に開催された東京

五輪は在学中であり、立教エコーでスポーツ

紙面を担当していた。当時、アメリカの若き水

泳のホープ、ドン・シュランダーとのインタビ

ューを実現しようとしたが出来ず、彼の母親

に手紙を書いた。数週間後に“毎日愛する息子

は 1 万メートル泳いでいます”との自筆によ

る温かい手紙があり感動した。取材相手の想

い出は我々の先輩であり俳優の池部良さん宅

でのインタビューです。表玄関には外車が2台

置かれてあり、取材中、外国タバコ（洋モク）

を美味しそうに格好よく吸っていた姿は、ま

さにダンディな立教ボーイだった。後輩のた

めにわざわざ時間を割いてくれたことを今で

も感謝している。 

1980 年頃、野球部の土井正三さんに偶然に

も四谷荒木町のスナックで会った。東長崎の

立大野球部のグラウンドでインタビューした

思い出を彼に伝え、そしてまた、社会学部の同

じクラスに在籍していた佐藤栄見子さん（昭

40 卒）の話をしたら、彼女の話題でもちきり

だった。それから 1992 年１月 24 日、シカゴ

行き機内でミスタージャイアンツ・長嶋さん

と隣席で、土井さんの話や立教時代、野球部の

寮で世話係をしていた久保田さんのことを伝

えたら、長嶋先輩も当時を振り返り懐かしそ

うに微笑んでいた。 

我々の在学中の少し前、長嶋、杉浦、本屋敷

が活躍し六大学野球で黄金時代を享受してい
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た。早慶戦でないのにテレビでも中継し、強豪

立教の出現でメディアも大いに盛り上がって

いた。その後、学園紛争を経て当時の大学総長

方針でスポーツから学問優先に努めるとの方

向転換があり、その後の立教は取り柄のない

存在になった気もする？！神宮球場での応援

も、今は行く機会もない。 

池田正樹（昭和 41 年法卒） 

在部した 1962（昭和 37）年から 1966（昭

和 41）年の間は、三河島事故や鶴見事故など

国鉄の不祥事が相次いだのち、新幹線開業、東

京オリンピック開催といった悲喜浮沈の激し

い時期でした。その一方で、やがて始まる過激

な学生運動とは無縁の状態に身を置き、せい

ぜいアメリカの原子力潜水艦日本寄港反対運

動があげられるほどの、いわば無風・ノンポリ

の穏やかな学園ライフでもあったように思わ

れます。ただし、この原潜寄港反対運動は、エ

コーにとってはアメリカでの購読を勘案した、

微妙な対応を求められた出来事でした。 

2020年の再度の東京オリンピック招致決定

後は、その話題が出るたびに、あらためて大学

3 年当時のオリンピックをめぐるざわつきと

日本代表に選出された立教アスリートの動向

取材に明け暮れた日々が懐かしく頭をよぎり

ます。スポーツデスクに所属していたので、勝

てそうで勝てない野球部（悔しいことに卒業

した途端に優勝しています）、躍進のバスケッ

トボールチーム、氷上肉弾戦を繰り広げるア

イスホッケーチームの観戦記、ブーム到来以

前のゴルフ大会で快挙を成し遂げた女子学生

チャンピオンへのインタビューなど、次から

次へと多彩なイベントに追いかけられていた

ような気がいたします。 

スポーツデスクの顧問は、たどたどしい英

会話にも丁寧に応答してくださるデーター先

生でした。１年生の秋のころ、先輩に連れられ

て部員の添削原稿を受け取りに先生宅へ伺っ

たところ「これはどういうことなのか」といき

なりの逆質問。質問の趣旨は野球の記事に関

するもので「（キャッチャーが）ピッチャーに

サインを送る」という場面です。英文は「send  

a  sign  to  pitcher」となっていました。先

生にはなかなか理解していただけず、窮余の

一策、先輩はしゃがんでキャッチャーがサイ

ンを出す仕草を。すると先生は「Oh, give  a  

sign」と納得されました。日本語の直訳では意

味が伝わらないのだと、しみじみ感じ入った

ものでしたが、同時に目に見えない読者に対

する怖さを、ぼんやり受け止めていたように

思います。しかし、この時の状況は、なぜか明

確に思い起こすことができるのです。 

エコーは、年間 6 回の発行が通例とされて

いたようですが、小生らの 3 年時は 7 回に及

んだため、そのぶん印刷所通いも多いもので

した。印刷所の聯合プレスは、有楽町駅から新

橋駅に向かう国電の高架下に位置し、華やか

な商店街に連結しているのに妙に寂しい半地

下状の場所にありました。途中にちゃんこ料

理店があったような気もしますが、それは後

年に見た記憶と混同しているのかもしれませ

ん。 

室内には複数のライノタイプが設置されて

いて、文字を鋳造するカタカタという音が絶

え間なく響くノイジーな雰囲気が。むろん校

正室とて、その音から逃れる術はありません。

作業が 2 日間にわたることもあり、何となく

仕事の厳しさを味わい、プロの記者にでもな

ったような気分に浸ったものです。校正終了

後に仲間と立ち寄った高架下の一杯飲み屋で、

周囲を囲むサラリーマン諸氏のごとく「今日

は疲れたな」などと語らっていたりしたのも

印象に残っています。 

のちに実務として多くの印刷所と仕事をす

ることになるのですが、聯合プレスの職人さ

んはとても親切でやさしかったと痛感。もち

ろん、こちらが学生で半ちくだったからにす
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ぎませんが。 

在部以前の遥か昔より、納会やデスクコン

パなどでエコーの伝承芸（正しくは宴会芸）と

して披露されていたのが『バナナの叩き売り』

の口上でした。先輩のどなたにご教示いただ

いたのか不明で、しかも口上そのものも断裂

しておりますが、同期の「思い出アンケート」

編集幹事の市川均君の下命により往事を追懐

する縁として付記いたしました。叩き売りの

合いの手をたびたび担当願った、今は亡き同

期の飯干美邦君の笑顔が脳裏に焼き付くほろ

苦い大道芸もどきでした。 

本格的な口上はインターネットで見聞でき

ますが、英字新聞立教エコーの中で脈々と息

づいていたことに「学生の部活」の面白みを今

さらながらに感じているところです。「台湾で

黒い土人かよ」など、使用禁止語や意味不明な

言葉が続いて突っ込みどころ満載なのですが、

まずは無礼講でお許しくださいますよう。で

は、いざ。 

『バナナの叩き売り』口上／立教エコー版 

サアサア買いな サア買いな 

春３月の桜咲く  奥州仙台殿様に 

なぜに高尾は惚れなんだ 

キンキラキンのこのバナナ  これでも買い

手がないかいな 

これでも買い手がないならば  バナちゃん

の生まれを聞かしょうか 

生まれは台湾台中で  ほんのり色気がつい

たころ  黒い土人に見初められ 

またまた色気のついたころ  バナナ屋さん

に認められ 

国定忠治じゃないけれど  唐丸籠に乗せら

れて  金波銀波の波超えて 

洪波難破の波超えて  着いたところが門司

みなと 

そこでバナちゃん検査され  一等二等とあ

る中で  うちのバナちゃん特等よ 

とこ まけとけ五十と三  五十三次東海道  

昔はお籠でエッサッサ 

今じゃ開けて汽車電車  空にゃヒコーキ飛

んでます 

昔と今は段ちがい  段々ちがいを言うなら

ば  石段階段梯子段 

プラットホームにトラホーム  これでも買

い手がないかいな 

エイ まけとけゴンゴンと  ゴンゴン鳴る

のは寺の鐘 

寺の坊さん毛がないよ  うちのバナちゃん

もう毛（儲け）ない 

青野 圭成（昭和42年営卒） 

私は２年生の６月に遅れて入部しました。

各デスクのコンパに全部出席。二梃木君の

「ムーンリバー」にしびれました。 

文集では同期の名を織り込んだ「綴り方教

室」を企画、エスカレートして部員全員の名

を入れる事になりました。 

３年の時はモニターを「英語は私がやるか

ら」と言ってくれた佐野典代さんと 2人 3脚

でやらせてもらいました。新入生はとてもま

とまっていて、大変やりやすかった記憶があ

ります。 

器用な幡野君はレンゴープレスの仕事を全

部マスターしてしまい、ギリギリまで記事や

ヘッドの活字の変更まで出来るようになりま

した。 

夏の山中湖の合宿は雨にたたられて外での

行事は全部中止。鹿野君の歌う「エメラルド

の月」に救われました。 

トータルすると部室よりもはるかに長い時

間ウラの富士見荘に居たのは否めませんが、

それも含めて素晴らしい時間を過ごさせて頂

きました。 

小林 俊彦（昭和43年法卒） 

大先輩の長嶋茂雄さんとのインタビューで

ご自宅に伺った。会談後、お庭で記念撮影と
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なったが、当時私は熱烈な南海ファンでにっ

くき巨人のスター選手との写真には加わりま

せんでした。後年、長嶋さんにお会いした自

慢話は信じてもらえず、変な意地を張ったこ

とを後悔しました。英語でスポーツを伝える

のは難しく新聞づくりは中途半端でしたが、

人間関係は財産でした。下宿生活の私には立

教エコーは囲炉裏端のような存在でした。 

それから6大学野球で7シーズン振りに優勝

した記事が1面トップを飾り「やったぞ！」

という気分でした。日本ユースホステル協会

主催の「歩け歩け運動」の取材では、1年生

記者が神宮絵画館前から井の頭公園まで歩い

てルポしたことに感動しました。 

奥田（野村）和代（昭和43年英卒） 

半世紀も前にエコー中心に良き学生生活を

送れたことに感謝しております。今思えばエ

コーにいる間にもっと貪欲に英語も、時事問

題も勉強しておけば良かったと悔やんでいま

す。でも、楽しい4年間でした。 

松江（桐田）美知留（昭和43年英卒） 

3年の時、池部良さんに講演をして頂いた

ことが想い出に残ります。取材では加山雄三

さんが自分のブランド（のれんと言ってまし

た）に 誇りを持っているのが印象に残りま

す。私の学生生活はエコーに始まり、エコー

に終わったと言えます。 

大沢 敬一（昭和43年営卒） 

戸田の合宿で先輩とボートに乗ったこと、

立教祭でおでんの屋台をやる時、西武デパー

トの知人からテーブル、椅子を借りて学校ま

で運んだこと、インタビューでは知人の女の

子がNHKに顔がきいたので、尾上菊之助のア

ポがとれたこと等、思い出されます。映画の

記事は苦労しました。 

猪鼻 重寿（昭和43年営卒） 

立教祭の講演会で大先輩の池部良さんに白

羽の矢を立て直接電話してＯＫを貰いまし

た。講演内容の確認、宣伝ステッカーづく

り、入場者の確保、司会と大変でした。池部

先輩の風格、オーラに圧倒されました。謝礼

の五千円は固辞されました。同じ時、おでん

の屋台を出しましたが、全く前例がなくて材

料の仕入れ、ガス燃料、お鍋の用意、当番の

割り振りと手探りでぶつかりました。お客が

来てくれるか大変心配しましたが、予想以上

の大成功、売上も当時で2万円となりマネー

ジャーから感謝されました。池部さんも食べ

てくれました。立教祭打上げの時、先輩から

「お疲れさま、よく頑張ったな」と言われて

一気に涙が溢れたことを鮮明に覚えていま

す。コミッティの選出にあたり、逃げてしま

ったことを反省しています。その後50年間、

私のなかで「やらねばならない時は逃げる

な」という教訓になりました。想い出といえ

ば取材相手の年配女性からエコーは”Red 

Paper”と言われて、日本語だったら負けな

いのにと、同行のＵ君と後で悔しがったこと

がありました。 

川田 栄男（昭和43年営卒） 

英字新聞という言葉の響きにつられて入部

しました。英語で新聞作るなんてカッコいい

というミーハーです。結果は英作文の勉強で

した。でも、楽しかった。英語で新聞書いて

どれだけ読んでもらえたかと思うと「自己満

（昭和 41年スポーツデスク コンパ） 
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足だったのかな」と思ったりします。でも青

春の良き思い出です。その後、「新聞原論」

なる勉強をしました。新聞が社会的公器だと

認識しました。先輩の市川さんのアドバイス

が思い出されます。原潜入港当時のヘーレー

さんとの軋轢、闘いは熱いものを感じまし

た。RIKKYO ECHOにもジャーナリスト魂があ

ることを実感しました。 

池田 成彌（昭和43年英卒） 

文化祭の４日間、おでんの屋台をやり、終

わった後はおでんを見るのもいやになった。

飲みに行ってもしばらくはおでんを注文しな

かった。インタビューで尾上菊之助さん、加

山雄三さん、白土三平さんにお会いしたのも

想い出です。立教エコーは授業より楽しかっ

た。 

濱本（新田）和子（昭和43年英卒） 

3年の立教祭でおでん屋を開き、おでんの

匂いが洋服に染み込んで、その後1年近くお

でんを食べなかった。取材で「みんなで歩こ

う大会」に参加して15キロ歩いて疲れたけ

ど、仲間の差し入れの昼食で元気を取り戻し

た。立教エコー、在学中は授業時間以外の生

活の中心、卒業後は友人関係の中心です。 

池田 幸禧（昭和43年営卒） 

神宮でボーリングをして何故か長時間歩い

たこと、6大学野球で優勝した記事が書けた

こと、巨人軍の長嶋茂雄さんの北沢の自宅に

行って居間でインタビューしたこと等々思い

出は沢山あります。 

 

佐藤秀夫（昭43年法卒） 

 私が入部した昭和39年4月は、10月の東京

オリンピック開催を控え日本国中が準備に勤

しんでいた時期でした。先輩諸氏の顔や、名

前も解らないまま、狭い部室に通っていたあ

る日、モニターの竹内さんより“オリンピッ

ク外国人観戦記”テーマに取材しようとのお

誘いを受け同行させて頂きました。外国人の

手懸りを掴む為、新聞、報道各社に問い合せ

た結果、当時ＮＨＫのスポーツアナとして活

躍されていた石田武アナ（俳優・タレントの

石田純一さんの父君）が協力するとの連絡を

受け、面会し事情説明した後、直ちに特派員

経由にて紹介されたのが1964年9月発行（オ

リンピック直前号）に掲載された2名のニュ

ージーランド女性でした。新聞掲載は、来日

前の手紙での質疑応答でしたが、来日後に直

接彼女達に面会し、同世代の会話（しかも英

語）を楽しんだことは今でも忘れられないこ

とでした。また竹内さんの流暢な会話には目

を見張る印象でした。この記事への参加はそ

の後の記事作成に私の心中には大きな影響を

与え、以後のエコー生活に大きな影響を与え

た一コマでした。 

川地 昌夫（昭和44年経卒） 

 英語にも新聞つくりにも、あまり興味がな

かった自分がエコーに入部したきっかけは、

高校時代のサッカー部の友人から神宮球場に

自由に６大学野球を取材できるとのことでし

た。当然のこととして、スポーツデスク担当  

として、野球、アメラグ、アイスホッケー、ボ

クシング等の取材に行きました。アイスホッ

ケー場の寒さが今でも印象に残っています。

また、２年の時に野球部が久しぶり優勝した

（昭和 43年卒組を囲んでコンパ） 
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のは一生の想い出です。記事を書くにあたっ

て、時事英語やヘッドラインの勉強のために、

通学時東横線の車中で英字新聞ジャパンタイ

ムを読んでいました。今、思い出すと恥ずかし

くなってきます。当時のモニターの青野さん

から熱心に指導を受けました。 

2 年の秋に大事件が起きました。エディター

に選任されてしまいました。エディトリアル

を書かねばなりません。スポーツしか興味が

なかった私は、それから地獄の始まりとなり、

毎日新聞を隅から隅まで読み始めました。  

エディトリアルを書くのがさあ大変。原稿を

最初に義姉（大学教授）に記事とワードをチェ

ックしてもらい、真っ赤になり、次に顧問のへ

イレイ先生に内容をチェックされ、また真っ

赤になりました。そんなこんなで、ストレスが

たまり体調を崩したのもその頃でした。 

 一方、楽しいことはたくさんありました。歓

迎、追い出しコンパでは一気飲みして倒れた

先輩や得意の唄を披露してくれた先輩・同僚

に楽しませてもらい、合宿では新聞つくり、寸

劇では優秀賞を獲得し、ソフトボール大会、キ

ャンプファイアーではギターの伴奏できれい

な夜空の星を見ながらフォークソングを  

合唱し、青春真っ只中を過ごしました。また、

禁酒の合宿時の飲酒が見つかり叱られたこと

も今は良い思い出です。 

 以上のように楽しい出来事が大部分、少し

だけ苦労した、エコーの想い出ですが、一番良

かった事は、今でも毎年一年に一回、旅行（夫

婦で参加の方もおり）をする同期の友人や優

しく指導してくれた先輩や、可愛い後輩に出

会えたことだと思います。有難うございまし

た。 

宮川 愃靖（昭和45年経卒） 

立教祭で焼きそばがなかなか売れず、鈴懸

の道で大声をだして呼び込みをしました。多

少度胸もついて、その後プレゼン等にも役立

ちました。新聞発行の財源確保のため、大学

入試の要員アルバイトをしたのも想い出で

す。1967年にユニバシアード東京大会が開催

され、マイナーな種目を取材するのに競技ル

ールを調べながら記事を書きました。また、

応援団を取材した際は、周りを怖いお兄さん

達（？）に囲まれて殆ど取材が出来ず、記事

は没になりました。就職後、貿易部門に配属

され、エコーで覚えた英文タイプが大変役に

立ち、先輩社員からも重宝がられました。そ

んなことから、ずっと海外部門の仕事に従事

出来てエコーに大変感謝しています。 

石川 晃（昭和45年法卒） 

 私達が在籍していた時は、70年安保で学生

運動が盛んな時代でした。私がエコーに入部

したきっかけは、入学した年に六大学春のリ

ーグ戦に明治大学の友人とネット裏で観戦し

ていたが前半で勝敗がつき友人は帰ってしま

い、一人になった私は応援席に移り、同じク

ラスの柳君と出会い一緒に応援しました。槌

田、溜池、土井池の活躍があり、リーグ優勝

を見届けて応援席にいたエコーの皆とタクシ

ーで池袋に繰り出し、東武のビアガーデンで

祝杯を挙げ、途中部室にも戻り、飲み屋のハ

シゴを4，5件した記憶があります。１年生で

最後まで残っていたのは柳君と、まだ入部し

ていない私の２名でした。私は早速入部させ

て頂きました。学生生活の中でエコーに入っ

たお蔭で、毎日、エコーの仲間や先輩とのお

付き合いが多くなり、時間があれば部室を覗

き、学校裏の麻雀屋でのプレイを楽しんだ

り、喫茶店や食事など仲間との交流ができま

した。特に池袋や新宿の繁華街に出かけ、エ

コーの仲間と酒を酌み交わしながらも激論を

交わし、編集打ち合わせと銘打ってホテルニ

ュージャパンに住んでいる辻先輩の部屋に集

合し、赤坂の夜を楽しんだ事が思い出されま

す。私はアート面担当で４年間過ごしまし
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た。部門別編集会議を経て、各担当が取材翻

訳し英文タイプでゲラだしをして頁レイアウ

トをし、総合の編集会議を済ませ、ジャパン

タイムスの印刷所に持ち込み、活版の組み版

を立ち合い、責了を出し、印刷を依頼し発行

する。年に３、４回発行。取材は面白く、一

般に見ることが出来ない所まで見せてくれる

ので取材の特権を感じました。取材後、記事

を書き、英語辞書を引き、英文に翻訳して、

英文タイプでゲラ作成、その後日本語が通じ

ない外国人教授に英会話で説明をしながら、

ゲラを添削して貰い、英文タイプで修正原稿

を作成し、今思えば一生懸命活動していれ

ば、私の人生を変える程重要な経験だったと

反省しております。国立近代美術館の完成時

取材した時、秘密な場所など丁寧に案内説明

をしてくれたのはよく覚えています。兼高か

おる、野際陽子などインタビューも楽しい記

憶に残っております。特に松原智恵子をイン

タビューした時はよく覚えております。作家

などのインタビューが続き面白味がない堅い

人選が続いたので、同じ学生で活躍している

吉永小百合をインタビューしたかったが、遠

慮をして、学生で当時ブロマイドの売上一位

の松原智恵子をインタビューする事にしまし

た。日活撮影所に赴き、インタビューをしま

したが、予想以上にしっかりしていて良い女

性でした。渡哲也も近くで見えたのも印象的

でした。発行後の反省会では先輩達から芸能

新聞ではないとおしかりを受けました。しか

し販売部数は若干伸びたと記憶しています。

私は卒業後、日本紙パルプ商事に就職し、出

版社や新聞社に用紙を販売する業務に従事

し、エコーで経験した活版印刷、製版、組み

版など用紙販売に必要な印刷知識を体験でき

た事はありがたいと思いました。又エコーで

の経験が立教経済人倶楽部で会報委員として

20年近く役立ってきました。伝統のある立教

エコーに所属出来たことを誇りに、残りの人

生に自信を持って有意義な時間を過ごせるよ

う励みにしていきます。 

鈴木 英二（昭和46年営卒） 

英語で文章を作るのがつらかった。もとも

と、高校は写真部でばったり安藤さんとお会

いしたのが運のつき、部室に連れ込まれてエ

コーで写真を撮れとのこと、いつも強引で

す。立教祭で北欧風スナックといいながら焼

きそばを売りました。2年生の後半からマネ

ジャーを引き受けて、広告取り、ジャパンタ

イムスとの印刷代の価格交渉、合宿計画の作

成と多忙でした。新聞発行には財源が必要で

したので、毎日歩き回りましたが先輩の紹介

で本田技研工業を開拓出来ました。結局卒業

後も広告代理店に入り一生の仕事になりまし

たが、ホンダさんが一番長いクライアントに

なりました。取材では世界反戦デーの新宿騒

動の際、新宿東口を埋めた学生たちの撮影を

していたら、新大久保方面から機動隊がザッ

クザックとやってきて、地下道に逃げたので

すが催涙弾を打ち込まれました。涙の出る想

い出です。 

芳泉 恒夫（昭和46年経卒） 

エコーの4年間、楽しい時間でした。特に3

年次は学校がロックアウトで殆ど授業がない

時に、山小屋に行くと同期や先輩、後輩と話

ができたことが思い出されます。鈴木さん、

秋葉さん、横田さん、古賀さんとよく麻雀を

して、たくさん負けました。記事は初めて書

いた時、顧問の先生に直されて原型を留めて

いませんでした。 

内田 ひろ子（昭和46年英卒） 

大学の教室で得られた事も大事だったと思

いますが、立教エコーで出会えた方々から得

られた事はとっても大きかったと思います。

卒業から40年以上たちますが、先輩、同期、

後輩と出会う機会があると、あの当時にすん
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なりタイムスリップしてしまいます。取材で

はユニバシアード東京大会で、選手村に行っ

たり、閉会式を見たりしました。東京オリン

ピックの時のように各国選手が入り乱れて入

場して、スポーツによる友好を感じました

が、そのうちに一部の選手が国旗を燃やし始

めて混乱のうちに終了してしまいました。体

育会の取材ではアメフトの試合前、選手紹介

で紙張りのフレームに飛び込んで選手が登場

する趣向でしたが、わが校の最初の選手が飛

び込んだら打ち所が悪くて気絶して、担架で

運び去られました。試合結果は押して知るべ

しでした。アイスホッケーは日大との対戦で

立教の控え選手は2～3人、日大はうようよ数

え切れないほど居ました。神宮球場は記者席

によく行きました。ある時、先輩女性がおも

むろに「ストライクとボールって何のことで

すか？」と聞かれみんなでずっこけました。 

諏訪（今井）美草（昭和46年英卒） 

特にやりたいことがあって入部したわけで

なく、熱心とはいえない部員でしたが、記憶

を辿ってみると楽しかった思い出が次々に蘇

ります。学生時代のかなりの時間をECHOで、

山小屋で過ごしたのだと改めて感じます。た

だ、今とは違う若者の視点で、もう少し社会

にも目を向けて取材活動を行えば良かったと

残念に思います。思い出すことは有楽町の聨

合プレスでの校正作業、立教祭での焼きそば

作り、ミッチェル館で平木先生に添削して頂

いたこと、小田急百貨店オンワード売り場で

新聞発行の資金稼ぎのアルバイトをしたこと

等です。取材ではユニバシアード東京大会で

代々木の選手村にいったこと、神宮球場でス

コアカードをつけたこと等が思い出されま

す。 

秋葉 善功（昭和46年経卒） 

同期は皆、素敵だったなと記憶の奥底に残

っています。何が楽しかったかは不確かです

が、とても居心地の良い処でした。部活動に

はあまり積極的でなかったのですが、立教祭

でアイスクリームを売って利益に貢献しまし

た。鈴木さんとの麻雀だけは鮮明に記憶に残

っていて、負けてばかりでした。 

河村 喜裕（昭和46年経卒） 

RIKKYO ECHOは学生時代そのものでした。部

室よりウラの雀荘でのミィーティングが多か

ったように思いますが、諸先輩、同期の方々

に大層かわいがって頂きました。新聞発行資

金確保のため、学生部の入学試験や入学手続

きのアルバイトをやりました。自分が入学す

るとき高校のクラブで１年先輩の保倉さんが

このアルバイトをしていてエコーに誘われま

した。その出会いがなければエコーには入っ

ていませんでした。部室に空き巣が入り、ラ

ジオやテレコを盗まれました。警察からの連

絡でそれが質屋に出ていて買い取らなくては

ならなくなりました。取材の想い出では６大

学野球で優勝目前となり、それを前提に当時

巨人軍の土井正三選手に渋谷の喫茶店でイン

タビューしました。帰りに何故か後楽園球場

までタクシーに同乗させてもらいました。残

念ながら優勝を逃して記事は没となりまし

た。SENA委員をしていた関係で、明治、中

央、同志社、関学のEDITORとは、今でもお付

き合いがあり、年にいちど旅行に行ったりし

てます。 

山田（武田）米代 （昭和46年英卒） 

華やかな西銀座デパートを抜けると、薄暗

く埃っぽい聨合プレスがあって、校正作業を

しました。夜、遅くなることが多く、当時品

川発23:25の電車をよく使いました。一両に

女性は２～３人。それから20年ほどたったあ

る日、同じ電車に乗りましたら、一両の半分

は女性でした。時代の流れを感じました。劇

団「雲」の松橋登さんとのインタビューの後

「質問があっちへいったり、こっちにきたり
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学生だから黙っていたけど、もっと一貫性を

持った質問をしなければダメだよ」と諭され

ました。校門前のジャズ喫茶にＳ君に呼び出

され『君の先輩に対する言葉づかいはなって

いない』と説教されました。それから、ある

日部室に行くとＹ君が『食べる物を買うお金

もない。すぐ返すから50円貸して！』と言わ

れた。間もなく袋一杯チョコレートなどを詰

め込んで帰ってきた。ビックリ！         

豪州の日本人学校でPTAの広報を担当しまし

た。学校にはInternational校が併設されて

いたので、英語と日本語での広報誌を発行。

ECHOの延長のようでした。現在もボランティ

ア活動で、記録程度の機関紙編集に携わって

います。 

下林 正博（昭和46年教卒） 

もう亡くなられましたが一期上の柳市三郎

さん（いちさん）から新聞を作る上での色々

なこと、人生を生きていく上での色々なこと

をお教え頂きました。コンパでは応援歌を歌

いました。まだ、歌えます。男子だけの時は

春歌もよかったし、バナナの叩売りの口上も

懐かしいです。記事は今の大学生なら語学力

もあって充実した新聞を作れるかもしれませ

んが、当時の小生は全てドタバタで英語の文

章らしいものを作るのが精一杯、それも顧問

の先生の手を煩わせると原型を留めていませ

んでした。取材では作家の遠藤周作さんに

TBSの近くでインタビューしました。先生の

作品を多く読みだしたのは大学を卒業してか

らで、当時、もっと読んでいればよかったと

思いました。立教エコーは懐かしく貴重な想

い出です。普段それに耽ることはありません

が、それだけに心に大切にしまってありま

す。近頃はまた、神宮球場で母校の試合をみ

たいなと思うことがあります。 

 

立石（梅原）明子 (昭和46年英卒） 

学園紛争の最中、部室に入り浸って皆でよ

く話しました。先輩達の意見がとても参考に

なりました。その中でどなたかが「ここはサ

ロン化している」と言った言葉が印象的でし

た。本当に居心地のよいクラブでした。「英

字新聞」を発行するクラブではあったけれど

部室に入り浸って、そこから一日が始まるよ

うな場所でした。先輩、同期との交流で少し

づつ大人になっていった気がします。取材で

は女性役員として話題になっていた高島屋の

石原さんにインタビューしました。パワフル

な方という印象でした。でも、どういうわけ

か没になり大変失礼しました。立教エコーは

学生時代のほとんど全てといっても過言では

ありません。今に至るまで当時の仲間との交

流が続いています。 

鹿子木 務（昭和47年法卒） 

「立教エコー」＝「大学そのもの」＝「青

春そのもの」でした。 

島崎 敏彦（昭和52年法卒） 

エコーを一時離れてBSAの活動に専念した

ので、記事は１回しか書いていません。今、

思うとその記事の内容が障碍者への就労支援

だったのですが、それが就職先の選択に大き

な影響を与えたと思います。顧問の平木典子

先生には英文の添削をして頂きましたが、戻

ってくると真っ赤になっていて、自分の英語

力のなさにがっかりしました。 

宮内 浩司（昭和 54 年法卒） 

部室が学食の隣だったので、大変便利でし

た。部員が少なかったのですが、いい先輩がお

られ麻雀とお酒を教えてもらい、楽しい想い

出です。JTB に入社して、5年先輩の松崎俊夫

様がおられて、また、そのお嬢様も JTB で大

変お世話になりました。 
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玉置 直司（昭和 58 年法卒） 

 エディターに選ばれましたが 3 年の途中で

留学したためエコーを離れました。以降米国 4

年、韓国 12年と卒業後半分を海外で過ごすこ

とになりました。2015 年に吉岡総長がソウル

にいらした際、ロッテホテルで盛大に同窓会

が行われ出席しました。吉岡総長は 2 年生の

とき、助手として赴任されてきて、「有賀ゼミ」

の担当にもなりました。ゼミのあと、新宿で飲

んだり、ゼミ旅行に行った想い出があり、40年

ぶりにいろいろな話をお互いうつろな記憶を

辿りながら交わしました。 

三品 孝文（昭和 63 年経卒） 

私の代は実質的に山本亮と私の 2名だけで、

かつ亮はオーケストラ、私はバドミントンサ

ークルと二人とも掛け持ちで、優秀な先輩、後

輩の援助で年 2 回どうにかこうにか新聞を発

行するだけで精一杯でした。それでも、休刊や

廃刊などという選択はなく、内容はともあれ

完成した時の達成感は何物にも代えがたいも

のでした。このように無くなってしまうと、私

の代で歴史を途切れさせずに最低限の責任を

果たすことができて本当に良かったと思って

います。私事ではありますが、平成 25年から

2 年間福島大学大学院に在学しておりました

が、修士論文をまとめる際には、エコーでの取

材の経験がたいへん役に立ったと思っており

ます。 

今村 純（平成元年日文卒） 

個人的には、２年生のときに英仏に一人で

旅行をしたのですが、その時の紀行文を紙面

４分の１ほど頂いて書いたのが想い出です。 

小島 信孝（平成元年経卒） 

特筆するような思い出をあげるとしたら、

当時日本テレビの売れっ子アナウンサーだっ

た井田由美さんと何人かで食事したこと。同

期が取材でインタビューしたのがきっかけな

のでしょうが、よくぞ忙しい方をお呼びでき

たものだと感心しました。どんな話をしたか

忘れてしまいましたが、井田さんはテレビで

観る通り素敵な方でした。 

吉田（安養）千恵（平成 2年英卒） 

先輩方の存在は有難かったですね。特に一

般教養の試験の時。取材では東京グローブ座、

はとバスの記事が想い出に残っています。

SENA の関係で早稲田とか青山学院、中央、な

ど他大学の方との交流もありました。 

今野（鈴木）敦子（平成 5年英卒） 

学生時代の 4 年間を共に過ごした大きな拠

り所です。ご縁があって一緒に活動した先輩、

同期、後輩のメンバーとは日常は限りなく緩

く繋がり、とりとめもなく時間を過ごしまし

たが、いざ新聞発行となると、その同じ使命に

燃えて一丸となる、切磋琢磨し合える時間を

共有しました。新聞は紙で「形」として完成す

るので、他のクラブ活動と比較すると達成感

が目に見えるものであり、仲間との苦労もそ

こに凝縮して確認できるのも続けられた理由

でした。現在はすっかりデータ化された情報

に慣れてしまっていますが、当時は刷り上が

った新聞（それも格好のよい英文）を誇らしく

感じていました。 
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茂木 伸夫（昭和37年経卒） 

2 年、3 年と木崎湖の合宿に参加しました。

特に英語の勉強をした覚えがなくてソフト

ボールの対抗試合、松本君の指導による合

唱が楽しかった思い出です。また上級生に

よるフリートーキングも強い思い出です。2

年生の時ですが経済学部の俊英である甲斐

さん、桑原さんから経済のテーマで、戦後日

本経済の目覚ましい復興、そして日本経済

が高度成長の入り口に立っているという解

説があり、経済専攻の後輩としては目が開

かれたものです。 

個人としては 2年の時は合宿のあと富山に

出て北陸、東海の周回旅行、3年の時は北

海道、東北を回り合宿に参加しました。合

宿を旅行に活用したお蔭で鉄道旅行が終生

の趣味になりました。 

西村（相沢）斐佐代（昭和 37 年英卒） 

２年生だったかはっきりしませんが、合宿

の帰り、長野県大町？で大雨に会い、交通機

関も不通になり宿屋も一杯で、男女同室で

宿泊したように記憶しています。持ち金も

充分なく、ATMの時代でもなく、郵便局に親

から送ってもらったような気がします。 

それでも帰りに高垣先輩の案内で名古屋見

物をして帰って来ました。 

岡田 倫政（昭和 38 年経卒） 

1961年（昭 36年）夏の合宿は静岡県浜名

湖の『県立青年の家』でした。その年の 5

月に竣工したばかりの施設で小さなロッジ

が沢山あり、ロビー、食堂、広い集会室を

備え、スポーツができる広場もあれば、フ

ォークダンスの音楽までそろっている合宿

に最適な施設でした。下見にいってすぐ予

約をしました。ところが、合宿一週間前に

襲った台風が大きな被害をもたらし、ロッ

ジが使用不能となり、県からはキャンセル

して頂きたいと連絡がありました。夏休み

に入り今さら変更はできないので、何とか

頼み込んで、やむなくロッジは使用可能な

数個に限定して、女子部員だけを収容し

て、男子は集会室に雑魚寝という条件で受

け入れて頂きました。夜になって寝静まる

と台風でできた水溜りから発生した蚊の大

（昭和 35年木崎湖合宿） 

（昭和 36年浜名湖合宿） 

合宿の想い出 
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群が襲ってきて寝られたものではありませ

ん。小平さん（Ｓ39卒）が壁に止まった蚊

を新聞紙で叩いては殺し、壁が真っ赤にな

るくらい退治したのですが、そんなことで

は収まるものではありませんでした。阿修

羅のごとく蚊と戦った小平さんの姿が忘れ

られません。 

小池 栄樹（昭和 39 年経卒） 

合宿は楽しみでした。 野尻湖や志賀高

原、伊豆などにいったことを思い出しま

す。 

古谷（中村）芙佐子（昭和 39 年英卒） 

１９６２年夏志賀高原。阪本さんのレッス

ンを受けました。高原の夏を楽しみまし

た。共に過ごした高畑（大野）文子さんが

亡くなられ、残念です。 

 

塚越（青山）宏子（昭和 39年英卒） 

志賀高原でキャンプファイヤーを囲んで合

唱したこと等が想い出です。 

 

興津 修司（昭和 39 年経卒） 

数十年前の合宿。浜名湖を鷲津にむかって

泳ごうという、勝手な行為なのか動機は不

明、参加者も金澤くんしか覚えていない。多

分 3,4 人で、じゃなかったかなあ。ぼくの他

は逞しい身体だったような気がする。そこ

にヒョロのぼくがなぜ？とにかく浜名湖を

泳ぎだした。海での水泳には親しんではい

たが、遠泳をしたことはない。抜き手、平、

横で体を浮かせて進んで、どれほど泳いだ

か、自分の動きが遅くなる。金澤くんらとの

間が開いていたのかもしれない。やがて遅

い帰りを懸念してのボートがやって来て、

ぼくは舟に引き上げられた。泳いでいて、も

うダメだなんて思わなかったが、いざ舟に

上ろうとしても腕に力が入らなかった。泳

いだ距離も時間もわからない。引き揚げて

くれた人の言うことには「そのままでは溺

れるところだったぞ」 

 いまだに溺れる（た）との切実感はない。

しかし、エコーの皆さんには心配をかける

やら、（雷鳴もあっ

た？とか）自らには

面目ないやら、その

夜の宴でのちょっと

した会話や歌声に、

泣けて顔も上げられ

なかった。 

 

金沢 紘征（昭和 39 年経卒） 

（１）２年生の夏の合宿の事です。 

ソフトボールの試合が終わった後、午後４

（昭和 37年志賀高原合宿） 

（昭和 37年志賀高原、阪本さんの講話） 

（昭和 37年志賀高原合宿、女子学生集合） 
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時ごろから浜名湖で泳ぐことになりました。 

同学年の九州男児の黒木さん、静岡出身の

興津さん、救助員の資格をとりプールでの 

監視員のアルバイトをしていた私金澤とそ

れぞれに、泳ぐことに少し自信を持ってい

る３人でした。 

そこに湘南ボーイの大塚さん（２年先輩で

卒業後パレスホテルに勤務されました）が 

「僕が手漕ぎのボートで一緒について行っ

てあげよう」と言って頂き安心して＜舘山

寺＞を目指すことにして出発しました。 

泳げども泳げども目的地に着きません。警

察のボートが捜索に来て救助されて、分か

ったことは外海とつながっている浜名湖は、

夕方から潮の流れが渦を巻くので大変危険

で午後４時以降は遊泳禁止になっていると

いうことでした。 

警察官の厳しいお説教もあり、泳いだ３人

はシュンとなりましたが大塚先輩が「私が 

上級生で責任は私にあります」と言って警

察官と話をつけてくれたのです。 

素敵で頼りになる先輩だなと尊敬し、その

後もたびたびパレスホテルに大塚さんを 

お尋ねしましたが、そのたびにご馳走にな

ってしまいました。 

（２）確か私が３年生の夏の合宿だったと

記憶していますが、各班別にスタンツをし

ました際に優勝したことを思い出します。 

私の居た班には１年下の河原君や宮沢君が

居て、「金澤さんが筋書きを考えてくれれば、

我々が一生懸命演技をしますので・・・」と

いう話になりました。 

頭にシーツを巻いて＜アラビアのローレン

ス＞風の話を展開することにしたところ、

皆がノリノリで、怪しげな媚薬を売り歩く

砂漠のセールスマン役の名演技のお陰で優

勝したわけでした。楽しかった宮沢君も若

くして他界されてしまい本当に残念に思い

ます。 

小平 郁雄（昭和 39 年経卒） 

１年の時、木崎湖へ行った。その折に母か

ら速達を貰った。合宿のあと、転勤族だっ

たので、戦中戦後に行った事がなかった岐

阜や京都の親戚を初めて訪ねる予定だった

ので、その際の細々とした注意であった。 

２年後母が死んで、それが最後の手紙とな

った。 

櫻井 正二（昭和 39 年経卒） 

５０年前の事であり、皆さんも中々思い出

せないようですが、そんな中で覚えている

のは大学へ入り、先輩たちがとても大人に

見えたこと、最初の木崎湖の合宿での部員

同士の親しみのある付合い、エコーの皆が

好きだった北上夜曲をはじめカチューシャ、

ともしびなど合唱したのは懐かしく思い出

されます。 

木崎湖の帰りに有志で美ヶ原へ行きました

が、1部屋に男女雑魚寝し、相沢さんが後輩

の女性を守るため寝ずの番をしていたとい

う話をあとから聞きました。 

小貫（中村）淑子（昭和 40年英卒） 

合宿で伊豆の湯が島温泉に行きました。先

輩で目を開けて寝る人がいるということで

見に行った想い出があります。 

斉藤 亨（昭和 40年経卒） 

宮さん（宮澤浩さん）が早逝されたこと、

残念でなりません。合宿の費用捻出のた

め、夏休みに二人ガソリンスタンドでアル

バイトをしたことがありました。炎天下の

仕事は予想以上にきついもので、夕方には

いつもふらふら状態でした。宮さんの博識

ぶりにはいつも感心させられていました。 

紺野（笹倉）浩子（昭和 41年英卒） 

1年生の合宿は志賀高原、夜空の星がきれい
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だったこと。2年生か 3年生のとき青木湖で

白馬の途中まで登った思い出があります。 

市川 均（昭和 41年経卒） 

昭和 39年（1964年）合宿 

＜４月２日から４日 春の合宿＞ 

４月１日に第１８巻第１号発行後、２～４

日春期合宿を伊豆湯ヶ野の国民宿舎「ゆが

の」にて実施。３日は石廊崎までハイキン

グ。新たにこれからエコーの仕事をしてい

くメンバーの親睦を目的とした。 

＜８月１９日から２４日 夏季合宿＞ 

長野県青木湖畔で場所は良いところでした

が、食と住が良くなかった。その割に痩せ

もせず、全員無事に帰る。 

２０日 改憲問題について。バレーボール 

２１日 八方尾根までハイキング。壁新聞

づくり。 

２２日 大学生活についての対論。ボート

レース。雨中のキャンプファイヤー。 

２３日 リップマンの論文討論。スタン

ツ。今年は、昨年のスタンツ論争の影響も

あってか、あまり落ちなくなりました。 

青野 圭成（昭和 42 年営卒） 

1965年（昭 40）夏の合宿は山梨県山中湖

でしたが、雨にたたられて、部屋の中ばか

りに居ました。そんな中で、鹿野菊三郎君

の「エメラルドの月」、おそらく誰も知ら

なかったこのきれいなメロディーのおかげ

で、単調な雨の合宿はかなり救われまし

た。畠山君の「長崎の女」、二梃木君の

「アンディシリーズ」、石塚君の「もう飛

ぶまいぞこの蝶々」とならぶエコー歌謡史

に残るヒットでした。 

榎本 憲二（昭和 42 年営卒） 

１年の時の青木湖、３年時の山中湖の夏の

合宿が思い出されます。卒業した年に中古

車を購入して田中さんと裏磐梯の檜原湖に

陣中見舞いに行きました。夜のキャンプフ

ァイヤーやハイキング、ソフトボールの想

い出ばかりで編集会議や研修らしいことは

覚えていません。 

 

 

（昭和 39年春、西岬） 

（昭和 39年夏青木湖合宿） 

（昭和 39年夏合宿八方尾根ハイキング） 
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猪鼻 重寿（昭和 43 年営卒） 

山中湖の合宿で、 

① 夜のお化け大会をやりましたが、Ｍ君

は大変驚いて真青な顔で帰ってきまし

た。しばらく震えていました。 

② 女風呂覗きツアーをこころみました。

バッチリでした。（時効につき白状） 

③ サイクリングで転んで怪我をしてしま

いました。先輩に医者に連れていって

もらい、迷惑をかけました。 

松江（桐田）美知留（昭和 43 年英卒） 

一年生の時は青木湖でした。トイレが一つ

しかなくて、赤と青のスリッパで区別して

使いました。夜のイベントで変な寸劇をや

らされて辛かったです。 

池田 成弥（昭和 43 年英卒） 

青木湖の合宿の前に自転車で伊豆半島一周

をして全身日焼けで水膨れになりました。

薬を塗ったら真っ白になり、そんな姿で合

宿に参加しました。 

濱本（新田）和子（昭和 43年英卒） 

3年夏の合宿は志賀高原でした。草原で寝

転がって青空を眺めてとても気持ちよかっ

たことを覚えています。4年の夏は土肥の

海辺で皆んなでキャンプファイヤーをしま

したが、ああ、これが最後の合宿かと少々

感傷的になりました。 

奥田（野村）和代（昭和 43年英卒） 

１年生の初めての合宿（青木湖）に卒業さ

れた先輩が何人も参加下さって、皆さんク 

ラブへの思いが強く、先輩達がキラキラ輝

いて見えました。 

宮川 愃靖（昭和 45 年経卒） 

3年の夏の合宿は裏磐梯でした。ハイキン

グ中に岩から転げ落ちて、頭に包帯をしな

がらも最後まで参加した若さが懐かしく思

い出されます。 

石川 晃（昭和 45年法卒） 

楽しい思い出の一つには、合宿が記憶に残

っています。志賀高原、西伊豆、裏磐梯な

ど楽しい合宿が出来、青春時代の楽しい一

時を味わえました。特にキャンプファイヤ

ーを囲んでの仲間との合唱など、宴会時の（昭和 42年夏 土肥合宿）  

（昭和 42年夏 土肥合宿） 

（昭和 43年裏磐梯合宿） 
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寸劇、肝試しなど仲間との融合を考えたイ

ベントが思い出に残っております。志賀高

原合宿の帰りに岸塚先輩たちと穂高縦走を

経験できたことが私の人生に大きな影響を

与えて貰いました。 

内田 ひろ子（昭和 46年英卒） 

1年の時は西伊豆土肥の青い海に泳ぐ「海

金魚」、2年は会津磐梯山の五色沼で熊の肝

を食べてしまった部員が食あたりを起こし

てしまったこと、3年は山梨の清泉寮でし

たが、マネージャーだったにもかかわらず

合宿の日程を間違えて一日遅れで到着して

面目なかったことを思い出します。 

諏訪（今井）美草（昭和 46年英卒） 

寸劇あり、キャンプファイァあり、どの合

宿も楽しかったですが、西伊豆の合宿でソ 

フトボールをしたこと、イカダまで泳いだ 

こと。五色沼の合宿での一泊目、女子は私

とＵさんだけでしたので、親切心から先輩

男子のＭさんが同じ部屋で寝てくれたので

すが、途中で 3年生に引きずりだされまし

た。 

下林 正博（昭和 46 年教卒） 

合宿の想い出は強制された寸劇と現場での

壁新聞がすべてです。寸劇はある一人の先

輩の悪乗りの印象が強いですが、人生 60

年以上を生きてきた今では、あの時以上の

エスプリの効いた面白い劇を演じられる自

信があります。壁新聞づくりは後の方では

少しマンネリになっていました。 

立石（梅原）明子（昭和 46年英卒） 

清泉寮での合宿で平屋とはいえ、屋根から

飛び降りたことが思い出されます。無謀な

若者集団でした。 

（昭和 44年 3月、学生部への合宿届） 

（昭和 44年清里清泉寮合宿） 

（昭和 45年春西伊豆合宿） 

（昭和 45年中軽井沢合宿） 
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芳泉 恒夫（昭 46年経卒） 

１年の合宿、同期でやった寸劇、壁新聞が

想い出です。場所は磐梯山、五色沼が印象

に残っています。 

秋葉 善功（昭和 46 年経卒） 

会津方面の合宿でどなたか怪我をして車で

市街地まで搬送しました。（宮川さん？） 

島崎 敏彦（昭和 52 年法卒） 

1年の時だけ合宿に参加しました。場所は

覚えていませんが、夜の宴会ではグループ

ごとにスタンツをやりました。バカをやり

ましたが、楽しい思い出です。 

宮内 浩司（昭和 54 年法卒） 

1年の時は夏合宿で信州にいきました。ソ

フトボールが楽しかった思い出がありま

す。 

斎藤 邦明（昭和 55 年法卒） 

我々の年代は部員も少なく活動は低調でし

た。ですから合宿もありませんでした。 

高田 晃宏（昭和 57 年営卒） 

私の 2年次(1979年)から合宿を再開しまし

た。全て部員間の親睦を目的としていま

す。夏は志賀高原でした。3年の夏は車山

高原で春休み(3月)は、スキー合宿で猪苗

代に行きました。スキーではコースを外れ

てしまい、1年の女子と二人で迷ってしま

いました。女子部員は初めてのスキーで急

な斜面を降りることができず、泣き出して

しまいました。手を貸しながら斜滑降で、

何回か転びながらなんとか降りることがで

きました。人の姿を見ると安心できたの

か、ようやく眼下に広がる猪苗代湖の美し

さに気付きました。他の後輩女子にもこっ

ぴどく怒られました。やはり無茶をしては

いけません。 

新聞作成について真面目に議論したことは

なく、ハイキング、部員間の交流が目的で

した。都会では見ることのできない自然を

仲間と満喫できました。 

井崎 宏（昭和 59年法卒） 

合宿は、長野県白樺湖、木島平、富士河口

湖に夏にいった記憶があります。河口湖に

行く際に台風が直撃し、確か大月あたりで

電車の中で酒を飲みながら一夜を過ごした

こともありました。 

 

年 時期 場所 

昭 54年 夏 長野・志賀高原 

昭 55年 夏 長野・白樺湖 

昭 56年 春スキー 福島・猪苗代 

昭 56年 夏 長野・木島平 

昭 57年 夏 富士河口湖 

 

鈴木正宗（昭 62年経卒） 

毎年春、夏に合宿がありました。河口湖や

北軽井沢等にいきました。 

今村 純（平成元年日文卒） 

合宿は年 2回ありました。主に河口湖方面

でしたが、一度伊豆の熱川でやった時に

我々の合宿の数日前に死者が何人も出た大

きな旅館火災がありました。火事の直後だ

（昭和 55年白樺湖合宿） 
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ったので、まだ街全体が焦げ臭くて、他の

お客さんはほぼみんなキャンセルしていた

ので、食事の待遇がめちゃくちゃ良かった

のを覚えています。合宿ではちゃんと編集

会議をやって、次号の紙面づくりに向け

て、企画の検討などやっていました。飲ん

で暴れたということもなく、比較的大人し

い集団でした。 

吉田（安養）千恵（平成 2年英卒） 

合宿は軽井沢とか高原によく行きました。 

今野（鈴木）敦子（平成 5年英卒） 

夏、春と年 2回ありました。場所は式根

島、箱根、野尻湖などです。編集会議もし

ましたが、連帯感を高めるようなレクリエ

ーションが主でした。テニス、スキー、サ

イクリング、つりなど、夜は花火や肝だめ

しなどもしました。 

合宿では、次回の新聞発行に向けて主に編

集会議をしました。また交流としてテニス

やバレーボールも楽しみました。合宿とは

関係ありませんが、スキーをしに行ったこ

ともあります。新聞作成には手を抜かない

けど、その他はスポーツなり、ビリヤー

ド、サイクリング、何でも一緒に遊ぶ、活

発なグループだった印象があります。神津

島では、海に入りました。先輩を砂に埋め

て笑っているような写真ありました。お送

りした写真でも、だいぶ焼けてますね…。 

 

（平成 3 年神津島合宿） 

（平成 3 年神津島合宿） 
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岡田 倫政（昭和 38 年経卒） 

昭和 35年 1月立教エコーの部室ができまし

た。山小屋の２階に上る階段の踊り場で左

を向くとそこにドアがありました。初めて

足を踏み入れた時ガランとした何もない部

屋に暖房用のスチームだけが目立ちました。

なぜかその上に部員の名札のボードがあり

ました。よく会社などで出掛ける時に札を

ひっくり返して不在を表示しておくあれで

す。多分、ESSプレスセクションで使ってい

たものでしょう。その後、学生部から古い長

椅子や横長のテーブル、事務机、パイプ椅子

を頂いてきて漸く部室らしくなりました。

あの狭い場所によく入れるというぐらい部

員がたむろしていました。当時は中でタバ

コも吸っていましたね。ここで、編集会議を

やり、学校に来るとまず、部室に顔を出して

それから時間になると授業に出る、たわい

もない話をしながら人間関係を醸成した場

所でした。やはり学生時代の一番想い出に

残る場所です。 

 

小平 郁雄（昭和 39 年経卒） 

山小屋の生活は、特定の教室を持たない学

生にとっては、生活の拠点であり、一日一回

は、交流の場として来るが、その狭さゆえに、

早々に明け渡して行かねばならない。今思

うと、「住民」の若さと共に、戦後から高度

成長期に移る熱気というものが感ぜられ、

「英語」を武器に社会へ出ようとする者に

とって、机の上に置かれたた古いタイプラ

イターは、貴重な戦力としてその存在位置

を不動のものとしていた。 

瀬越（清水）綾子（昭和 40年英文卒） 

裏に応援団の部室があり、賑やかでした。六

大学野球が始まると「応援よろしくお願いしま

す」と頼まれたりもしました。 

奥村紘士（昭和 40年社卒） 

山小屋でタイプライターの練習した成果が後の

パソコン活用に役立ちました。 

後藤（天野）八千代（昭和 41 年英卒） 

一日一回は、顔を出すようにしていた気が

します。よくも今にも潰れそうな建物にエ

コーのみならず多くの部が入居していたも

のだと思います。女性にとって、ストッキ

ングが破れないように、あのベンチに横向

きに奥に入るのはひと苦労でした。      

紺野（笹倉）浩子（昭和 41 年英卒）      

汚い古い部屋でしたね～。階段はガタピシ

で……。その中でタイプを打って記事を作

成していました。パソコンのない時代でし

た。第一学食が近かったので、ときどきア

イスクリームを食べていました。 

（獲得した部室の前で昭和３５年卒業生を囲んで） 

わが青春山小屋の想い出 
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池田 正樹（昭和 41 年法卒） 

ドア上部の曇りガラスと小窓一つが明り採

りの薄暗い部屋に照明が灯ると、否応なく

目に入るのが表面の凹凸に富み、無数の小

さな傷の付いた幅広の長デスク。その上に

当然のように鎮座するタイプライター。そ

して部屋の奥にある小机の中央には、なぜ

か金庫。その小机の周囲に乱雑に置かれた

バットとグローブ。――今でもはっきりと

思い浮かぶ部室の佇まいです。 

2～3 年生のころは、教室より部室に直行す

る濃密（愚直）な“部人”暮らしをするよう

になり、取材やデスクミーティングの時間

を除き、規定数が揃えば第一学食裏の抜け

穴をくぐって「富士見荘」とか何やらの雀荘

へ。さらに大人数が集まれば、バットとグロ

ーブを携えて神学院のグラウンド（現在は

立教池袋中学・高等学校）へ。小生は上級生

の河野博光氏をはじめ野球好きの木村又由

氏、山本勝弥氏などの諸兄に懇願し、同期の

市川や小川、杉田、与田諸君の参加は当然の

ごとく、スポーツデスク後輩の二挺木、小野

里（現在は久富）、宮沢、榊諸氏には強要す

るようなおもむきで神学院ベースボール実

習に誘い出していたことが多かったように

記憶しています。スポーツデスクスタッフ

ならスポーツをしなければとか、雀荘より

は健康によいとかの単純な理由によるもの

だったのかもしれません。 

現在のように子どもでも携帯電話を持つ情

報化社会ではなかったので、まずは部室で

顔を合わせ、あの凹凸に富んだ長デスクを

囲んでおもむろに取材予定を確認したり、

「さて、これから何をしようか」など、と

りとめのない情報交換などをしておりまし

た。端的にいえば、どんな瞬間を切り取っ

てもワイワイと群れ合っていた光景しか浮

かばない空間――それが部室（山小屋）で

した。 

榎本 憲二（昭和 42 年営卒） 

山小屋の１階、まず、大学へ行くと山小屋へ、

授業が終わるとまた部室へと。その後は富

士見荘へが学生時代のパターンでした。 

青野 圭成（昭和 42 年営卒） 

部室に行くと必ず与田節雄先輩が来ていて

よく二人きりで話しました。「バイトに明

け暮れ、単位も厳しいよ」と笑っておられ

たのが印象的でした。話の最後はいつも矢

部さんのことでした。 

松江（桐田）美知留（昭和 43 年英卒） 

入部したての頃、部室をのぞくと 4 年生の

先輩方がおられると恐ろしくて（？）入れな

かったことを思い出します。 

猪鼻 重寿（昭和 43 年営卒） 

山小屋の古い建物は趣があってよかった。

階段のきしむ音、オンボロ板の風情がなん

ともいえない記憶です。 

 

池田 成彌（昭和 43 年英卒） 

山小屋の部室に毎日顔を出していた。同期、

先輩、後輩、みんな明るく楽しかった。 

池田幸禧（昭和 43年営卒） 

先輩が何人もいて何となくザワザワ話して

いる。そんな雰囲気がとてもよかった。 



68 

 

佐藤秀夫（昭 43法卒） 

“山小屋”と聞くと、隣は美しいハーモニー

を奏でる合唱団“あひる”、その先は襟の高

い学生服に身を包み甲高い声で発声練習し

ている応援団、入口横は２階の部室に駆け

上がる人の靴音に囲まれ、薄暗く、雑然とし

たテーブルを囲んでの編集会議、追い込み

原稿の作成をした場所が懐かしく思います 

宮川愃靖（昭和 45年経卒） 

当時麻雀を覚え始めた時期で、講義をさぼ

り部室を訪れては同期の麻雀仲間を探がし

たり、部室の裏にあった雀荘で先輩の麻雀

をみて親交を深めました。 

内田ひろ子（昭和 46 年英卒） 

幼い頃、近所のおばあちゃんたちが長火鉢

の周りに集まって、諸々のことをおしゃべ

りしていたのを訳も分からず、それでも飽

きずに聞いていました。1年の時はそんな感

じで諸先輩の話を聞くのが部室でした。 

山田（武田）米代 (昭和 46 年英卒) 

雑然とした山小屋は隣の「あひる会」２階の

劇団「テアトルジェンヌ」とともに大学生活

の大半を過ごしました。数年前、山小屋を訪

ねたら山小屋はなくなり、近代的なビルの

中に「山小屋」が入っていました。 

島崎 敏彦（昭和 52 年法卒） 

山小屋の部室はいつも雑然として、タバコ

の煙でもうもうとしていました。1976 年に

部員が少なくなって、１年半も新聞を発行

できない時期がありました。しかし、その間

も部室には部員が立ち寄っていました。数

少ない生き残りで 1977年 3月に新聞を発行

しましたが、山小屋の部室があったから出

来たことだと思います。 

斉藤 邦明（昭和 55 年法卒） 

山小屋はあの古さが良かった。部室には私

がいることが多く、休憩所として活用させ

て頂きました。また、国家公務員試験の勉強

をしていたので、日曜日も通い学食で昼食

を食べていました。自分のすきなことだけ

を出来た約４年間の拠点でした。 

高田 晃宏（昭和 57 年営卒） 

細長い鰻の寝床のような場所でした。1年の

ころは部室に来る人はあまりいなかったの

ですが、2 年になると 1 年生も約 10 名入っ

てきたためだんだん賑やかになっていきま

した。中にあったのは冷蔵庫だけだったの

で、自宅から使っていないラジカセがあり

ましたので、それを寄贈しました。 

そのころ流行っていた ABBA, Olivia Newton 

-John, YMO らの曲をテープに落として、BGM

にして皆で良く聞いていました。下宿生な

んかはラジオのニュースを聞いて夜遅くま

で部室に残っていました。次回の新聞のテ

ーマとか紙面構成とか白熱した議論もしま

した。椅子も木のベンチで居心地はよくな

かったですが、学生時代の大切な思い出で

す。 

 

麻生 祥明（昭和 58 年英卒） 

当時部室のカギは 3けたのナンバー錠でし

た。当時、原宿にラフォーレが、渋谷に

109ができたばかりの頃、鍵の番号 109で

した。どの年代だったのか覚えていません

（昭和 56年ごろの部室 入口付近） 
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が、エコーOBの方がいらした時、「俺たち

の時は 5364(ゴミムシ)だった」と言われた

のが忘れられません。 

冬は部室の暖房のスチームの音がカタカタ

し、この音がすると冬がきたなと思いまし

た。代表電話が隣の写真部にあって、ブブ

ッとブザーが鳴ると走って行きました。 

一度広告主から電話で怒られたことがある

ので、以降ビビリながら電話を取りまし

た。 もう一方の隣にあった合唱団アヒル

は、何が楽しいのかよくわかりませんが、

大所帯のサークルで、山小屋前でよく踊っ

ていましたね。どれも山小屋の楽しい思い

出です。 

鈴木 正宗（昭和 62 年経卒） 

第一学食に近かったので、昼食時は必ず部

室に寄りました。隣が合唱団あひる会だっ

たので賑やかでした。 

今村 純（平成元年日文卒） 

部室の下を通るスチームの配管が壊れて、

朝、部室を開けたら水蒸気で真っ白だった

ことがありました。部室に保管してあった

バックナンバーが濡れてしまいました。以

後、図書館に保管をお願いしました。エコ

ーの部室はせまかったので、あまり泊まる

輩はいませんでしたが、隣の写真部などは

泊まっている連中を見かけました。それに

してもエコーの部室は狭くて人が溢れてい

ました。 

吉田（安養）千恵（平成 2年英卒） 

山小屋は狭くて人数の多い時は、中に入ら

ず入口あたりで日向ぼっこしながらお喋り

をしていました。 

今野（鈴木）敦子（平成 5年英卒） 

常時、メンバーが集まっていました。先

輩、後輩とランチやお茶に誘い合ったり、

世間話したり。山小屋にはいろんな想い出

がいっぱいです。授業の合間の短い休憩に

も頻繁に顔をだして、偶然出会った先輩と

近況報告をするのが楽しみでした。第一食

堂の隣ということもあり、時間帯に限ら

ず、だれかが何かを食べている光景は学生

ならではでした。たまに、みんなで掃除を

しました。いつの間にか床に砂がたまって

いるのが不思議でしたがそんな中でも食べ

たり、飲んだり、編集会議をしたり、タバ

コを吸ったり、時には寝ている人もいて、

目的がなくても誰でも過ごせる特別な空間

だったと思います。 

山小屋は木造の古い建物でしたが、隣の部

室からの笑い声や、上の階の足音などが逆

に安心感となり、共同体のような想いがあ

りました。私たちが４年生のとき、山小屋

が取り壊しとなり、コンクリートの部室棟

（ウイリアムスホール）に移動しました。

きれいでも他のクラブと分断された感じが

して、山小屋がいかに心地よかったかと思

いました。 

 

（ウイリアムスホールの内部） 
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年度 エディター 1号 2号 3号 4号 5号 6号 7号 備考

1954(S29) 鈴木恒雄 欠 JUN④ 欠 欠

1955(S30) 平原米男 MAY④ OCT④ DEC④

1956(S31) 鈴木英二 APR④ 欠 OCT④ DEC④

1957(S32) 河合哲夫 APR⑧ JUN⑧ OCT④ DEC⑧

1958(S33) 勝見文彦 APR④ JUN④ NOV④ DEC④

1959(S34) 赤川征紀 APR④ JUN④ OCT④ DEC⑧ 英字新聞学会「立教エコー」として独立

1960(S35) 阪本明夫 APR④ JUN④ OCT④ DEC⑧

1961(S36) 藤本　達 APR④ MAY④ JUN⑧ OCT④ NOV④ DEC⑧

1962(S37) 小池栄樹 APR⑧ MAY⑧ JUN⑧ OCT⑧ NOV⑧ DEC⑧

1963(S38) 河野博光 APR⑧ MAY⑧ 欠 OCT⑧ NOV⑧ DEC⑧

1964(S39) 市川　均 APR⑧ MAY⑧ JUN⑧ SEP⑧ NOV⑧ NOV⑧ DEC⑧

1965(S40) 榎本憲二 APR⑧ MAY⑧ JUN⑧ OCT⑧ NOV⑧ DEC⑧

1966(S41) 佐藤秀夫 MAR⑧ JUN⑧ OCT⑧ DEC⑧

1967(S42) 川地昌夫 APR⑧ JUN⑧ OCT⑧ NOV⑧ DEC⑧

1968(S43) 柳　市三郎 MAY④ JUN④ JUL④ NOV④

河村喜裕 DEC④

1969(S44) 河村喜裕 JUN④ OCT④ DEC④ 学園紛争（学校封鎖）

1970(S45) 伊勢真一 MAY④ JULY④ OCT⑧

1971(S46) 伊勢真一 JAN④

小山修司 JUN④ NOV④

1972(S47) 石坂幸夫 JUN④ NOV⑧

1973(S48) 山本清貴 JAN④ JULY④ NOV④

1974(S49) 仁科正儀 欠 JUL④ NOV④

1975(S50) 福田和夫 MAR② JUN② OCT②

1976(S51) 発行なし

1977(S52) 島崎敏彦 MAR② OBｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ：山本清貴、中山英明、堀　博司

1978(S53) 斎藤邦明 SEP④

1979(S54) 高田晃宏 JUN④

高田晃宏 NOV④ Editorial Advisor：斎藤邦明

1980(S55) 高田晃宏 JUL④ DEC④

1981(S56) 玉置直司 JUN⑥

小島春生 DEC⑥

1982(S57) 井崎　宏 JUN⑥ DEC⑥

1983(S58) 古城　真 JUN⑥ DEC⑥

1984(S59) 加藤　洋 JUN⑥ DEC⑥

1985(S60) 鈴木正宗 JUN⑦ DEC⑧

1986(S61) 山本　亮 JUN⑧ DEC⑧

1987(S62) 今村　純 JUN⑧ DEC⑧

1988(S63) 青木　大 JUN⑧ DEC⑧

1989(H01) 嶋田哲也 JUN⑧ DEC⑧

1990(H02) 北村（吉川）栄子 JUN⑧ DEC⑧

1991(H03) 田村（久保田）響子 JUN⑧ DEC⑧

1992(H04) 杉島麻理香 JUN⑧ DEC⑥

1993(H05) 中村　哲 JULY④

＜注＞　①「 ○数字」はページ数　　②「欠」は図書館に保管されていない

ＲＩＫＫＹＯ　ＥＣＨＯ　発行履歴　（図書館に保管されている紙面）
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年度 号 発行月 頁 Price 主な掲載記事 Student Staff Faculty Staff

1954(S29) 1 欠

2 June 4 ¥10 ・新講堂（タッカーホール）着工 Editor-in-chief   鈴木恒雄 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・レスリング各国代表にインタビュー Business Mgr.　近藤義徳 Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

・交換留学生に一問一答         金子尚一、Charles E. Perry、E. H. Falck

3 欠

4 欠

1955(S30) 1 May 4 ¥10 ・根岸教授叙勲 Editor-in-chief　平原米男 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・新入生歓迎の言葉 Business Mgr.　岡　　　実 Assosiate Editor　川崎淳之助

・米国大学訪問 Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

・エコーへの投稿         金子尚一、Charles E. Perry、E. H. Falck

2 October 4 ¥10 ・国際学生会議、本学で開催 Editor-in-chief　平原米男 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・文化祭プログラム Business Mgr.　遠藤妙子 Assosiate Editor　川崎淳之助

・６大学野球開幕、長嶋ｻﾖﾅﾗﾎｰﾏｰ Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

・ゴルフクラブ紹介         金子尚一、Charles E. Perry、E. H. Falck

・メキシカンアート展

・学食への不満の声

3 December 4 ¥10 ・松下総長原子炉交渉で渡米 同上 同上

・竹田ﾁｬﾌﾟﾚﾝメッセージ

・大学におけるｸﾘｽﾁｬﾝ意識

・辻野球部監督インタビュー

・男子バスケ部関東大会制覇

・学徒援護会の生活実態

1956(S31) 1 April 4 ¥10 ・松下総長新入生への言葉 Editor-in-chief　鈴木英二 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・６大学野球開幕 Sub-Editor　平川明雄 Assosiate Editor　川崎淳之助

・日本文学科誕生 Business Mgr.　吉川隆弥 Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

・古代遺跡発掘、ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ工事で         金子尚一、Charles E. Perry、E. H. Falck

・野球部長嶋、杉浦に聞く         Virginia B. Haley

・女子学生会とは？           

2 欠    

3 October 4 ¥10 ・ペリ－教授の寄稿 同上 同上

・グリーンハイツグランド完成

・金子教授著『ジョン万次郎』好評

・メルボルン五輪に代表選手

・野球部本屋敷選手に聞く

・秋、芸術・食べる・読書

4 December 4 ¥10 ・国際学生大会開催 同上 同上

・４大学英語劇コンテスト優勝

・メルボルン五輪、１３名出発

・世界のクリスマス

1957(S32) 1 April 8 ¥10 ・総長政府特使で英水爆実験抗議へ Editor-in-chief　河合哲夫 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・就職戦線分析 Sub-Editor　荒川正三 Assosiate Editor　川崎淳之助

・法学部設立決定 Business Mgr.　皆川　猛 Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

・文化会クラブ紹介、新人募集 News Editor　谷川俊章         金子尚一、Charles E. Perry、E. H. Falck

・根岸、松田、杉田、奥野教授ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ Art Editor　五十嵐芳治         Virginia B. Haley

・第3回ｱｼﾞｱ学生ﾌｫｰﾗﾑ Sports Editor　藤田　直

・野球部主力ﾒﾝﾊﾞｰに聞く

・５ｽｹｰﾀｰ世界大会出場

・女子４ｸﾗﾌﾞ等体育会クラブ

・外国人が見た日本の学生

2 June 8 ¥10 ・野球部優勝（特集記事３～６面） 同上 同上

・人類への危機、首相特使松下総長

・国際観測年

・ボリショイバレイ団来日

・ブラジルの歴史と経済

3 October 4 ¥10 ・女子寮ミッチェル館計画具体化 Editor-in-chief　河合哲夫 同上

・ペンクラブ大会に参加して、細入教授 Sub-Editor　住田阜美

・野球部連覇へ長嶋、杉浦に聞く Business Mgr.　皆川　猛

・バドミントン世界大会出場 News Editor　谷川俊章

・高冷地開拓の父、ポールラッシュ Art Editor　五十嵐芳治

Sports Editor　藤田　直

RIKKYO ECHOの足跡
注）発行月欄「欠」は保存されていない号
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年度 号 発行月 頁 Price 主な掲載記事 Student Staff Faculty Staff

1957(S32) 4 December 8 ¥10 ・来年度から学費値上げ 同上 同上

・文化祭成功裏に終わる

・ESS演劇で６年連続制覇

・野球部連覇、長嶋８号、本屋敷、杉浦活躍

・飛田穂洲氏長嶋はﾍﾞｽﾄﾌﾟﾚｲﾔｰ

・学生諸君に望む、小川教授

・カラヤンのﾍﾞﾙﾘﾝﾌｨﾙを聴く

・ｱｲｽﾎｯｹｰ優勝目前

1958(S33) 1 April 4 ¥10 ・1765名の新入生。社会学部新設 Editor-in-chief　勝見文彦 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・法学部校舎まもなく着工 Sub-Editor　金子悠紀子 Assosiate Editor　川崎淳之助

・180日間世界一周、国際学生協会代表 Business Mgr.　中新井大二郎 Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

・女子ﾌｨｷﾞｭｱ、ｲﾝｶﾚ個人総合1位 News Editor　柳沢　寔         金子尚一、Charles E. Perry、E. H. Falck

・学問の自由とキリスト教教育 Art Editor　志田武敏         Virginia B. Haley

Sports Editor　筒井俊忠

2 June 4 ¥10 ・第3回アジア大会本学で歓迎ﾚｾﾌﾟｼｮﾝ Editor-in-chief　勝見文彦 同上

・野球部3連覇に快進撃 Managing Editor　金子悠紀子

・経済学部ｾﾞﾆ応募状況 Business Mgr.　中新井大二郎

・アジアの連携 Advertising Mgr.五十嵐千也

・わが青春ESS News Editor　柳沢　寔

Art Editor　志田武敏

Sports Editor　筒井俊忠

SENA Officer 梅津正興

3 November 4 ¥10 ・実験用原子炉米聖公会より寄贈 同上 同上

・立教高校新座に移転具体化

・原子炉「トリガ・マークⅡ徹底解剖

・バスケ部関東学連リーグ完全優勝

・国際宗教学会第9回世界大会開催

4 December 4 ¥10 ・図書館増築計画 同上 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・国際学生会議開催 Assosiate Editor　川崎淳之助

・4大学英語劇ｺﾝﾃｽﾄを終えて Assosiate Editor　川口正秋

・6大学野球、4連覇達成 Assosiate Editor　師岡　尚

・いま時の学生、人事担当者の視点 Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

        金子尚一、Charles E. Perry、E. H. Falck

        Virginia B.Haley

1959(S34) 1 April 4 ¥10 ・法学部新設 Editor-in-chief　赤川征紀 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・女子寮完成、豪華設備 Managing Editor　後藤映子 Assosiate Editor　川崎淳之助

・６大学野球、５連覇に期待 Business Mgr.　高垣正光 Assosiate Editor　川口正秋

・RIKKYO ECHO４０年のあゆみ Advertising Mgr.　高橋富夫 Assosiate Editor　師岡　尚

Accountant  能戸和子 Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

News Editor　千田康生         金子尚一、Charles E. Perry、

Art Editor　甲斐　勝         Virginia B. Haley

Sports Editor　桑原　徹

SENA Officer 　甲斐　勝

2 June 4 ¥10 ・Rikkyo Echo文化会(ESS)から独立 Editor-in-chief　赤川征紀 同上

・ﾜﾝﾀﾞｰﾎｰｹﾞﾙ部、上野原に山小屋建設 Managing Editor　後藤映子

・多彩な夏休み、立教ｷｬﾝﾌﾟ清泉寮で Business Mgr.　高垣正光

・６大学野球５連覇、独自優勝消滅 Advertising Mgr.　高橋富夫

・Haley教授寄稿（第２回） Accountant  能戸和子

News Editor　千田康生

Art Editor　甲斐　勝

Sports Editor　桑原　徹

SENA Officer　 鈴木　熙

SENA Officer 　甲斐　勝

3 October 4 ¥10 ・タッカー主教追悼式（ﾀｯｶｰﾎｰﾙに名籍） 同上 同上

・立教学院物故者追悼音楽祭

・那須選手200Mﾊﾞﾀ世界新

・乗馬クラブ紹介

・文系女子就職難

4 December 8 ¥10 ・クリスマスｲﾍﾞﾝﾄ 同上 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・ペリー博士の学院葬挙行 Assosiate Editor　川崎淳之助

・立教高校来春志木に移転 Assosiate Editor　川口正秋

・４大学英語劇各校に聞く Assosiate Editor　師岡　尚

・６大学野球再び制覇 Faculty Advisors:   根岸由太郎、小川徳治

・サッカー部、完全優勝、史上２度目         金子尚一、Virginia B. Haley

・立教OBヒマラヤ登山隊に参加

・日本古典芸能紙切り

・ミッチェル館の住人座談会

・わが街池袋の過去、現在、未来
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年度 号 発行月 頁 Price 主な掲載記事 Student Staff Faculty Staff

1960(S35) 1 April 4 ¥10 ・根岸由太郎教授追悼礼拝 Editor-in-chief　阪本明夫 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・原子力研究所建設進む Managing Editor　木原祐輔 Assosiate Editor　川崎淳之助

・講座紹介：観光ホテル講座 Business Mgr.　茂木伸夫 Assosiate Editor　川口正秋

・運動部の活躍 Business Mgr.　大塚尚夫 Assosiate Editor　師岡　尚

・立教生気質の分析 Accountant  相沢斐佐代 Faculty Advisors:  小川徳治、金子尚一

News Editor　木原祐輔        　Virginia B. Haley

Art Editor　鹿内　勇

Sports Editor　松本忠栄

SENA Officer 　小松康高

2 June 4 ¥10 ・国会解散要求を決議（教授会、学生の集会） 同上 同上

・河西奨学金制定

・中国の今（宮澤法学部長）

・ローンテニスクラブ準優勝

・ヨットクラブ　紹介

・新図書館の設計

3 October 4 ¥10 ・武谷教授、素粒子理論で新発見 Editor-in-chief　阪本明夫 同上

・BSAの活動紹介 Managing Editor　茂木伸夫

・観光ガイドの資格取得 Business Mgr.　大塚尚夫

・ローマ五輪体験記ﾊﾞｽｹｯﾄ部主将 Accountant  相沢斐佐代

・ワンゲル部、ヒュッテ完成 Monitor　鹿内　勇

・学食アンケートアンケート調査 Monitor　小松康高

News Editor　木原祐輔

Art Editor　相沢斐佐代

Sports Editor　松本忠栄

SENA Officer 　藤本　達

SENA Officer 　加藤鉦一

4 December 8 ¥10 ・クリスマス行事 同上 同上

・旧高校校舎大学研究室にリニューアル

・１９６０年を振り返る

・学生と教授のふれあいが必要

・アメフト関東大学リーグ優勝

・野球部新主将丸山選手に聞く

・バスケ部関東リーグ１３度目の優勝

・真の民主主義確立のために、３教授の提言

・原子炉ブーム到来

・ESS４大学ドラマコンテストで優勝

1961(S36) 1 April 4 ¥10 ・新入生2125名を迎える Editor-in-chief　藤本　達 Publisher & Editor:  筧　光顕　

・新図書館オープン Managing Editor　岡田倫政 Assosiate Editor　川崎淳之助

・学生会館設立を Monitor　多田靖幸 Assosiate Editor　川口正秋

・新入生よ、フロンティアスピリットを持て Business Mgr.　矢田雅博 Assosiate Editor　師岡　尚

・野球部の春季リーグ戦を占う Accountant  上村幸子 Faculty Advisors:  小川徳治、金子尚一

・野球部辻監督辞任、後任は未定 News Editor　大城　修         　Virginia B. Haley

・立教大学の軌跡、学生8000人を超える Art Editor　山田弘雄

Sports Editor　古屋博裕

SENA Officer 　加藤鉦一

SENA Officer 　神藏　裕

2 May 4 ¥10 ・4000冊の図書寄贈受ける（米国アジア財団） 同上 Publisher & Editor:  小川徳治　

・菅円吉、番匠谷英一教授退任、後任は Assosiate Editor　吉田新一

・ミッチェル館ｶｳﾝｾﾗｰに秋吉夫人 Assosiate Editor　川口正秋

・アウトドアシーズン到来 Assosiate Editor　師岡　尚

・立教学院の国際交流（ヘーレィ教授寄稿） Faculty Advisors:  筧　光顕、金子尚一

　　　　　　　川崎淳之助、Virginia B. Haley

                Carey C. Perry

3 June 8 ¥10 ・グリークラブ、ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大と合同演奏会 Editor-in-chief　藤本　達 Publisher & Editor:  小川徳治　

・立教ｽﾋﾟﾘｯﾄ、人々はどう見ているか Managing Editor　岡田倫政 Supecial Editorial Adovisor筧　光顕

・国際ﾜｰﾙﾄﾞｳﾞｨｼﾞｮﾝ代表が講演 Monitor　多田靖幸 Faculty Advisors:：

・アルバイトの実態 Business Mgr.　矢田雅博 　金子尚一、川口正秋、吉田新一、大江三郎

・学生の健康管理 Accountant  上村幸子 　水田壽一、川崎淳之助、師岡　尚

・学生の夏休み、米国、東南アジアと比較 News Editor　大城　修 　五十嵐正雄、Virginia B. Haley、

・夏休みのイベント Art Editor　山田弘雄 　James T. Dator

・立教OGの活躍 Sports Editor　古屋博裕

・国際ロータリー年次大会に参加 SENA Officer 　加藤鉦一

SENA Officer 　須田定裕

4 October 4 ¥10 ・核実験反対団体代表に松下総長 同上 同上

・核のない世界の実現へ

・核実験再開さる

・野球部芹澤新監督に聞く
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1961(S36) 5 November 4 ¥10 ・「科学と民主主義の発展掲げ文化祭開催 同上 同上

・海外留学の勧め

・立教体育会栄光の歴史

・就職活動のポイント

6 December 8 ¥10 ・クリスマス行事紹介 同上 Publisher & Editor:  小川徳治　

・ESS４大学ドラマコンテスト、５連勝 Supecial Editorial Adovisor筧　光顕

・立教生とキリスト教意識 Faculty Advisors:：

・ダンスパーティー真盛り 　金子尚一、川口正秋、吉田新一、大江三郎

・立教ｽﾎﾟｰﾂ、明立ｱｲｽﾎｯｹｰ他 　水田壽一、川崎淳之助、師岡　尚

・ｽﾎﾟｰﾂが人をつくる（座談会） 　五十嵐正雄、Virginia B. Haley、

・映画「風と共に去りぬ」女子学生の声 　James T. Dator、　George C. Warren Jr.

・写真で見るこの１年 　Carey C.Perry

・学生生活の実態

1962(S37) 1 April 8 ¥15 ・立教エコーへのﾒｯｾｰｼﾞ：松下総長 Editor-in-chief　小池栄樹 Publisher & Editor:  小川徳治　

・心理・教育学部今春より分離 Managing Editor　小平侑雄 Supecial Editorial Adovisor筧　光顕

・心理・教育学部今春より分離 Monitor　青山宏子 Faculty Advisors:：

・ホテル経営研究会紀伊半島調査 Monitor 中村芙佐子 　金子尚一、川口正秋、吉田新一、大江三郎

・校歌誕生秘話 Business Mgr. 北浦カヨ子　 　水田壽一、川崎淳之助、師岡　尚

・寄稿：第２の故郷アメリカ News Editor　桜井正二 　五十嵐正雄、Virginia B. Haley、

・学生健保の実現間近 Art Editor　内田博也 　James T. Dator、　George C. Warren Jr.

・スピードスケートで優勝 Sports Editor　丸山正次 　Carey C.Perry

・英語学習の効果 SENA Officer 　須田定裕

SENA Officer 　金沢紘征

Staff Writer

　馬場公夫、加藤浩子、大野文子

　興津修司、関　和子、柴田津多子

　東郷佐地子、黒木紀雄

　大塚洋一郎

2 May 8 ¥15 ・立教探検隊、伊豆御蔵島へ Editor-in-chief　小池栄樹 同上

・日経連協定破り青田買い Managing Editor　小平郁雄

・立大で文楽公演 Monitor　青山宏子

・図書館で新貸出しシステム開始 Monitor 中村芙佐子

・クラブ活動への予算配分再考を Business Mgr. 西島　敏　

・立教生アジア選手権へ Business Mgr. 北浦カヨ子　

・制服の評判 News Editor　桜井正二

・大学生の社会的義務 Art Editor　内田博也

Sports Editor　丸山正次

SENA Officer 　須田定裕

SENA Officer 　金沢紘征

Staff Writer

　馬場公夫、加藤浩子、大野文子

　興津修司、関　和子、柴田津多子

　東郷佐地子、矢野　浩、黒木紀雄

　大塚洋一郎

3 June 8 ¥15 ・研究用原子炉作動 Editor-in-chief　小池栄樹 同上

・学生健保１０月開始 Managing Editor　小平郁雄

・原子炉の平和利用 Monitor　青山宏子

・６大学野球、決勝戦で敗退 Monitor 中村芙佐子

・大学生の現代病 Business Mgr. 西島　敏　

・OGの就職活動 Business Mgr. 北浦カヨ子　

・大学生は週刊誌がお好き News Editor　桜井正二

・演劇コンテストの演目 Art Editor　内田博也

Sports Editor　丸山正次

SENA Officer 　須田定裕

SENA Officer 　金沢紘征

Staff Writer

　馬場公夫、加藤浩子、大野文子

　興津修司、関　和子、柴田津多子

　東郷佐地子、矢野　浩、内山孝正

　黒木紀雄、大塚洋一郎

4 October 8 ¥15 ・ラテンアメリカ研究所設立へ 同上 Publisher & Editor:  小川徳治　

・第１２回立教ｷｬﾝﾌﾟ開催 Supecial Editorial Adovisor筧　光顕

・不況の波、就職戦線を直撃 Faculty Advisors:：金子尚一、川口正秋、

・体育会夏の合宿 　吉田新一、大江三郎　水田壽一、

・女子学生、ｽﾎﾟｰﾂで活躍 川崎淳之助、師岡　尚, 五十嵐正雄、

・子弟の絆育む立教ｷｬﾝﾌﾟ Virginia B. Haley、松浦康有

・アジア選手権と五輪精神 James T. Dator、　George C. Warren Jr.

・通訳ガイド試験合格記
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1962(S37) 5 November 8 ¥15 ・運動部、各大会を制覇 同上 同上

・立教祭ハイライト

・付属小・中の建設工事終わる

・バスケ関東大会優勝

・体育会と規律

・立大製生徹底解剖

・私が勧める３冊の本

・赤レンガの歴史

6 December 8 ¥15 ・約１４０名が献血に協力

・クリスマス行事

・仏文科と独文科来春に新設

・冬のスポーツでも立大強し

・文武両道目指す運動部員

・立大生の開拓精神

・企業人と学生のゼミ合宿

・社会人学生に聞く、ｼﾅﾘｵﾗｲﾀｰ

1963(S38) 1 April 8 ¥15 ・新入生へのメッセージ（松下総長） Editor-in-chief　河野博光 Publisher & Editor:  小川徳治　

・キャンパスニュース（ラテンアメリカ研究所開設） Managing Editor　山本勝弥 Supecial Editorial Adovisor筧　光顕

・授業料の値上げ Monitor　久保泰昭 Faculty Advisors:：

・東京６大学野球　立教チームの上京 Business Mgr. 小永光隆一　 　金子尚一、川口正秋、吉田新一、水田壽一

・体育会活動へのガイド Business Mgr. 清水綾子　 　Virginia B. Haley、松浦康有,柳原　光

・川口市の町工場レポート News Editor　河原　肇   John G.Grisdale、Gene Lehman

・卒業生野際陽子さんへのインタビュー Assist.News Editor 阿部光弘 　James T. Dator、　George C. Warren Jr.

・エディトリアル＆リーダーズオピニオン Art Editor　矢野　徹

2 May 8 ¥15 ・東京６大学野球開幕 Assist.Art Editor 中村淑子

・キャンパスニュース Sports Editor 宮澤　浩

・奨学金未払いについて Assist.Sports Editor 木村又由

・東京６大学野球開幕 SENA Officer 　小沢国秀

・フレッシュマンキャンプ Staff Writer

・エッセイ（Prof.Warren) 　重村和子、奥村紘士、齋藤　亨

・エディトリアル＆卒業生へのインタビュー 　鈴木芙美子、佐藤栄見子、諸戸泰典

3 June

＜欠＞

4 Octover 8 ¥15 ・筑豊キャラバンレポート

・キャンパスニュース（ライシャワー大使記者会見
など）

・世界連邦世界大会開催さる

・スポーツコーナー（ラグビー、バスケットなど）

・立教大学野球部の今後（有力選手の退学の影
響）

・若者の農村離れ

・エッセイ（うしくぼ　ひろし教授）

・エディトリアル

5 November 8 ¥15
・プレオリンピック開催（東京国際スポーツウィー
ク）

・立教祭始まる

・輸血用血液売血に頼る

・スポーツコーナー

・オリンピックリハーサル開催

・外国人留学生について

・池袋西口物語

・エディトリアル

6 December 8 ¥15 ・クリスマスシーズン

・キャンパスニュース（クリスマスメサイア開催）

・第１回全国学生軍縮ゼミナール開催
・スポーツコーナー（野球部土井正三をキャプテンに
指名）
・立教大学のスポーツ施設の拡充を

・1963年の文科系クラブの活動状況

・池袋西口物語

・エディトリアル＆リーダーズオピニオン

1964(S39) 1 April 8 ¥15 ・総長から新入生へ Editor-in-chief　市川　均 Publisher & Editor:  小川徳治　

・入試競争率やや下がる Associate Editor 村島勝弘 Supecial Editorial Adovisor筧　光顕(9月号まで)

・学生会館いよいよ設立へ Managing Editor 小川　譲　 Faculty Advisors:：

・ヒマラヤ探検隊隊長福田氏 Monitor 竹内康起　 　金子尚一、川口正秋、吉田新一、水田壽一

・運動部新人募集中 Business Mgr. 杉田安弘　 　Virginia B. Haley、松浦康有、柳原　光

・ケネディ－暗殺後のダラス訪問記 Business Mgr. 田村妙子　   John G.Grisdale、Gene Lehman

・シェークスピア生誕400年 Business Mgr. 田中　栄 　James T. Dator

・新入生に学びの勧め News Editor　滝沢伸行→飯干美邦　（次頁に続く）
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年度 号 発行月 頁 Price 主な掲載記事 Student Staff Faculty Staff

1964(S39) 2 May 8 ¥15 ・課外活動スタート Assist.News Editor  笹倉浩子 同上

・立教学院創立90周年 Art Editor 与田節雄　

・オリンピック通訳に立大生6名を推薦 Assist.Art Editor 矢部美奈子

・立教ナイン1回戦で明大に敗れる Sports Editor 池田正樹

・ホッケー決勝戦で明大に敗れる Assist.Sports Editor 松島瑤子

・女子学生増加傾向 SENA Officer 飯干美邦

・ミロのビーナス上野にお目見え Staff Writer 天野八千代

3 June 8 ¥15 ・ヒマラヤ登山隊の活動 同上 同上

・クラス評議会議長に太田君選出

・憲法改正は再考を

・ボクシングチャンピオン誕生

・フェンシング関東大会2連覇

・世界を旅する立教ボーイ

・下宿探しの難しさ

・学生委員選挙

4 September 8 ¥15 ・オリンピック直前号

・東京五輪開催の意義

・日本代表の意気込み

・オリンピック会場も準備万端

・オリンピック会場も準備万端（続き）

・会期中の外国人宿泊先

・立大生オリンピック出場選手の紹介

・五輪で変わる東京

5 November 8 ¥15 ・パラリンピック東京で開催

・立教祭ハイライト

・LL教室完成

・秋の六大学野球早大に敗退

・自動車部の女子学生孤児院を訪問

・学生食堂徹底比較

・ダリ展開催に寄せて

・米国原潜の問題

6 November 8 ¥15 ・第１６回立教祭成功裏に終わる

・学生健保組合２周年を迎える

・ILO条約関連の５つの国内法

・軟式野球部早大を完封で優勝

・オリンピック閉幕

・苦学生の下宿先確保を

・大衆演劇の新制作座

・立教祭を振返る

7 December 8 ¥15 ・クリスマス週刊到来

・来年から学費値上げ

・障害者に愛の手を

・第４２代学生横綱誕生

・五輪施設の一般開放求む

・キャンパスライフを振返る

・「オセロ」公演で学生パワー発揮

・近年学生の経済状態

1965(S40) 1 April 8 ¥15 ・平和を担う人材に、新入生への言葉 Editor-in-chief　榎本憲二 Publisher & Editor: 　

・入試の競争率1,7倍 Associate Editor 左能典代  　小川徳治→大江三郎（6月号から）

・私大財政悪化で学費値上げ Managing Editor 小野里勝次　 Faculty Advisors:：

・立大ナイン優勝に向け始動 Monitor 青野圭成　 　金子尚一、川口正秋、吉田新一、水田壽一

・運動部紹介：フェンシング部他 Business Mgr. 宮沢健夫　 　松浦康有

・数字で見る学生生活 Business Mgr. 武山八郎　   John G.Grisdale、Gene Lehman

・聖マリア大聖堂再建 Business Mgr. 青柳信子　 　Carl Johnson

・運動部の弱体化を憂う News Editor　阿部俊夫→田中泰治

2 May 8 ¥15 ・韓国延世大学とバスケの親善試合 Art Editor 一之瀬勝　

・学生食堂値上げを検討 Sports Editor 二梃木昇司

・大学当局と学生自治会 SENA Officer 鹿野菊三郎 

・立教ナイン早大に完封負け SENA Officer  岡村悦宏

・青少年サッカー世界大会開催 写真担当 幡野昭二

・対談：ベトナム戦争を考える Staff Writer 

・鎌倉の文化財存続の危機 　赤池はるみ、榊　隆、並木茂昭、本谷　静

・キャンパス訪問：東京商船大学

3 June 8 ¥15 ・充実した夏休みを

・学食値上げ阻止

・冷夏に農家泣く

・ハンドボール部関東大会優勝

・ボクシング部、明大下し初優勝

・創価学会の実像

・ミッチミラー楽団日本公演

・キャンパス訪問：佛教大学
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年度 号 発行月 頁 Price 主な掲載記事 Student Staff Faculty Staff

1965(S40) 4 Octover 8 ¥15 ・学問の秋来る 同上 同上

・正門わきに守衛所設置

・文部省マスプロ教育を推進

・立大ナイン僅差で早大に敗れる

・運動部今夏の活躍

・戦後も続く沖縄の苦悩

・エジプト黄金のマスク都民を魅了

・学生紹介：チャペルで奉仕活動

5 November 8 ¥15 ・立教祭の開催日程

・立教祭ハイライト

・朝鮮統一を阻む日本のPKO法

・アメフト部、明大を下し優勝目前

・グランド移転計画

・地方の教育の充実を

・英語劇の今後に期待

・キャンパス訪問：東京芸術大学

6 December 8 ¥15 ・聖夜のことば「求めよさらばひらかれん」

・総長インタビュー

・国連設立20周年

・ボクシング学生王者誕生

・運動部今年も大活躍

・戦場に散った学生たち

・日本庭園、シンプルさの美

・キャンパス訪問：ICU

1966(S41) 1 March 8 ¥10 ・学問のすすめ、学長のことば Editor-in-chief　佐藤秀夫 Publisher & Editor:  大江三郎　

・3717名が入試を突破 Associate Editor 平田　洋

・私大の危機と学生運動ｒ Managing Editor 福島克己 Faculty Advisors:：

・立教ナイン、優勝への手ごたえ Monitor 仲野利子　 　金子尚一、川口正秋、吉田新一、水田壽一

・運動場新設の見通し立つ Business Mgr. 五味由紀子　 　松浦康有、田中はるみ

・障害児教育の拡大 Business Mgr. 岸塚秀一郎　   John G.Grisdale、Gene Lehman

・フレスコ画に息づく情熱 Business Mgr. 志野初枝　 　Car H. Johnson、F. Margaret Winton

・女子学生の就職 Business Mgr. 西原光男   Robert J, Crow

2 June 8 ¥10 ・六大学野球で7年ぶり優勝 News Editor　野村和代

・教育レベル向上求め教授陣が座り込み Art Editor 池田成彌　

・韓国人留学生学費値上げを批判 Sports Editor 小林俊彦

・六大学野球念願の優勝に沸く SENA Officer 浅見房子 

・新入生の体力測定っ結果報告 SENA Officer  水谷麻男

・立大生の信仰心薄れる Staff Writer 

・神は何故沈黙されているか 　猪鼻重寿、川田栄男、池田幸禧、新田和子

中国の核実験をめぐって 　桐田美智留、大澤敬一、植村和人、長橋喜代子

3 Octover 8 ¥10 ・ゼミの意識を見直そう

・学園祭のスローガン決まる

・黒人と白人の相互理解の壁

・野球部３位でAクラス入り

・立大コーカサス調査隊ロシアの山に挑む

・いまなお残る部落問題

・国立劇場ついに完成

・読者の声：大学生協設立を

4 December 8 ¥10 ・各地でフィールドワーク実施

・クリスマス週間に「メサイア5番」

・容認されつつある自衛隊

・ハンドボール4選手ストックホルムへ

・ウォーキングで健康維持

・受験戦争の功罪

・近代文学館開設

・学園祭を終えて

1967(S42) 1 April 8 ¥10 ・文学とは何か Editor-in-chief　川地昌夫 Publisher & Editor:  大江三郎　

・松下総長辞任 Associate Editor 平山賢治

・学生会館設立運動 Managing Editor 明石正道　 Faculty Advisors:：

・六大学野球好調な滑り出し Monitor 鈴木ひろ子　 　金子尚一、川口正秋、田中はるみ

・サッカー世界学生選手権を前にして Business Mgr. 新井章司　   John G.Grisdale、Robert J. Crow

・青年海外協力隊の活動 Business Mgr. 福井マツエ　 　F. Margaret Winton

・松下総長、立教に捧げた人生 News Editor 石塚慎一

・立大再発見：アメリカ研究所 Art Editor 辻　潤　

2 June 8 ¥10 ・東京ユニバシアードで世界をひとつに Sports Editor 畠山清吾

・新総長大須賀氏インタビュー Asst. Art Editor 江島孝雄

・五月病に注意 Asst. Sports Editor 松井節子

・立大ナイン１０度目の優勝ならず SENA Officer 田中建夫 

・ユニバシアード日程表 写真担当 安藤光助

・日常生活bを蝕む公害

・障害者楽団「青い風」リサイタル

・立大再発見：原子力研究所
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年度 号 発行月 頁 Price 主な掲載記事 Student Staff Faculty Staff

1967(S42) 3 Octover 8 ¥10 ・東京ユニバシアード開会式 同上 同上

・就職率上昇するも油断ならず

・全学連の活動と理念

・東京ユニバシアード特集

・選手村で国際親善

・スポーツの祭典、９日間にわたり開催

・献血のお願い

・立大再発見：産業研究所

4 November 8 ¥10 ・学生運動の活発化

・学園祭が残した課題

・羽田闘争の意味

・スポーツの秋に運動部活躍

・国体の歴史

・ハーフの人への偏見なくそう

・現代のヒューマニゼ－ションにおける欠如

・立大再発見：心理学研究所

5 December 8 ¥10 ・沖縄返還実現ならず

・学生会館問題で学長との対話決裂

・学生運動を考える

・サッカー関東大会で準優勝

・駒沢競技場で学生の使用制限

・都市化の波加速

・F.Lライト設計の建築物取壊しの危機

・立大再発見：アジア研究所

1968(S43) 1 May 4 ¥10 ・全学連成田市役所占拠を試みる Editor-in-chief　柳　市三郎 Publisher & Editor:  大江三郎　

・上野でレンブラント展開催 Associate Editor 保倉　昶

・五輪と政治問題 Managing Editor 品田敏彦　 Faculty Advisors:：

・日米安保条約を考える Monitor 山下美智子　 　金子尚一、川口正秋、平木典子

2 June 4 ¥10 ・全学連機動隊と衝突 Business Mgr. 野崎義一　   Robert J. Crow

・世界平和のカギを握る中国 Business Mgr. 谷沢重治　

・サッカー部明大戦を制す News Editor 坂本　浩

・映画評「招かれざる客」 Art Editor 石川　晃　

3 July 4 ¥10 ・原子力研究所に自衛隊侵入 Sports Editor 宮川愃靖

・憲法１７条批判 Asst. News Editor 藤井桂三

・メキシコ五輪出場選手数削減か SENA Officer 坂口一夫 

・小笠原諸島に日本語学校、今秋開校

4 November 4 ¥10 ・学生会館設立運動着実に前進

・チェコとベトナム比較

・立教学院運動会開催される

・医学における死の定義

5 December 4 ¥10 ・総長、学生会館の自主管理認める Editor-in-chief　河村喜裕 Publisher & Editor:  平木典子　

・ベトナム戦争日本への影響 Associate Editor 浅野　敬

・運動部全般的に不振 Managing Editor 鈴木英二　   Robert J. Crow、Gene S. Lehman

・学園紛争を貫徹せよ Monitor 下林正博 　

1969(S44) 1 June 4 ¥10 ・立大で学園紛争勃発 Business Mgr. 横田克文

・沖縄問題で大規模デモ Business Mgr. 秋葉善功　

・五輪のアマチュア精神見直しか Business Mgr. 内田ひろ子　

・教授選をめぐり紛争勃発 News Editor 古賀憲一

2 Octover 4 ¥10 ・立大全共闘結成 Art Editor 武田光代　

・沖縄返還で国家復興を Asst. Art Editor 梅原明子

・バスケット関東大会で優勝にははるか及ばず Sports Editor 芳泉恒夫

・一般教養課程の価値揺らぐ Asst. Sports Editor 今井美草

3 December 4 ¥10 ・学園紛争の紛糾を切り開こう SENA Officer 森本剛史 

・現代のマイホーム主義

・学生運動の波、高校生へ

・学園紛争の紛糾の責任は

1970(S45) 1 May 4 ・大須賀総長辞任 伊勢真一、鹿子木努、粂　康夫 Publisher & Editor:  平木典子　

・アメリカ映画評 谷　秀子、西村有生、山下恭子

・漫画は時勢を映す 光法千都子、武士恵子、岡本誠一   Robert J. Crow、Gene S. Lehman

・万博と７０年安保 岸本洋子、伊藤　隆、輿水　清

2 July 4 ・帝国主義に始まる日本 能代幸子、近藤譲治、小山修司

・昨今の大学スポーツ 小林博義、新井小百合、石坂幸夫

・劇団むらさき会の公演行われる 田中保雄、山田純一、宮里恵子

・経済発展と公害問題 大庭忠良、藤原隆裕宜
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1970(S45) 3 Octover 8 ・見えない差別 同上 同上

・教育の崩壊

・中央教育審議会報告への批判

・脱亜論と帝国主義

・「ミニコニュニケーション」の時代

・ギャンブルに走る人間心理

・ビートルズの音楽

・総長選挙まもなく実施

1971(S46) 4 January 4 ・沖縄国政選挙の落とし穴

・学園祭開催される

・入管システム批判

・映画「Z」を観て

1971(S46) 1 June 4 ・水俣病の悲劇を繰り返すな 小山修司、小林博義、岡本誠一 Publisher & Editor:  平木典子　

・最高裁判事罷免に学生抗議 岸本洋子、伊藤　隆、新井小百合

・農村の崩壊進む 宮里恵子、大庭忠良、田中保雄、   Robert J. Crow、Gene S. Lehman

・三里塚闘争を考える 山田純一、藤原隆裕宜、石坂幸夫

2 November 4 ・マスコミに公正な報道求む 岡田智子、鈴木きく、ほまんひでや

・学園祭のスローガン浸透を 鈴木基行、松崎俊夫、阿部　収

・サイモン＆ガーファンクルの世界 山本清貴、堀　博司、市川かほる

・映画評：実相寺監督の「曼荼羅」

1972(S47) 1 June 4 ・ニクソンのアジア戦略 石坂幸夫、鈴木基行、大庭忠良  平木典子、Gene S. Lehman

・公害が身体を蝕む 鈴木きく、藤原隆裕宜、岡田智子

・現代アメリカの人種差別 山田純一、、松崎俊夫、阿部　収

・学費値上げへの抵抗 ほまんひでや、山本清貴、堀　博司、

市川かほる、田中保雄、三好元、鹿目任

2 November 8 ・米軍相模補給廠の意味 中山英明、海老根雅秋

・人格と環境

・吉本隆明の原点

・看護実態を探る

・相模補給廠に見る戦闘車両

・ビジネス社会における義理人情

・現代社会と宗教

・滝平二郎の絵に見る「花さき山」

1973(S48) 1 January 4 ・荷風の虚像と実像 山本清貴、堀　博司、市川かほる  平木典子、Gene S. Lehman　

・市民運動を見直す 鹿目　任、三好　元、中山英明

・処分される犬たち 仁科正儀、清田昭久、寺地良枝

・日本映画の衰退 海老根雅秋、三ケ田　巌、松岡正一

2 July 4 ・教養学部、当局との交渉に勝利 福田和夫、飯田清子、佐藤よし子

・芥川作品におけるキリスト教 島崎敏彦、川里洋郷、千田博英

・おとぎ話が与える影響 浅子藤郎、大西祐紀

・禅で自分を律する

3 November 4 ・米軍基地母港化を許すな

・障害児リハビリへの道

・人生における自己啓発

・映画評：「かかし」

1974(S49) 1 欠

2 July 4 ・小学生の貧困 仁科正儀、清田昭久、寺地良枝 Publisher & Editor:  平木典子　

・週休２日制と余暇活動 藤田恵子、福田和夫、飯田清子

・オカルトブームに見る世相 松岡正一、佐藤よし子、島崎敏彦 横尾和歌子、大澤きわこ、C.W.Gardiner

・わが街広島 打橋珠樹、川里洋郷、千田博英 V.H. Stobbe、K.S. Macdonald、

3 November 4 ・狭山事件裁判で無実の訴え 大西祐紀、浅子藤郎、佐藤孝栄 G.S. Lehman

・医療制度の欠陥 亀倉裕子、荒井寿子、杉本良雄

・空想の世界にリアリレィーを 芦崎　治

・現代の宗教の課題

1975(S50) 1 March 2 ・学費値上げで交渉難航 福田和夫、浅子藤郎、川里洋郷  平木典子　

・学園祭形骸化 大西祐紀、腰越　勉、打橋珠樹

2 June 2 ・受験戦争激化 佐藤よし子、飯田清子、亀倉裕子

・書くこと、それは考えること 杉本良雄、佐藤孝栄、石橋直人

3 Octover 2 ・平和活動さかんに 宮内浩司、中村早千雄、安原信子

・機械にとって代わるビジネス 原田節子

1976(S51) 発行なし

1977(S52) 1 March 2 ・人間を閉ざす自然 島崎敏彦、佐藤よし子、川里洋郷、 平木典子　

・我々の出発点を見直そう 佐藤孝栄、浅子藤郎、宮内浩司

(OB)山本清貴、中山英明、堀　博司

1978(S53) 1 September 4 ・立大生から見た立大生像 宮内浩司、亀倉裕子、齋藤邦昭 Ferd Eiger、平木典子

・立大生の気質と才能 田島さおり、高田晃宏、村田由美子

・上智、青学との比較

・学生の意見表明の場を作ろう
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1979(S54) 1 June 4 ・企業が求めるバイタリテイー 飯島康弘、高田晃宏、鉢村　健 F.Ediger、H. Stobbe、 C. Lawson

・立教魂いまいずこ 重松康之、生駒　学、大田 　紅

・日本女性の役割変化 桜井史子、久保直敏、白木　茂

・数字で見る現代結婚事情 小島春生、麻生祥明、鳴海　肇、東條健一郎

2 November 4 ・カンボジア紛争と国際情勢 Editor-in-chief　高田晃宏 F.Ediger、H. Stobbe、 C. Lawson

・交換留学生募集 Editorial Adovisor　齋藤邦昭 K. Macdnald

・インタビュー：大橋恵理子 Chieff Translator　白木　茂

・「立教エコー」のこれから Typist　東條健一郎

鉢村　健、坂本美幸、小島春生

久保直敏、鳴海　肇、生駒学

重松康之、麻生祥明、大田 　紅

桜井史子、玉置直司

1980(S55) 1 July 4 ・新国際秩序(The New International Order) Editor-in-chief　高田晃宏 F.Ediger、H. Stobbe、 C. Lawson

・ＮＨＫ英語会話教師Marsha Kracowerの寄稿 鉢村　健、坂本美幸、小島春生 K. Macdnald

・タレント相本久美子へのインタビュー 久保直敏、鳴海　肇、生駒学

・成人教育 重松康之、麻生祥明、大田 　紅

2 December 4 ・立教大学の入学希望者減少（立教の発信力減） 玉置直司、東條健一郎、白木　茂

・立教のイメージ　アンケート調査 井上明子、本間正敏、松本文雄、

・前川教授へのインタビュー　（英米文学科） 瓜生祥子

・アイドル歌手・女優へのインタビュー（葛城あや　河
合奈保子）

井崎　宏、悴田印南、菅原　研

竹内　薫、長浜弘美、成田和子

石山行陽、小野真木、堀口幸司、山川達也

1981(S56) 1 June 6 ・立教卒業生の活躍度 Editor-in-chief　玉置直司→小島春生 F.Ediger、H. Stobbe、 C. Lawson

・立教卒業生への質問、アンケート 高田晃宏、鉢村　健、坂本美幸 K. Macdnald

・立教卒業生へのインタビュー（関口宏、林教授） 小島春生、久保直敏、東條健一郎

・立教新入生の座談会 鳴海　肇、重松康之、麻生祥明

・池袋面白マップ 白木　茂、太田　紅、瓜生祥子、

・春風亭小朝へのインタビュー 井上明子、松本文雄、菅原　研

2 December 6 ・立教生の就職事情 井崎　宏、石山行陽、堀口幸司

・立教生へのアンケート（将来の職業、大学生活につ
いて）

竹内　薫、長浜弘美、山川達也

・職業資格について 平井直哉、大村　健、柳岡幸夫

・クラブ活動の実態 山縣みわこ、武笠充子、網倉よし子

・米国の交換学生からの手紙 吉田　剛、鈴木亮介、成田和子、河辺優子

・俳優林　隆三へのインタビュー 岡野優子、古城　真、宇都裕子

1982(S57) 1 June 6 ・立教生は国際情勢に興味あり Editor-in-chief 井崎　宏 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald

・大学施設への不満 玉置直司、麻生祥明、小島春生、久保直敬

・他大学有名教授の講義内容について 松本文雄、鳴海　肇、重松康之、

・下宿生活の実態 白木　茂、東條健一郎、井上明子

・立教生のアルバイト事情 太田　紅、瓜生祥子、平井直哉

・ＤＪ小林克也へのインタビュー 石山行陽、菅原　研、山川達也、

2 December 6 ・立教大学体育祭開催 柳岡幸夫、河辺優子、成田和子

・ＥＳＳ、ＩＡＡ、ＳＭＣの活動 岡野優子、竹内　薫、Rあべ

・他大学有名教授の講義内容(PartII) 大村　健、宇都裕子、藤岡宏充

・立教生のエッセイ 加藤　洋、今野　卓、古城　真、平野武志、

・フィリピンでの立教大学キャンプリポート 八十川由起、石戸緑子、二木敦子

・歌手榊原郁恵へのインタビュー 溝口喜文

1983(S58) 1 June 6 ・立教学院創立109周年行事 Editor-in-chief  古城　真 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald、

・立教大学図書館の現状 井崎　宏、菅原　研、平井直哉、石山行陽 R.F. Young

・立教109年の歴史の中の興味あるエピソード 大村　健、山川達也、柳岡幸夫、河辺優子

・展覧会と本のレビュー 成田和子、岡野優子、竹内　薫、望月健一

・他大学のレポート(PartIII) 平野武志、原田佳子、Rあべ、藤岡宏充

・タレント斉藤慶子へのインタビュー 宇都裕子、八十川由紀、石戸緑子、

2 December 6 ・オール立教人まつりのレポート 二木敦子、加藤　洋、今野　卓、溝口喜文、

・池袋という街、立教とのかかわり 園尾眞一、木下英樹、伊藤裕子、伊達宏明

・２ページの続き 井上浩輔、鈴木正宗、上田耕嗣、塚越猛典

・他大学のレポート(PartIV) 梅山　悟、濱田吾愛、小塚ひろみ、田代葉子

・おもしろゼミ 春原　聡

・ロックマガジン編集者渋谷陽一へのインタビュー

1984(S59) 1 June 6 ・キャンパス内の鳥の休憩所 Editor-in-chief  加藤　洋 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald

・学内のカウンセリングセンター 井崎　宏、古城　真、平野武志、石戸緑子

・山小屋の今昔 二木敦子、宇都裕子、八十川由紀、伊藤裕子、

・K.S.マクドナルド教授の寄稿（日本の学生） 伊達宏明、濱田吾愛、原田佳子、井上浩輔

・荒川くにひさ教授の面白セミナーPart2 森本　静、島田佐知子、春原　聡、鈴木正宗

・土居まさるアナウンサーへのインタビュー 高橋正臣、田代葉子、梅山　悟、藤井　泰

2 December 6 ・1984年立教大学の出来事 小堀賢一、大泉充彦、玉木定行、山本　亮

・1984年立教生

・小谷たつお教授の面白セミナー

・Voice & Opinions

・キャンパススケッチ

・慶応大学訪問
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年度 号 発行月 頁 Price 主な掲載記事 Student Staff Faculty Staff

1985(S60) 1 June 6 ・鈴懸の道レポート Editor-in-chief 鈴木正宗 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald

・「しんかん」新入部員獲得競争 加藤　洋、伊藤裕子、伊達宏明、濱田吾愛

・東京大学訪問 原田佳子、井上浩輔、森本　静、島田佐知子

・たけい　のぶよし教授へのインタビュー 春原　聡、竹沢みゆき、田代葉子、上田耕嗣

・国道134号線ドライブレポート 梅山　悟、和田光弘、小池一彦、三品孝文

・アイドルグループ「少女隊」インタビュー 大泉充彦 ,山本　亮、Ｊあかみね、榎原周二

2 December 8 ・立教祭開催 後藤修一郎、平田由美子、広田　敦、今村　純

・立教祭(St.Paul's Festival)についての学生の声 伊藤美知留、伊藤裕子、北川貴子、萬納美和子

・今年の就職戦線について 宮澤弘一、Aなかむら、大森ちか子、佐藤俊彦

・アメリカからの留学生に「日本語」についてのイ
ンタビュー

鈴木真由美、高橋　滋、高山俊則、辻田俊樹

・最新刊の書籍とＣＤのレビュー 対馬哲也、代永雅之、早高克典、川端高根

・青山学院大学国政関係学部のレポート 北川賢二、関野高臣、田中真人、Hうちだ

・立教女子学生のファッション事情

・女優竹下景子へのインタビュー

1986(S61) 1 June 8 ・St. Paul の精神とは Editor-in-chief  山本　亮 中山　R、たけい　N、山村　S、加藤　H

・情報社会におけるジャーナリズム 伊達宏明、濱田吾愛、井上浩輔、森本　静 R.C. Lawson、D.D.C. Steinberg

・大学生のためのダブルスクールについて 島田佐知子、鈴木正宗、竹沢みゆき、田代葉子

・外国人のはとバスツアー同行記 上田耕嗣、梅山　悟、和田光弘、小池一彦

・公園と博物館 三品孝文、榎原周二、後藤修一郎、早高克典

・東京農工大学訪問レポート 平田由美子、広田　敦、今村　純、伊藤美知留

・本と映画のレビュー 川端高根、　北川貴子、小島信孝、萬納美和子

・歌手長山洋子へのインタビュー 宮澤弘一、水野慶子、大森ちか子、佐藤俊彦

2 December 6 ・ウィリアムズ司教の銅像、彫刻家みさかこういち 関野高臣、鈴木真由美、高橋　滋、高山俊則

・ニュースキャスター木村太郎氏と作曲家三枝茂
彰氏へのインタビュー

田中真人、辻田俊樹、対馬哲也、代永雅之

・近くて遠い国韓国レポート 青木　大、安養千恵、畑中清美、建持紀久子

・神宮球場へ来たれ！ 小板橋太郎、宮川　久、小畑かおり、大村陽子

・アメ横レポート、下町の風情 小笠原ひとみ、大隈美恵子、藤井晴康、鶴岡美幸

・大英博物館について 杉村まどか、山口まどか、Che Chonson

1987(S62) 1 June 8 ・1987年聖公会設立100周年 Editor-in-chief  今村　純 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald
・井田由美、清水圭子アナウンサーへのインタ
ビュー

小池一彦、三品孝文、山本　亮、後藤修一郎 R.C. Lawson、D.D.C. Steinberg

・築地時代の立教大学 早高克典、廣田　敦、伊藤美知留、川端高根 Y.Abe、Y.Murata、N.Takei、

・池袋演芸場レポート 小島信孝、栗原佐和子、萬納美和子、宮澤弘一 S.Yamamura

・ファミリーレストランについて 水野慶子、大森ちか子、関野高臣、鈴木真由美

・英国訪問レポート 高橋　滋、高山俊則、田中真人、辻田俊樹、

・上野駅周辺レポート 対馬哲也、代永雅之、青木　大、安養千恵

・建築家エドワード・鈴木氏インタビュー 畑中清美、小畑かおり、小笠原ひとみ、大村陽子

2 December 8 ・東京六大学野球で立教２位 大隈恵美子、杉村まどか、鶴岡美幸、山口まどか

・中村敦夫（俳優）と真山裕一キャスター 横山真美、荒木智子、草別幸子、丸山勇太郎

・学食のオジサンとオバサン 中野善雄、大須庸子、榊山千咲、嶋田哲也

・ヒンズー音楽について 清水恵子、山崎栄美 ,吉岡和花

・ホテルメトロポリタン、パラグライダーで飛ぶ 榎原周二、佐藤俊彦、Hえんどう、Sおおさき

・長嶋一茂キャプテンに聞く 佐藤博人

・東京ドームについて

・女優田中美佐子の手記

1988(S63) 1 June 8 ・赤レンガは今 Editor-in-chief  青木　大 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald

・キャスター渡辺みなみ、畑恵へのインタビュー 榎原周二、後藤修一郎、早高克典、平田由美子 R.C. Lawson、D.D.C. Steinberg

・未来への希望、「子供文庫」について 廣田　敦、今村　純、伊藤美知留、川端高根 J.F. Tuohy

・立教エコーによるアルバイトニュース 小島信孝、栗原佐和子、萬納美和子、宮澤弘一 S.Yamamura

・日本の若者向けの雑誌について 水野慶子、大森ちか子、関野高臣、鈴木真由美

・最近の人気商品について 佐藤俊彦、高橋　滋、田中真人、辻田俊樹

・アメリカからの留学生Missシャーロット・スコットに
聞く

対馬哲也、代永雅之、安養千恵、畑中清美

・歌手松任谷由美へのインタビュー 宮川　久、小畑かおり、小笠原ひとみ、大隈恵美子

2 December 8 ・セントポールの聖夜 大村陽子、小野澤F、杉村まどか、鶴岡美幸

・中沢慎一氏と上田昭夫氏へのインタビュー 山口まどか、横山真美、荒木智子、遠藤H

・おくなかやまワークキャンプ（小さき群れの里） 細川晴臣、草別幸子、丸山勇太郎、及川浩司

・新座新キャンパスの建設について Ｓおおさき、佐藤博人、嶋田哲也、清水恵子

・築地市場の一日 吉岡和花、海老原純子、平原直子、西山彰一

・「大草原の小さな家」一家のクリスマス 小野寺重彦、小瀬典明、酒井　浩、高橋正臣

・２１世紀の東京の姿 田中K、鶴野由紀子、丑久保勝也、吉村亜矢

・作家村上龍氏へのインタビュー 高山俊則、東條恭子、馬場美智子、井上愛里

伊藤　文、吉川栄子、松崎祐子、元岡路子

大谷恵子
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1989(H1) 1 June 8 ・時計台の時計 Editor-in-chief  嶋田哲也 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald

・ジョージ川口＆ジャイアント馬場へのインタ
ビュー

青木　大、安養千恵、畑中清美、小畑かおり、 R.C. Lawson、J.F.Touhy、M.G.Watson

・沖縄キャンプの試行錯誤 小笠原ひとみ、、大隈恵美子、大村陽子、

・米国建国時のある移民の若者の生活について 杉村まどか、鶴岡美幸、山口まどか、横山真美

・フラメンコダンスについて 荒木智子、細川晴臣、草別幸子、丸山勇太郎

・大都市東京の一面（夜の東京タワー） 及川浩司、Sおおさき、、佐藤博人、清水恵子

・時間についての小話 東條恭子、吉岡和花、馬場美智子、海老原純子

・幸田シャーミンへのインタビュー 平原直子、井上愛里、伊藤　文、吉川栄子

2 December 8 ・立教大学チャペルのパイプオルガンについて 倉持昌弘、松崎祐子、森　英通、元岡路子

・コピーライター山田かずひこ氏へのインタビュー 西山彰一、大谷恵子、小瀬典明、酒井　浩

・フィリピンキャンプについて 高橋M, 鶴野由紀子、上田賢一郎、丑久保勝也

・昭和初期の近代建築について 吉村亜矢、井上麻美、石渡正人、金子　稔

・豪華客船クルーズの実態 久保田響子、H.もり、村上恵美、Kおかだ

・オーストラリア原住民のアーティスト Yさえぐさ、斎藤恵子、Sしんがや、鈴木敦子

・池袋キャンパス界隈の散策 徳永潤二、矢島和美、Yよしだ、宮川　久、

・女優清水美佐へのインタビュー 河村篤志

1990(H2) 1 June 8 ・部室「山小屋」について Editor-in-chief  吉川栄子 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald

・アナウンサー徳光和夫、鈴木君枝さんへのイン
タビュー

嶋田哲也、河村篤志、荒木智子、大崎S、 S.D.Cousins、E.M.Smith、P.A.Cunningham

・若はげについて 佐藤博人、細川晴臣、丸山勇太郎、草別幸子 W.E.Newman、James Wada

・ポール・マッカートニーについて 清水恵子、吉岡和花、及川浩司、小瀬典明

・続き 倉持昌弘、高橋正臣,森英通、伊藤　文、

・雑司ヶ谷の白い洋館について 海老原純子

・近年の日本社会の根拠ない自己主張について 大谷恵子、鶴野由紀子、馬場美智子、元岡路子

・女優紺野美佐子へのインタビュー 吉村亜矢、丑久保勝也、金子　稔、矢島和美

2 December 8 ・夜の池袋キャンパス 徳永潤二、村上恵美、井上麻美、久保田響子

・ダンサーラッキー池田へのインタビュー Kさいとう、Sしんがや、鈴木敦子、西山彰一

・北海道美瑛町のレポート 岩谷美佳、石渡正人、Yせがわ、Yなかがわ

・社会人学生について Kやまもと、新谷しげみ、西部朝子、池田さつき

・前頁の続き 川崎明子、松本　章、錦見裕哉、

・日本のＯＤＡについて

・前頁の続き

・フランソワ―ズ・モレシャンへのインタビュー

1991(H3) 1 June 8 ・鈴懸の道 Editor-in-chief  久保田響子 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald

・立教愛について 馬場美智子、海老原純子、伊藤　文、吉川栄子 E.M.Smith、J.Wada

・新キャンパス（新座）に行ってますか 倉持昌弘、元岡路子、西山彰一、大谷恵子

・フィリピンからの出稼ぎワーカーについて 小瀬典明、高橋正臣、鶴野由紀子、丑久保勝也

・前頁の続き 吉村亜矢、新井しげみ、井上愛里、石渡正人

・アジア・アフリカからの歌手について 布施秀樹、金子　稔、川崎明子、村上栄一

・身体障害者が作るクッキー 鈴木敦子、徳永潤二、池田さつき、岩谷美佳

・外人タレントケント・デリカットへのインタビュー 杉島麻里香、松本　章、西部朝子、錦見裕哉

2 December 8 ・立教大学レンガ造り建造物について Nほしの、金沢秀竜、黒田敏行、中村　哲

・ＣＮＮﾍｯﾄﾞﾗｲﾝｷｬｽﾀｰ小牧ユカインタビュー Tのなか,Sやまが、井上麻美、馬場明日香

・ニュージーランドの鸚鵡「カカポ」について

・ニューヨークマンハッタン紀行

・９０年代の日本映画ー山田洋次の「息子」

・戦後５０年　平和の意味

・クラブ活動について

・ニュースキャスター古館伊知郎へのインタビュー

1992(H4) 1 June 8 ・セントポールチャペルの結婚式 Editor-in-chief  杉島麻里香 V. H. Stobbe、K. S. Macdonald

・池袋の新名所メトロポリタンプラザ 新井しげみ、布施秀樹、井上麻美、石渡正人 E.M.Smith、P.A.Cunningham

・エッセイ「もっとも気持ちの良い場所」 金子　稔、川崎明子、久保田響子、村上栄一

・映画「羊たちの沈黙」について 鈴木敦子、徳永潤二、池田さつき、岩谷美佳

・「気」の概念 松本　章、西部朝子、錦見裕哉、Hやまだ

・モンゴルについて 馬場明日香、金沢秀竜、中村　哲、小沢美紀

・地球の自然破壊について 岩崎聡美、Tさと、山上尚子、山内直哉

・アナウンサー川端健嗣へのインタビュー 塩津弘嗣、谷　東

2 December 6 ・立教大学の創始者ウィリアムズ牧師について

・禁煙活動について

・映画「天井桟敷の人々」について

・エジプト紀行

・前頁の続き

・作家伊集院静へのインタビュー

1993(H5) 1 July 4 ・立教大学ウィリアムズホールについて Editor-in-chief　中村　哲 K. S. Macdonald

・お茶についてのエッセイ 池田さつき、岩谷美佳、松本　章、西部朝子 S.D.Cousins、E.M.Smith、

・八景島シーパラダイスレポート 錦見裕哉、杉島麻里香、Hやまだ、馬場明日香 P.A.Cunningham

・横山こういち教授へのインタビュー 金沢秀竜、小沢美紀、Tさと、Yさと

岩崎聡美、西村千恵、塩津弘嗣、菅井利佳

谷　　東、巴　麻利子、山上尚子、山内直哉

Yよしだ、前　圭子、立川温子
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年次 月 場所 年次 月 場所

1959(S34) 8 木崎湖 1979(S54) 夏 長野・志賀高原

1960(S35) 9 〃 1980(S55) 夏 白樺湖、車山高原

1961(S36) 8 浜名湖 1981(S56) 春 福島・猪苗代

1962(S37) 8 奥志賀高原 〃 夏 長野・木島平

1963(S38) 3 千葉・館山 1982(S57) 春 山梨・河口湖

〃 8 磐梯高原 〃 夏 白樺湖

1964(S39) 4 伊豆・湯ヶ野 1983(S58) 2 長野・栂池

〃 8 青木湖 〃 9 長野・白樺湖

1965(S4) 3 静岡・大仁 1984(S59) 3 秩父

〃 8 山中湖 〃 9 長野・軽井沢

1966(S41) 志賀高原 1985(S60) 3 静岡・熱川

1967(S42) 静岡・土肥 〃 9 山梨・河口湖

1968(S43) 春 千葉・館山 1986(S61) 春 静岡・熱川

〃 夏 福島裏磐梯 〃 夏 長野・軽井沢

1969(S44) 春 伊豆・下田 1987(S62) 春 静岡・伊豆

〃 夏 山梨・清里 〃 9 栃木・那須

1970(S45) 春 伊豆・雲見 1988(S63) 3 静岡・伊豆

〃 夏 長野・軽井沢 〃 9 福島・裏磐梯

1971(S46) 西伊豆・松崎 1989(H1) 3 静岡・伊東

1972(S47) 静岡・戸田 〃 9 新潟・妙高高原

1973(S48) 長野・車山高原 1990(H2) 野尻湖

1974(S49) 1991(H3) 神津島

1975(S50) 1992(H4)

1976(S51) 1993(H5)

1977(S52)

1978(S53) なし

立 教 エ コ ー 合 宿の 記 録
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卒年 名前(カッコ内旧姓) 学科 メモ 名前(カッコ内旧姓) 学科 メモ

S28(1953) 稲田　　実 経済 米国在住 三浦　　稔 英/経済
S29(1954) 篠崎　政雄 経済
S30(1955) 足立　　猛 経営 手塚　重明 経済

大橋　正利 経営 富田　　宏 経済
熊谷　一昭 経済

S31(1956) 鈴木　恒雄 経済 近藤　義徳 経済
S32(1957) 佐々木（川野）敦子 英 岡　　　実 経済

杉山（坂西）田鶴子 英 堀（遠藤）妙子 文社 　†（物故）
平原　米男 経済 　†（物故） 小林（山瀬）珠子 英

S33(1958) 赤羽（吉田）恵津子 英 田原（吉川）隆弥 経済 　†（物故）
木村　忠信 経済 　†（物故） 平川　明雄 経済 福島市在住
鈴木　英二 経済

S34(1959) 荒川　正三 経済 住田　阜美 経済
五十嵐　芳治 経済 谷川　俊章 経済
河合　哲夫 経済 藤田　  直 経済 　†（物故）
鈴木(木原)文子 英 皆川　　猛 英 　†（物故）

S35(1960) 五十嵐　千也 経営 　†（物故） 清水　繁夫 経済
伊藤（三田）英子 英 諏訪（田村）守寿代 英
梅津　正興 経営 筒井　俊忠 英
斉藤　清一 社 中川(金子）悠紀子 英 米国在住
勝見　文彦 経済 　†（物故） 中新井大二郎 経済
坂倉　　洋 経済 　†（物故） 柳沢　　寔 経済
志田　武敏 経済

S36(1961) 赤川　征紀 経済 千田　康生 英
岩澤(能戸)和子 英 鈴木　　熙 経済 名古屋市在住
甲斐　　勝 経済 高垣　正光 経済 名古屋市在住
甲斐（島村）陽子 英 高橋　冨夫 経済
桑原　　徹 経営 森松（後藤）映子 英
鈴木（石田）みね 英 安藤　庄三 経済 　†（物故）

S37(1962) 大塚　尚夫 経営 西村（相沢）斐佐代 英
木原　祐輔 物理 長谷川　誠 物理 　†（物故）
小松　康高 経営 福岡市在住 松本　忠栄 社
阪本　明夫 英 　†（物故） 茂木　伸夫 経営
鹿内　　勇 経営

S38(1963) 岡田　倫政 経済 町田　米蔵 経営
加藤　鉦一 経済 山村(大城）　修 物理
多田 靖幸 物理 神蔵　　裕 経済
谷沢　靖司 史 矢田　雅博 経済 　†（物故）
田村（上村）幸子 英 　†（物故） 山田　紘平 経済 　†（物故）
藤本　　達 経済 山田　弘雄 経済
古屋　博裕 経済

S39(1964) 内田　博也 社 劉（東郷）　佐地子 社 米国在住
興津　修司　　 経済 藤枝市在住 西島　　敏 法
金澤　紘征 経済 古谷（中村）芙佐子 英
加藤(関）一恵 英 春日井市在住 丸山　正次 経済
小池　栄樹 経済 松尾(馬場）公夫　 社 上田市在住
小池(北浦）カヨ子 英 村松(加藤）浩子 英 浜松市在住
小平　郁雄 経済 山下(柴田）津多子 英 浜松市在住
櫻井　正二 経済 黒木　紀雄 経済 延岡市在住
須田　定裕 法 大塚　洋一郎 経済
高畑（大野）文子 英 　†（物故） 矢野　　浩 英
塚越（青山）宏子 英 内山　孝正 社

RIKKYO ECHO　在籍者名簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注） 首都圏在住者以外の方はメモに記載
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卒年 名前(カッコ内旧姓) 学科 メモ 名前(カッコ内旧姓) 学科 メモ

S40(1965) 阿部　光弘 経営 佐藤　栄見子 社
奥村　紘士 社 瀬越（清水）綾子 英
小沢　国秀 経済 長野県在住 富永（重村）和子 英
小貫（中村）淑子 英 原（村江）令子 英 三島市在住
河原　　肇 経済 宮澤　　浩 経済 　†（物故）
木村　又由 経営 矢野　　徹 社 大月市在住
河野　博光 経営 石狩市在住 山本　勝弥 法
久保　泰昭 英 郡山市在住 油井（鈴木）芙美子 英
小永光　隆一 法 諸戸　泰典 経済 　†（物故）
齊藤　亨 経済 俵田（児玉）典子 英

S41(1966) 池田　正樹　 法 滝沢　伸行 英
市川　　均 経済 竹内　康起 経営
小川　　譲 法 友枝（田村）妙子 英 芦屋市在住
北島（松島）瑶子 英 村島　勝弘 社 福岡市在住
紺野（笹倉）浩子 英 与田　節雄 経営 宗像市在住
後藤（天野）八千代 英 飯干　美邦 法 　†（物故）
杉田　安弘 経済 田中　栄 法
多家（矢部）美那子 英

S42(1967) 榎本　憲二 経営 五十嵐（赤池）はるみ 英
鹿野　菊三郎 経済 尼崎市在住 勝田（青柳）信子 英
田中　泰治 経済 幡野　昭二 経営
二挺木　昇司 経済 　†（物故） 並木　茂昭 経済
久富(小野里)勝次 経済 　†（物故） 武山　八郎 経済
宮沢　健夫 経済 榊　　　隆 経営
青野　圭成 経営 左能　典代 英
一之瀬　　勝 法 阿部　俊夫 経済
属（本谷）　　静 法 岡村　悦宏 経営

S43(1968) 池田　成彌 英 山本（志野）　初枝 史
池田　幸禧 経営 奥田（野村）　和代 英
川田　栄男 経営 濱本（新田）　和子 英
佐藤　秀夫 法 松江（桐田）　美智留 英
平田　　洋 経済 小林　俊彦 法 宝塚市在住
岸塚　秀一郎 産 伊藤　英樹 法
大澤　敬一 経営 福島　克己 経済
猪鼻　重寿 経営 西原　光男 経営
杉浦（浅見）　房子 英 水谷　麻男 経営
渡部（五味）　由紀子 英 植村　和人 経営
村崎（仲野）　利子 社 　†（物故） 長橋　喜代子 英 長野市在住

S44(1969) 塚原（新井） 章司 経営 辻　　　　潤 経営 芦屋市在住
安藤　光助 経済 明石　正道 英
石塚　愼一 経済 畠山　清吾 英
川地　昌夫 経済 田中　建夫 法
西尾(鈴木)　弘 英 河村（福井）　マツエ 英 奈良県在住
平山　賢治 英 唐津市在住 松井　節子 英 　†（物故）

S45(1970) 小笠原(鶴田)　寿子 英 品田　敏彦 英 福岡市在住

鈴木(藤井)　桂三 経済 柳　　市三郎 法 　†（物故）
宮川　愃靖 経済 谷沢　重治 経営
保倉　　昶 経済 糸瀬（山下）美智子 英 別府市在住

石川　　晃 法 江島　孝雄 教
野崎　義一 経営 坂本　浩 法
坂口　一夫 経営 　†（物故）

S46(1971) 秋葉　善功 経済 河村　喜裕 経済 奈良県在住
内田　ひろ子 英 神戸市在住 古賀　憲一 経済
鈴木　英二 経営 山田（武田）　米代　 英
諏訪(今井) 美草 英 下林　正博 教
立石(梅原) 明子 英 静岡市在住 浅野　敬 経済
森本　剛史 英 　†（物故） 横田　克文 経済
芳泉 恒夫 経済

S47(1972) 鹿子木　努 法 鹿児島県在住 武士 恵子 英 沼津市在住
北川(谷) 秀子 英 神戸市在住 田畑（光法）千都子 英
伊勢　真一 法 粂　康夫 営

伊勢（山下）恭子 英 西村　有生 法
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卒年 名前(カッコ内旧姓) 学科 メモ 名前(カッコ内旧姓) 学科 メモ

S48(1973) 岡本　誠一 英 小林  博義 英

小山　修司 社 渡辺（能代）幸子 英

小杉（岸本）洋子 ドイツ文 栗原（新井）小百合 英 　†（物故）
伊藤　隆 英

S49(1974) 石坂　幸夫 経済 大庭　忠良 社

田中　保雄 法 鈴木　基行 法

山田　純一 法 松崎  俊夫 法

滝田(宮里)　恵子 ドイツ文 阿部　収 経済

藤原  隆裕宜 社 岡田  智子 英

S50(1975) 山本　清貴 社 中山　英明 英

船橋（市川）かほる 英 鹿目　任 社

堀　博司 英 輿水　清 経済（修）

三好　元 経 札幌市在住
S51(1976) 江沢（寺池）良枝 英 仁科　正儀 産

清田　昭久 産 藤田　恵子 英

S52(1977) 福田　和夫 経済 中山（佐藤）よし子 英

海老根　雅秋 法 打橋　珠樹 英

三ケ田　巌 法 川里　洋郷 法

腰越　勉 経済 千田　博英 法

島崎　敏彦 法 浅子　藤郎 法

石川（飯田）清子 ﾌﾗﾝｽ文 静岡市在住 松岡　正一 法

S53(1978) 桜井（亀倉）祐子 英 芦崎　治 法

杉本　良雄 史 荒井　寿子 英

S54(1979) 佐藤孝栄 法 安原信子 ﾄﾞｲﾂ文

宮内浩司 法 岡山市在住 原田節子 経営

石橋直人 英 田島さおり 英

S55(1980) 齊藤　邦昭 法 山形市在住 中村　早千雄 法

大西　祐紀 法 松坂市在住
S57(1982) 高田　晃宏 経営 鉢村（坂本）美幸 英 神戸市在住

鉢村　健 経営 神戸市在住 村田　由美子 教 　

S58(1983) 池田(瓜生) 祥子 ドイツ文 白木　茂 英
生駒　学 経済 高松市在住 麻生　祥明 英
小島　春生 経済 久保　直敏 英

清水(井上) 明子 英 重松　康之 法 西宮市在住
鳴海　肇 英 青森県在住 寺田（桜井）史子 ｷﾘｽﾄ教

東條　健一郎 経済 松本　文雄 史

太田　紅 法 本間　正敏 法

玉置　直司 法 韓国　ソウル在住 古都 　†（在学中物故）
S59(1984) 岡野　優子 英 大村　健 法 金沢市在住

勝村(竹内) 薫 英 山川　剛 ドイツ文

柳岡　幸夫 法 堀口　幸司 経済

菅澤(河辺)夕子 英 石山　行陽 経

野口（成田）和子 英 菅原　研
井崎　宏 法 福岡在住 悴田　印南 英

平井  直哉 史 静岡市在住 森（長浜）弘美 教

S60(1985) 平野　武志 社 　†（物故） 岩森（武笠）充子 英

鈴木（二木）敦子 心 秋村　誠人 産

影山（石戸）緑子 社 吉田　剛 経営

古城　真 法 鈴木　亮介 日

八十川　由紀 英 長野県在住 川島（宇都）裕子 英

山縣　みわこ 英 網倉　よし子 英

S61(1986) 加藤 　洋 法 　†（物故） 溝口　善文 社

藤岡　宏充 社 　†（物故） 園尾　眞一 法

今野　卓 法 木下　英樹 経営

S62(1987) 井上  浩輔 法 梅山　悟 経営

染谷（島田）佐知子 英 遠藤（伊藤）裕子 社

田代　葉子 英 塚越　猛典 経営

濱田　吾愛 英 上田　耕嗣 経済 新潟市在住
鈴木（森本）　静 英 伊達　宏明 経営

瀬尾（原田）佳子 日 小塚　ひろみ 教

中村（竹沢）みゆき ドイツ文 春原　聡 経済

鈴木　正宗 経済
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卒年 名前(カッコ内旧姓) 学科 メモ 名前(カッコ内旧姓) 学科 メモ

S63(1988) 三品　孝文 経済 玉木　定行 教

山本　亮 経済 小堀　賢一 経済

小池　一彦 経済 和田　光弘 経営

H1(1989) 今村　純 日 栗原　佐和子 史

水野　慶子 日 小村（大森）ちか子 経済

小島　信孝 経済 鈴木　真由美 経済

関野　高臣 経済 高山　俊則 経済 　†（物故）
対馬　哲也 経済 早高　克典 経営

廣田　敦 経済 榎原　周二 法

萬納　美和子 経済 川端　高根 経済

宮澤　弘一 経済 辻田　俊樹 法

高木（伊藤）美知留 観 田中　真人 経営

代永　雅之 法 佐藤　俊彦 経済

後藤　修一郎 日 高橋　滋 法

細田（平田）由美子 教 斉藤（北川）貴子 英

H2(1990) 青木　大 産 柳下（大隈）恵美子 産

吉田（安養）千恵 英 飯島（山口）まどか ドイツ文

高橋（杉村）まどか 英 高橋（杉村）まどか 英

平野（横山）真美 英 前川（小畑）かおり 日

瀬良（大村）陽子 ドイツ文 小板橋　太郎 史

鈴木（畑中）清美 経済 宮川　久 史

朝倉（小笠原）ひとみ 産 北川　賢二 経済

建持　紀久子 法

H3(1991) 吉田（清水）恵子 英 細川　晴臣 化学

嶋田　哲也 経済 中野　善雄 経済

丸山　勇太郎 経済 大須　庸子 英

吉岡　和花 経済 榊山　千咲 英

永田（荒木）智子 法 東條　恭子 観光

河村　篤志 法 鶴岡　美幸 産

草別　幸子 英 山崎　栄美 英

佐藤　博人 法

H4(1992) 長澤（元岡）路子 英 平原　直子 英

伊藤　文 経済 酒井　浩 法

小瀬　典明 経営 井上　愛里 史

及川　浩司 経営 上田　賢一郎 法

齋藤（大谷）恵子 産 松崎　祐子 英

北村（吉川）栄子 産 倉持　昌弘 経済

池田（鶴野）由紀子 産 米国在住 川部（村上）恵美 ｷﾘｽﾄ教

早川（馬場）美智子 産 矢島　佳子 法

酒井（吉村）亜矢 産 小野寺　重彦 経済

丑久保　勝也 高橋　正臣 経済

海老原　順子 経済

H５(1993) 山田（井上）麻美 英 新潟市在住 布施　秀樹 法

西山　彰一 比較法 田村（久保田）響子 英

今野（鈴木）敦子 英 濱元（金子）　稔 経済

新井　しげみ ドイツ文 徳永　潤二 経済

H6(1994) 西部　朝子 ｷﾘｽﾄ教 池田　さつき 比較法

岩谷　美佳 英 石渡正人 法

川崎　明子 英 杉島　麻理香 英

松本　章 社 錦見　裕哉 ｷﾘｽﾄ教

H7(1995) 大内（馬場）明日香 法 黒田　敏行 経

金沢　秀竜 産 小沢　美紀 法 岡山市在住

中村　哲 観 岩崎　聡美 日

H8(1996) 山上　尚子 社 西村　千恵 社

山内　直哉 経 高梨（菅井）利佳 英

塩津　弘嗣 国 巴　麻利子 英

H9(1997) 谷　　　東 経 立川　温子 日

前　　圭子 日
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《 編 集 後 記 》

RIKKYO ECHO100年誌編纂を思い立ったのは 2014年のことだった。昭和 34年卒業の河合哲夫先輩

から「立教大学英語会百年史」を頂戴して、そうだ立教エコーの百年史も作ったらどうかと思い立っ

た。「英語会百年史」には RIKKO ECHOが戦後再刊され、ESSのプレスセクションとして活躍した様子

が詳しく記述されている。しかし、英字新聞学会立教エコーとして独立してからの記述はなく、『独

立後のエコーの詳細はあきらかではないが、現在は刊行されていない。』と結ばれている。RIKKYO 

ECHOは独立後、45年にわたり発行され、むしろ、ESS時代より長くその歴史は刻まれている。 

昭和 37年から 43年の卒業生が集まって、100年誌編集委員会を立ちあげた。卒業から 20年から

55 年以上も経過した今、昔の記憶を呼び覚まして頂くのにかなりの時間を要したが、各学年への連

絡を重ね、アンケートにお答えを頂き、歴史事実の掘り起こしやら、想い出話の聞きだしをして、何

とかエピソードを再現することができた。しかし、編集委員が昭和３０年代から４０年代前半の卒

業であるため、若い世代とは繋がりが少なく、加えて現役世代の皆さんには、ご多用なこともあっ

て、十分に情報を入手できなかった年代がある。記述が十分でない時代がありますことをお許し頂

きたい。明確な納期もないまま、余暇を都合しつつの作業は予想以上に時間を費やしてしまったが、

全くのボランティアで会議に集まり、作業をして頂いた編集委員の皆さまに御礼申し上げたい。 

この 100 年誌は図書館に保存されている RIKKYO ECHO のバックナンバーと、合わせて、学生団体

として活動した同志の姿を記録に留めておくこと、立教大学のなかで RIKKYO ECHO が存在したこと

を明らかにしておくことが目的である。同時に印刷版とホームページへの掲載によって立教エコー

同窓生をはじめ、広く多くの皆さまに見て頂き、今は廃刊となってしまった RIKKYOO ECHOの存在を

記憶に留めて頂くことも目的のひとつである。 

100年誌取り纏めにあたり、まず立教エコーに在籍した方々の調査だが、校友会事務局の丹羽祥太

郎様にお世話になりました。図書館の小泉徹様には RIKKYO ECHO 紙面の保存、デジタルライブラリ

ーへの掲載にご尽力頂きました。史資料センターでは学生団体の活動を史資料として管理頂くこと

に道を開いて頂きました。そして立英会には「立教大学英語会百年史」から立教エコーに関する記事

の転載を快くご了承頂きました。皆さまのご支援、ご協力に感謝申し上げます。そして、編集委員会

の開催にあたり、いつも会社の会議室を使用させて頂いた、キハラ株式会社様に御礼申し上げます。 

100 年誌の取り纏めに際しお忙しいなか、高田晃宏さん(S57)には原稿執筆以外に再三にわたりご

意見を頂戴し、編集実務に大変ご尽力を頂きました。同様に山本清貴さん(S50)には詳細に当時の様

子を記述頂きました。また、島崎敏彦さん(S52)からは実家に保管されていた 40 年以上前の幻の紙

面を寄贈頂き、図書館のバックナンバーに加えることができました。清水（井上）明子さん(S58)、

今野（鈴木）敦子さん(H5)には何度も問合せにご協力頂きました。今回の 100 年誌編纂にあたり原

稿を書いて頂いた皆さま、情報をご提供頂いた皆さまのご尽力に心より御礼申し上げます。 

（岡田倫政） 
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〈 取材協力、写真提供協力、原稿投稿協力の方々 〉 

  河合哲夫(S34) 清水繁夫(S35) 中新井大二郎(S35) 岩澤(能戸)和子(S36)  

鈴木(石田)みね(S36) 森松(後藤)映子(S36) 桑原 徹(S36) 木原祐輔(S37) 茂木伸夫(S37) 

西村(相沢)斐佐代(S37) 大塚尚夫(S37) 鹿内 勇(S37) 藤本 達(S38) 山村 修(S38)  

多田靖幸(S38) 加藤鉦一(S38) 岡田倫政(S38) 小池栄樹(S39) 古屋(中村)芙佐子(S39)  

櫻井正二(S39) 塚越(青山)宏子(S39) 興津修司(S39) 金沢紘征(S39) 小平郁雄(S39) 

斎藤 亨(S40) 瀬越(清水)綾子(S40) 奥村紘士(S40) 河野博光(S40) 河原 肇(S40)  

小貫(中村)淑子(S40)油井(鈴木)芙美子(S40) 市川 均(S41) 後藤(天野)八千代(S41)  

池田正樹(S41) 紺野(笹倉)浩子(S41) 竹内康起(S41) 榎本憲二(S42) 青野圭成(S42)  

田中泰治(S42) 久富（小野里）勝次(S42) 奥田(野村)和代(S43) 小林俊彦(S43)  

松江(桐田)美智留(S43) 大沢敬一(S43) 猪鼻重寿(S43) 川田栄男(S43) 池田成弥(S43) 

濱本(新田)和子(S43) 池田幸禧(S43) 佐藤秀夫(S43) 川地昌夫(S44) 宮川愃靖(S45)  

石川 晃(S45) 鈴木英二(S46) 河村喜裕(S46) 芳泉恒夫(S46) 内田ひろ子(S46)  

諏訪(今井)美草(S46) 秋葉善功(S46) 山田(武田)米代(S46) 下林正博(S46)  

立石(梅原)明子(S46) 鹿子木 努(S47) 山本清貴(S50) 島崎敏彦(S52) 宮内浩司(S54)  

斎藤邦昭(S55) 高田晃宏(S57) 清水(井上)明子(S58) 麻生祥明(S58) 玉置直司(S58) 

井崎 宏(S59) 古城 真(S60) 鈴木正宗(S62) 三品孝文(S63) 今村 純(H1) 小島信孝(H1)  

吉田(安養)千恵(H2) 今野(鈴木)敦子(H5) 大内(馬場)明日香(H7)    

 

〈 参考、引用資料 〉 

    立教大学英語会百年史 

  立教大学の歴史（立教学院史資料センター） 

  立教大学新聞バックナンバー 

  RIKKYO ECHOバックナンバー 

  ECHO文集（１号～５号） 
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